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序文

2004年度から、愛媛大学は、国立大学法人愛媛大学として、独立法人化した。これに伴い、構内遺

跡の所在する各団地敷地を国立大学法人愛媛大学が引き継ぎ、むしろ構内遺跡に対する愛媛大学の責務

は、いよいよ大きなものとなったことを自覚していかなければなるまい。

国立大学法人愛媛大学が引き継いだ敷地は、松山市内および愛媛県内各所の、敷地総面積は464ヘク

タールに及ぶ。そのうち、本部と４つの学部が所在する城北団地には文京遺跡、農学部と附属高等学校

がある樽味団地には樽味遺跡、国際交流会館がある膳子団地では麿子遺跡、職員宿舎のある北吉井団地

では桑原西稲葉遺跡、その他北条団地など、数多くの遺跡が存在する。これまで、愛媛大学では、埋蔵

文化財調査室を設置し、こうした埋蔵文化財が諸工事で影響を受ける場合、影響度に応じて、全面調査、

立会調査の発掘調査、あるいはその影響度をはかるための試掘調査、大学構内における遺跡の有無や精

度の高い分布状況を把握する確認調査を実施し、埋蔵文化財の保護に努めてきた。独立法人化後もこの

姿勢に変わりはない。

その責務の一端に応えるべく､埋蔵文化財調査室では調査成果の公開を､発掘調査報告書の刊行によっ

て果たしてきた。2000年に再整備した体制により、正式報告書も順次刊行しているが、なお時間を要

する。一方で、小規模調査である試掘・立会・確認調査についての報告と、本格調査の概要報告を併せ

た『埋蔵文化財調査室年報』は、2004年度に2003年度分が刊行され、ようやく本来の刊行年次に追い

ついた。今後、前年度調査分の刊行がなされていく予定であり、本書は、その2004年度分である。

なお本書では、2003年度末に埋蔵文化財調査室に移管した、旧愛媛大学歴史学研究会保管資料につ

いて、その一覧表と一部資料の報告を掲載し、城北団地文京遺跡との関連も推察された。残る資料の詳

細も、今後順次『年報』において報告予定である。

本書をまとめるにあたり、多くの機関・部局・個人の方々 に協力を得ました。篤く御礼申し上げます

とともに、本書が広く利用・活用されることを祈念します。

平成１８年１月２０日

愛媛大学埋蔵文化財調査

室長下僚信行
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本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が2004年度に実施した事業、特に大学構内で実施した試掘・立会・確

認形式で行った小規模調査の成果等を報告する愛媛大学埋蔵文化財調査室年報であり、愛媛大学埋蔵文化財

調査報告ＸＶにあたる。

埋蔵文化財調査室では、本格全面調査･構内遺跡確認調査については、遺跡ごとに調査次数を付しているが、

同時に、1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って、立会・試掘形式の小規模調査も含めて、す

べての調査に調査番号を与えている。調査番号は、西暦の下３桁の後に各年度ごとの調査順に０１からの２

桁の通し番号を加えた５桁の番号で表示している。調査番号に加えて、複数の地点（トレンチ）を調査した

場合、－の後に地点番号を付して表示している。

Q-pし4旦一ユー坐

Ｌ上F議識睦言＝
本書では、遺構番号に冠して、掘立柱建物:SB、竪穴式住居:SC、溝:SD、炉跡･竃:ＳＦ、柵列:ＳＡ、水田：

SS、土壌：ＳＫ、柱穴・小穴：ＳＰ、自然流路：ＳＲ、その他の遺構：ＳＸの記号で遺構の種別を表している。

本書で表示した方位・標高数値は、本格調査においては、日本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系第

Ⅳ系にしたがっている。ただし、試掘・立会調査・確認調査で座標系が利用できなかった場合は、調査地点

周囲の平板測量成果を掲載し、磁北を表示している。

土色･遺物の色調は、1991年以降、小山正忠･竹原秀雄編著（農林水産省農林水産技術会議事務局監修）『新

版標準土色帖』に準拠しているが、本文中ではマンセル記号は省略した。

本書に使用した遺構図は、田崎博之・吉田広・三吉秀充ｐ宮崎直栄が作成し浄写を行った。

本書に使用した遺物図は、吉田・宮崎・演田美加が作成し、浄写を行った。

本書で使用した写真は、田崎・吉田・三吉が撮影した。

本書は田崎・吉田・三吉・漬田が執筆し、下僚信行の指導のもと、田崎・三吉・宮崎・渡這かおるの協力を

得ながら、吉田が編集を行った。

本書に報告した調査に係わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管している。
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資料１国立大学法人愛媛大学埋蔵文化財調査委員会規程

１２００４年度の委員会と事業

１埋蔵文化財調査委員会

（１）独法化と埋蔵文化財調査委員会（資料１）

愛媛大学では、1987年に愛媛大学埋蔵文化財調査

委員会を設け、施設整備に伴う埋蔵文化財の発掘調査

に関する重要事項を調査審議してきた。また、その指

導のもとに設置された埋蔵文化財調査室では、諸工事

の埋蔵文化財への影響の度合いに応じて、その保護・

調査を行ってきた。

2004年度には国立大学の法人化が実施され、これ

に伴い全学各種委員会の取扱いが協議されたが、埋蔵

文化財調査委員会に関しては、法人化後も引き続き設

置し、当分の間、運用することとされた。法人化後の

国立大学法人愛媛大学埋蔵文化財調査委員会規程は、

資料ｌに掲げる通りである。（吉田）

(2)２００４年度埋蔵文化財調査委員会（表ｌ）

2004年度の埋蔵文化財調査委員会および埋蔵文化

財調査室の体制は、表ｌの通りである。埋蔵文化財調

査委員会は、2004年８月４日に開催され、2003年度

事業報告、2004年度事業計画、その他の議題が報告・

審議された。

①２００３年度事業報告

2003年度の実施事業について､発掘調査､整理作業、

発掘調査報告書等の刊行と発送、広報・資料の利活用

状況、樋又地区出土品収蔵プレハブ設置の各事業内容

が室長より報告されるとともに、2003年度会計報告

が行われた。これらのうち、報告書刊行について、『年

報』で報告したものは将来『報告書』を作成するのか

１２００４年度の委員会と事業

［平成１６年４月１日規則第１９号］
（設置）

第１条国立大学法人愛媛大学（以下「法人」という｡）に､国立大学法人愛媛大学埋蔵文化財調査委員会（以下「委員会」という｡）
を置く。

（任務）

第２条委員会は、文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）に基づき、法人の施設整備に伴う埋蔵文化財の発掘調査に関する重
要事項を調査審議する。

（組織）

第３条委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。
(1)理事（総務・学術担当）

(2)各学部長

(3)発掘調査に関連のある専門分野の教員若干人

(4)事務局長

(5)経営企画部長、経理部長及び施設部長

２前項第３号の委員は、学長が任命する。

３第１項第３号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者
の残任期間とする。

（委員長）

第４条委員会に委員長を置き、理事（総務・学術担当）をもって充てる。
２委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

３委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。
（委員以外の者の出席）

第５条委員長が必要あると認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又は意見を聴くことができる。
（調査室）

第６条委員会に、委員会が定める基本方針に基づき発掘調査を実施し、その結果について報告書を作成するため、埋蔵文化財調
査室（以下「調査室」という｡）を置く。

２調査室に関する要項は、委員会の議を経て、別に定める。
（事務）

第７条委員会に関する事務は、施設部企画課において処理する。
（雑則）

第８条この規程の定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。

附則この規程は、平成１６年４月１日から施行する。

一

一
『
●
０
０
０
口
一

一



表１ 2004年度の埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の体制

埋蔵文化財調査委員会 埋蔵文化財調査室

所属・役職 氏名 備 考 氏名 所 属

委員長 理事 小林展章 室長 下篠信行 法文学部教授

委員 法文学部長 今泉元司 調査員 田崎博之 法文学部教授

委員 法文学部教授 下篠信行 埋蔵文化財調査室長 調査員 吉田広 法文学部助教授

委員 法文学部教授 松原弘宣

委員 教育学部長 渡遥弘純

委員 教育学部教授 川岡勉

委員 理学部長 柳津 康 信

委員 医学部長 小西 正 光 ～2005.2.28

〃 橋 本公二 2005.3.1～

委員 工学部長 鈴木幸一

委員 農学部長 白石雅也

委員 事務局長 田村幸男 ～2004.12.31

〃 門山勇 2005.1.1～

委員 経営企画部長 山田勝治

委員 経理部長 白石薫二

委員 施設部長 山地久司

という質問があり、「年報』は概要報告であり、より

精綴で客観的な正式の「報告書』を作成する必要性が

説明された。以上の審議が行われ、2003年度の実施

事業・会計報告は了承された。

②２００４年度事業計画

2004年度実施計画事業について、発掘調査Ｙ整理

作業、発掘調査報告書等の印刷・刊行、発送、広報・

資料の利活用の各計画が室長から説明されるととも

に、2004年度予算案についても説明が行われた。こ

れらに対し、予算について例年との変更の有無と人件

費の確保について確認がなされた。また、大規模調査

不在による整理作業業務の軽減について問われたが、

既発掘調査分の整理が残り、業務軽減のないことが回

答された。他方、広報活動の一環として計画した『ま

調査員 三吉秀充 法文学部助手

専門員 松原弘宣 法文学部教授

専門員 村上恭通 法文学部助教授

専門員 川岡勉 教育学部教授

教務補佐員 宮崎直栄 施設部企画課

事務補佐員 渡遥かおる 施設部企画課

技術補佐員 漬田美加 施設部企画課

技能補佐員 井手野文江 施設部企画課

技能補佐員 門田都 施設部企画課

技能補佐員 松本美和子 施設部企画課

技能補佐員 丸岡美智子 施設部企画課

※2004.11.16より経理部は財務部へ

※2004.11.16より施設部は施設基盤部へ

なびビア愛媛』における出土品展示会と講演会につい

て、市民への還元活動として、委員長から実施を強く

促された。以上の審議が行われ､2004年度の事業計画・

予算は了承された。

③議題その他

埋蔵文化財調査室要項の改訂とぐ愛媛大学所蔵・保

管の考古資料の取扱いが取上げられた。

前者は、2003年度調査委員会において提案・審議

されたが、了承を得られなかった改訂案について、意

見集約・再整理を行い、再提示したものである。詳細

は、次節において述べる。後者は、愛媛大学歴史学研

究会廃部に伴う、同研究会保管資料の取扱いに関する

議題であり、さらに大学保管・所蔵の考古資料に及ん

だ。これについても、節を改めて詳述する。（吉田）

２埋蔵文化財調査室要項の改訂

（１）改訂までの経緯

2003年度調査委員会後、調査室では、埋蔵文化財

調査室要項改訂について問題の再整理を行い、２００３

年９月１２日に、埋蔵文化財調査委員長に要項改訂の

見直し案を再提出し、協議を行った。結果、他大学

を参考にしながら、調査室の位置づけを明確化するこ

と、埋蔵文化財調査室要項に「調査研究」業務を追加

すること、学内で自然系の教員の協力により専門員体

制を充実させること、以上の改訂の方向‘性と、埋蔵文

化財の公開実現への善処が､確認された。 （吉田）

(2)改訂の内容（資料２）

以上の経緯を踏まえて、2004年度委員会において、

埋蔵文化財調査室要項の改定案が再提示された。

まず、要項第２項の調査室の業務について、「発掘

調査」から「調査研究」への追加変更である（第２

項)。これは、発掘調査の実施や調査報告書の作成に

おいて、遺跡・出土品を総合的・客観的に評価するた

めに研究側面が不可欠である実態を反映したものに他

ならない。さらに、これらも既に一定の成果をあげて

きた、出土資料や調査成果の公開・発信を業務内容の

－２－



一つとして明確に位置づけるとともに（第２項（４）)、

特に学内における教育研究への利用に対する支援につ

いて、具体的業務内容の一つに加えることとした（第

２項（５）)。

そして、研究業務を進める上で、自然遺物等を含め

た総合的な出土品・調査データの分析・検討を進める

ため､専門員体制の充実である(第４項)。（吉田）

１２００４年度の委員会と事業

(3)改訂案の審議

埋蔵文化財調査委員長から、２００３年度委員会で要

項改訂に関しては決定していることが述べられ、今回

の提案が、発掘調査を主眼においた業務に、出土資料

の保管や市民への還元活動、さらには研究などの追加

であることが説明され、審議が行われた。そして、埋

蔵文化財調査委員会での審議だけで要項改訂の可能

なことを確認して、語句の一部訂正を行った後、平成

１６年８月４日付で改訂が了承された。 （吉田）

資料２国立大学法人愛媛大学埋蔵文化財調査室要項

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

２

第８

第９

旧要項

この要項は、国立大学法人愛媛大学埋蔵文化財調査委員会

規程第６条第２項の規定に基づき、国立大学法人愛媛大学

埋蔵文化財調査室（以下「調査室」という｡）に関し、必

要な事項を定めるものとする。

調査室は、国立大学法人愛媛大学の敷地内の施設設備に伴

う埋蔵文化財の発掘調査に関する次の各号に掲げる業務を
行う ０

（１）実施計画の立案及び実施に関すること。
（２）遺物の整理及び保管に関すること。

（３）報告書の作成に関すること。

（４）その他必要な事項。

調査室に、室長、調査員その他所要の職員を置く。

調査室に、発掘調査に際して特別な知識を必要とする場合

に、それぞれの専門分野について指道・助言存得る7If-め~

専門員若干人を置くことができる。

室長、調査員及び専門員は、国立大学法人愛媛大学埋蔵文

化財調査委員会（以下「委員会」という｡）の議を経て、学
長が任命する。

室長、調査員及び専門員の任期は、委員会の議を経て、学
長が定める。

室長は、調査室に関する業務を掌理する。

調査員は、 発掘調査に関する業務を行う ○

調査室に関する事務は、施設部において処理する。

この要項に定めるもののほか、調査室の運営に関し必要な

事項は、委員会が定める。

附則この要項は、平成１６年４月１日から旅行する、

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

２

第８

第９

－３－

新要項

この要項は、国立大学法人愛媛大学埋蔵文化財調査委員会

規程第６条第２項の規定に基づき、国立大学法人愛媛大学

埋蔵文化財調査室（以下「調査室」という｡）に関し、必

要な事項を定めるものとする。

調査室は、国立大学法人愛媛大学.（以下「本学」という｡）

の敷地内の施設設備に伴う埋蔵文化財の調査研究に関する

次の各号に掲げる業務を行う。

（１）実施計画の立案及び実施に関すること。

（２）遺物の整理及び保管に関すること。

（３）報告書の作成に関すること。

（４）出土埋蔵文化財及び調査成果の公開及び利活用に関

すること。

（５）本学の学生及び教員への実践的な教育７１２ぴ研葬の吉

援に関すること。

（６）その他必要な事項。

調査室に、室長、調査員その他所要の職員を置く。

調査室にⅥ必要に応じて、埋蔵文化財の調査研究に関し、
それぞれの専門分野から特別な知識斑ぴ枯術について協力

及ぴ助言を得るため、専門員を置くことができる旦

室長、調査員及び専門員は、国立大学法人愛媛大学埋蔵

文化財調査委員会（以下「委員会」という｡）の議を経て、

学長が任命する。

室長、調査員及び専門員の任期は、委員会の議を経て、学
長が定める。

室長は、調査室に関する業務を掌理する。

調査員は、室長の指示の下、埋蔵文化財の調査研究に関す
る業務を行う ○

調査室に関する事務は、施設部において処理する。

この事項に定めるもののほか、調査室の運営に関し必要な

事項は、委員会が定める。

附則この要項は、平成１６年８月４日から旅行する。



日付

4/１５

4/2６

5/1８

6/1５

8/５

10/2５

11/９

11/3０

12/１０

1/1２

1/１２

1/1３

1/1３

1/2８

2/１

2/８

2/８

3/１７

３ 発 掘 調 査

表２２００４年度埋蔵文化財調査依頼・照会一覧

依頼文書 回答文書

発

経理部主計課長

施設部施設課長

施設部施設課長

施設部施設課長

補佐（口頭照会）

工学部事務長

教育学部長

施設部施設課長

施設基盤部施設

整備課長

財務部財務企画

課資産管理チー

ムチームリー

グー

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

農学部事務課長

(口頭照会）

教育学生支援部

学生生活課学生

生活支援担当

チーム

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

教育学生支援部

学生生活課長

工事名 日付

事務局敷地内看板基礎工事 7/2０

事務局管理棟高圧引込開閉器 4/2８

接地改修工事

工学部機械実習工場高周波電 5/1８

源装置電源工事

農学部附属農業高等学校ｸﾗｳﾝ 6/１５

ﾄ゙ ﾊ゙ ｯｸﾈｯﾄ改修工事

工学部電気設備配管工事 8/９

教育学部附属中学校植樹工事 10/2６

教育学部本館東側他屋外空調 11/1０

機廻りﾌｪﾝｽ取設工事

農学部附属農業高校暖房配管 １２/１

蒸気漏れ修理工事

避難標識整備事業関連工事

①城北団地学務部建物東側 12/1０

③樽味団地附属農業高等学校

正門東側 2/４

②持田団地附属中学校音楽教 12/１０

室北西側

(城北)ﾌ゚ ﾙー北側囲障改修工事 1/１２

内 容

埋蔵文化財調査について（報告）

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度で埋蔵文

化財に達するが、直径１４ｍの接地極打ち込みとい

う工法上、発掘調査の必要なしと判断。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵

文化財に影響がないと判断。

調査

立会調査(00401）

調査せず、‘慎重工

事依頼。

調査せず、慎重工

事依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度で埋蔵文化財に影響が及び、

工事範囲全面の発掘調査が必要と判断。概算として、調査期間実働１０

日間、人工数５人／日。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

工事地点２ヶ所では、周辺の既往調査の成果から、 調査せず、慎重工

計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判断。 事依頼。

既存管路部分の再掘削工事のため、埋蔵文化財に影 調査せず、慎重工

響がないと判断。 事依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度で埋蔵文 立会調査(00402）

化財に影響があり、立会調査が必要と判断。

埋蔵文化財調査について（報告）

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

(城北）給与福利課事務室新営電気・機械設備工事

①事務室建物基礎工事 1/1３

②電気配管工事 1/1３

③給水・ガス管埋設工事

④汚水管・汚水析新設工事 1/１３

(教育）附属小学校等便所改修 1/1３

工事・便所改修電気設備工事

工学部講義棟便所改修電気設 1/1３

備工事

農学部ＲI実験施設西側実験田 2/８

御幸寮寄付物件取付工事

①駐輪場新設工事 2/２

②ｺﾞﾐ集積場新設工事

③防球ﾈｯﾄ取設工事 2/２

3/１５

農学部温室低圧電灯幹線改修 2/８

工事

共通教育管理棟ｽー ﾊ゚ ｻーｲｴﾝｽ研 2/1５

究室改修電気設備工事

と｡ｱｶﾌｪ看板設置工事 3/2８

埋蔵文化財に影響が及ばない工事計画へ変更依頼。

計画変更により、埋蔵文化財に影響がないと判断。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵

文化財に影響がないと判断。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度で埋蔵文

化財に影響があり、立会調査が必要と判断。

周辺の既往調査の成果から、２ヶ所は計画掘削深度

では埋蔵文化財に影響がなく、２ヶ所は既設建物の

建設に伴う余掘り範囲に収まると判断。

既存管路上部への埋設及び既存桝解体跡への新設な

がら、既存管路・桝の埋設範囲が狭いため、立会調

査必要と判断。

調査せず、慎重工

事依頼。

調査せず、‘慎重工

事依頼。

立会調査(00404）

調査せず、‘慎重工

事依頼。

立会調査(00403）

周辺の既往調査の成果から、田面から４０cm以内の掘削ならば、埋蔵文

化財に影響がないと判断。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、‘慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

周辺の既往調査成果がなく，埋蔵文化財への影響が 立会調査(00405）

予測でず、立会調査が必要と判断。

埋蔵文化財調査について（報告）

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

既設建物建設に伴う余掘り部分にあたり、埋蔵文化 調査せず、慎重工

財はすでに破壊されていると判断。 事依頼。

周辺の既往調査の成果から、計画掘削深度では埋蔵 調査せず、慎重工

文化財に影響がないと判断。 事依頼。

－４－



４整理作業

表３２００４年度発掘調査一覧

2004年度の発掘調査報告書の刊行に向けた整理作

業は、表４に示す通りである。

まず、２００２年度実施の城北団地メディアセンター

新営工事に伴う文京遺跡２５次調査出土遺物（コンテ

ナ８０箱分）と、2003年度実施の城北団地総合研究実

験棟新営工事に伴う文京遺跡２７次調査出土遺物（コ

ンテナ60箱分）の洗浄・注記・接合・復元作業を行っ

た。また、水洗土壌からの微細遺物選別作業は、１９９４

年度実施の城北団地工学部校舎新営Ｉ期工事に伴う

文京遺跡１２次調査出土遺物（コンテナlOO箱分）と、

埋蔵文化財調査室では、毎年度当初、各部局に計画

されている掘削を伴う工事について、施設基盤部を

通じて問い合わせを行い、各工事毎に埋蔵文化財への

影響を判断し、調査について協議を行うこととしてい

る。実際には、年度後半に急遼工事計画の持ち上がる

ことも少なくないが、こうした手続きが定着してい

る結果として、2004年度には、１８件（工学部Ｌ教

育学部ｌ、農学部１，施設（基盤）部１１、経理(財務）

部２，教育学生支援部２）の調査依頼あるいは照会を

受けた(表２)。この中で､周辺の既往調査の成果から、

計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと判断され

たものについては、発掘調査が必要ないことを回答す

るとともに、慎重工事を依頼している。一方、工事に

よって埋蔵文化財に影響が及ぶと判断した場合は、工

事の規模・埋蔵文化財への影響度を勘案して、調査を

行うこととなる。2004年度には、前述の調査依頼中、

５件について発掘調査を実施した（表３、図１～３)。

いずれも、営繕工事や小規模な改修工事に伴う立会調

査で､大規模な本格調査には到っていない。（吉田）

１２００４年度の委員会と事業

文京遺跡27次調査出土遺物（コンテナ90箱分）につ

いて実施した。これらはいずれも、施設部技能補佐員

４名による作業である。

一方、出土遺物の実測・製図作業は、1999年度実

施の、城北団地サテライト・ベンチャー・ビジネス・

ラボラトリー新営工事に伴う文京遺跡２０次調査出土

遺物（コンテナ５０箱分）について、2003年度から継

続実施し、その成果は年度末に報告書として刊行して

いる。なお、この作業には、施設部技術補佐員１名が

あたった。（吉田）

表４２００４年度整理作業一覧

－５－

調査番号 団地 遺跡 次数 工事名 調査担当 調査期間 調査面積 遺物

④出土遺物の洗浄・注記・接合・復元作業

00202 城北 文京 ２５次 (城北)ﾒﾃ゙ ｲｱｾﾝﾀー 新営工事 士
ロ

一
一
一田圭

ロ 2002.61～１２．１８ 1,022㎡ 80箱
00301 城北 文京 ２７次 (城北)総合研究実験棟新営工事 士

ロ

一
一
一田士

ロ 2003.5.29～１０．２４ 703㎡ 60箱

②水洗土壌からの微細遺物選別作業

99410 城北 文京 １２次 (城北）工学部校舎新営（Ｉ期）工事 田崎 1994.11.10～1995.7.26 1,183㎡ 100箱
00301 城北 文京 ２７次 (城北）総合研究実験棟新営工事 吉田･三吉 2003.529～10.24 703㎡ 90箱

⑥出土遺物の実測・製図作業

99910 城北 文京 ２０次 (城北）ｻﾃﾗｲﾄ・ヘ雷ﾝﾁｬー ・ビジネス・ラボラトリー

新営工事、

吉田･三吉 2000.2.14～６．２０ 588㎡ 50箱

調査番号 団地 遺跡 工事名 調査種別 調査担当 調査期間 調査面積 出土遺物
00401 城北 文京 事務局敷地内看板基礎工事 立会調査

士
ロ

一
一
一田圭

ロ 2004.7.16 ㎡ 若干

00402 城北

樽味

京
味

文
樽

避難標識整備事業関連工事 立会調査
士
ロ

一
一
一田士

ロ 2005.1.24～１．３１ ㎡ 若干

00403 城北 文京 (城北)工学部講義棟便所改修電気設備工事 立会調査 田崎･三吉 2005.3.1 ㎡ なし

00404 城北 文京 (城北)給与福利課事務室新営電気・機械設

備工事

立会調査 田崎･三吉 2005.3.24～３．２９
２

１rｌ なし

00405 御幸 御幸寮寄付物件取付工事 立会調査
士
ロ

一
一
一田士

ロ 2005.2.23 ２㎡ 若干
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５印刷物の刊行

2004年度には、1999年度実施の城北団地サテライ

ト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー新営工事に

伴う文京遺跡20次調査と、2003年度実施の、（株）四

国電力による城北団地高圧線敷設工事に伴う文京遺跡

23次調査の正式調査報告書である『文京遺跡Ⅳ－文

京遺跡２０次調査・文京遺跡２３次調査一』を刊行する

とともに、2003年度に実施した全面調査の概要報告

と小規模調査の報告をとりまとめた「埋蔵文化財調査

室年報-2003年度一』を刊行した。

また、2003年度刊行の『文京遺跡Ⅲ』と『埋蔵文

化財調査室年報-2001.2002年度一』を､全国の大学・

研究機関、文化庁･教育委員会･埋蔵文化財センター、

博物館・資料館等、さらには海外の研究機関に発送し

た 。（吉田）

６広報、資料等の利活用

大学構内の埋蔵文化財調査が進むとともに、調査成

果に対する学内外からの関心が高まりをみせている。

埋蔵文化財調査室では、これに応えるべく、調査成果

や埋蔵文化財調査室に関する広報活動を積極的に進め

ている。

一方、学内外から出土資料に関する調査や借用の依

頼も多い。教材資料としての利用・借用依頼、学生・

研究者の研究資料としての調査依頼、博物館等からの

出展依頼等である。それぞれ調整を図りながら、個別

に対応している。（吉田）

（１）広報パンフレットの配布

2001年度に改訂・印刷した広報パンフレット「発

掘愛媛大学』を、機会を捉えて配布している。まず、

2004年度の新入学生に対しては、各学部に依頼し、

入学式に際して配布される資料に同封し、新規採用職

員についても、職員研修時に配布している。これらの

総数は約2,500部に達する。また､インフオーメーシヨ

ンセンター等にも常時配置している。さらに、後論す

るまなびビアの際にも、展示解説資料とともに、見学

者に配布した。（吉田）

（２）まなびビア愛媛２００４への参加

①経緯

平成元年から各都道府県持ち回りにより開催されて

いる全国生涯学習フェスティバルの第１６回が、「まな

びビア愛媛2004」として、平成１６年１０月９日（土）

～１３日（水）の５日間、アイテム愛媛を主会場に、愛

媛県下６会場で開催されることになった。愛媛大学も

その１会場として、「まなびビアｉｎ愛媛大学」を実施

することになり、学内からの参加が募られた。埋蔵文

化財調査室ではこれに応じ、蓄積してきた成果公開の

場として、積極的に参加することとした。

②計画

埋蔵文化財調査室が学内で調査成果の公開を行うの

は、1997年７月の文京遺跡シンポジウム以来となる。

シンポジウムにより、西日本屈指の弥生大集落である

との評価を得られるようになったが、その詳細を語る

出土資料の整理はなお十分でない。このような状況も

あり、今回は最も普遍的な出土資料である土器、中で

も弥生土器に焦点を絞って、「文京遺跡発弥生土器か

らのメッセージ」と題して、展示会・講演会を開催す

ることとした。

実際に、遺跡見学会や小学生の体験発掘で寄せられ

る質問で多いのが、「土器の年代はどうしたらわかる

のか｣、「土器はどのように作られたのか｣、「どうして

土器は破片でしか出てこないのか」といった、土器に

関する質問であり、かつての生活や文化を考える出発

点として土器を理解することは、身近な埋蔵文化財に

対する理解への第一歩とも言える。文京遺跡出土の実

物に触れることを通じて、遺跡や考古学への喚起を意

図したところである。

③展示会（図４，写真１～３）

展示会は、１０月９日（土)１３:００～１１日（祝)１３:００に

わたって､法文学部講義棟１階の101教室で開催した。

展示内容は、上記の計画に基づき、「土器と人」とい

うテーマから、だれが、どのような意味をもたせ、ど

のように土器を作ったのか、そしてどのような場面

－８－
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展示７土器を復元してみよう１ 展示６どこの土器なのか見分けてみよう

ム、中国雲南地域の土器づくりのビデオを映写した。

以上を導入として、以下具体的な弥生土器の展示へ

と移行し、「展示４土器に残された痕跡から作り方・

使い方を考える」で、弥生土器の表面に残されたハ

ケ目やミガキ、ケズリといった土器作りの痕跡を観察

し、そのような痕跡の復元を、実際に試みた。そして

｢展示５弥生土器の時期の違いを考えてみよう」と｢展

示６どこの土器なのか見分けてみよう」では、形や

文様の違いから、時期や地域による土器の違いがわか

ることを示し、そこから遺跡の時代や当時の人々の交

流の広がりを知ることへと展開した。

なお、「展示７土器を復元してみよう！」は、発掘

調査後の整理作業の一つである、土器の接合・・復元作

業の体‘験コーナーである。

で、どのように土器が使われたのかを理解してもらう

ことを想定した。と同時に、発掘現場から展示ケース

への過程を通じて、「文化財」としての土器に対する

理解を促すものとした。

まず、「展示１土器は今も使われている！」では、

現代も使われている土器として、三三九度の盃、植木

鉢、あるいは中国雲南地域や東南アジアの土製鍋や壷

などを展示し、直接手に取り、質感を実感することと

した。続いて、「展示２土器の見方のコツは・・・？」

では、土器の絵・図を書いたり、手の大きさと比較す

る、あるいは手に取って大きさや重さを実感するなど

の、土器を見るコツを示した。さらに、「展示３土器

はどのように作られるのか？」では、弥生土器がどの

ように作られたかを知るヒントとして、タイ、ベトナ

／
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図４まなびビアｉｎ愛媛大学展示会の内容
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写真１まなびビアｉｎ愛媛大学・展示会の様子(1)

写真３まなびビアｉｎ愛媛大学・展示会の様子(3)

』
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この他に、文京遺跡全体に関する簡単な展示パネル

や、石庖丁や石錐、銅鏡や分銅形土製品など、土器以

外の特徴的な出土遺物も一部展示するとともに、これ

までの調査の概要を、パソコン画面で自由に検索でき

るようにした。

④講演会（写真４）

講演会は、展示会の最終日１１日の午前中１０:００～

12:００に、法文学部講義棟２階の201教室で開催した。

埋蔵文化財調査委員会委員長である小林展章副学長の

挨拶後、以下の題目で４名の講演が行われた。

講演ｌ下僚信行「大集落、文京遺跡を語る

－長く、大きく、偉大な集落一」

講演２三吉秀充「土器の発掘・整理・観察

一土の中から展示ケースの中へ一」

講演３田崎博之「土器を作り、使う」

講演４吉田広「土器の違いを考える」

講演１では、文京遺跡の特徴として、長期間に及ぶ

遺跡であることと、弥生時代後半期に瀬戸内屈指の大

集落であることが示された。続いて講演２では、土器

写真２まなびビアｉｎ愛媛大学・展示会の様子(2)

写真４まなびビアｉｎ愛媛大学・講演会の様子

が発掘調査によって掘り出されてから、整理・観察を

通して、今回の展示成果にいたるまでの具体的手順が

紹介された。講演３では、実際の土器で観察される痕

跡から復元された土器作りの具体的方法が説明され、

また土器を使った痕跡にも触れられた。そして講演４

で、土器のいろいろな差が何を意味するのかについ

て、時期による差と地域による差、それ以外による差

もあることが示され、土器の違いをどのように理解す

るのかが、考古学者の大きなのテーマであるとまとめ

た。

⑤来場者とアンケート（図５．資料３）

初日・２日目とあいにくの天候ながら、３日間を通

じて約300名の来場があった。ただし、大学正門前と

いう場所にありながら、展示等が集中した大学会館

と、来場者用駐車場が設置された総合情報メディア

センター間の、主たる人の動線からやや外れた格好と

なってしまったため、来学者全体に占める来場者の割

合は決して高くない。逆に言えば、目的的な来場者が

少なくないことを意味しよう。

1０－
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入場者男女比 入場者年齢構成比
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図５まなびビアｉｎ愛媛大学来場者内訳

資料３まなびビアｉｎ愛媛大学来場者アンケート結果

図市内

国市外

没間 ユ 「 今 回の展示・講演で、何に番興味をもたれましたか？一［n:答抜粋一

普段あまり見る畠とのできない文京の土器がまとまって展示ぎれている鱈とがすばらしいと思います。（男／学生／IIflﾉ1〉
:己器作りのごデオがとても典味深かむたです。製・作過程、焼き上げ過程と、今まで見たｒとも想像したこともなかった

じま:‘た。（女／学生／JJ内）

ひで魅力を感

型ツプのような．'器がおもしろかったです。〈男／児童／巾l鋤

粘土に含まれる砿物:月よって、瓦器の作られた場所がわかる『ごと。錫／学生／ilJ内〉

土器の持つ意味について、その製作過濃から使厩皇i的、また地域評との交流が推定できる等、興味深かった!，文京遺跡が大きく高度
な集蒋であったこと。（男／‐股50代／市度〉

:.､器の復元r-．ナー。（女／児童／､指噸）．（男／児竜／市内）・〈女／#'2徒／１１J内〉・〈女／一般30代/':|j内〉・〈女／，股／ｆＷ）
-:器fr直接触れられた巴とく女／生徒／Iｉｆ内〉．（女／学生／･''城＞×５．（男／･･股60代／･ｌｔ･庵）
頃器に触れる垣とができたのが、まご感動つす。（女／娃徒／悲内）

．ｆ供が実際に土器及び．z器

手にとって、手触りや重さ
砿
と

の
な

11.に触れるチャンスは貴亜で嬉しく感じました。（女／…般／市内〉

体感できて、写キ・ざキしました。大学の真~!､.など、替通に蛾活:"ている:::地の．!､.臆、このようなF器
や遺跡があるという事実。考えもし倉かつたこと!是恐い起届させるこ

･直撰[:器を触れたことです。ノ.きまれて初めてのことで感激しました．

た:：（女／一般60代／帝内）

'ができて良かったです。（男／一般30代／｢・ｱ内）

また、マンツーーマンでお:,えてくれたのが非常瞳分かりやすかつ

土器に触れることができたのが、とても嬉しかったです。触れてみて初めて重さや厚菖などが分かり、大き”･れば雨いというわけで
ないということも分かりましー ｡抗様にもたくさんの種類があり､その時々 の流行もあるくうzとも分かって良かったです｡(女／学生／市内

設問２『その他、今'１

|:難雛警舞
．おもしろい、ズーだ見

・愛大‘横内に遺跡があ

・今まで、眺めるだけ

Iこ見てまわるだけでな

.いいものを見せてぃ

・このような実物に直．

．．.職に説明していた

韓国釜IlI大学にはあり
・松|I峠まれのこんな‘

設問２Ｆその他、今'ﾛ'の嵯示・訓演について、ご意見・感想などありましたら、お書きＦさい｡」回蒋披粋

|:難雛営耀磯:ら裟難f:鯛こ鋳,雌娠繍義をお卿…｡鰯/腿麓/曜内）
．おもしろい、ズ･だ見学者の少なさが残念等（男／､･股50代／市外〉
・愛大‘横内に遺跡があったのも知らなかったです、勉強i,こなりました諺（女／…股30,代／,|T内）
・今まで、眺めるだけだったr器に触れることができ、いろいろな角度からじっくりと見ることができたので良かったです。また、単
Iこ見てまわるだけでなく、いろいろな話を聞きながら触れ、兄てまわることができ、す荷<楽しめたｃ〈女／学生／市内〉
.いいものを見せていただきました。また機会があれば愛大でこういった鵬示をしていただきたいです．〈女／学生／市内〉
・このような実物に直接触れる喧とのできる展示がもっと底ま・て欲L,いと思う。〈男／,般2()代／･跡iT内〉
．．.職に説明していただき、１.『き時代にいるような父になりま:=た。尾のような竜物を学内に博物館として常時展示してもらいたい。
韓国釜IlI大学にはありました語（男／般50代／iIJ外）

、松'１１喉まれのこんな素晴らしい二･二器を持っているのです。ぜひ、いつでも見られる施設を作ってください窯（女／､.股60代／市内〉



来場者のうち、５２名からアンケートが回収された。

それによると、まず男女比が３：２．市外からの来場

は３割弱である。年令別では、大学内開催のため大学

生が約１/３を占め、児童・生徒を含めると約６割に達

する。残る約４割が一般であるが、そのうち半数が

50代である。アンケート回収の偏りや、家族連れで

の来場にもよるが、定年世代に限らず現役世代につい

ても、生涯学習に対する潜在的意欲が見て取れるのか

もしれない。

来場の経緯については、高校生の多くが学校を通じ

て情報を紹介されていた。また、埋蔵文化財調査室か

ら直接・間接に配布された案内物（ポスターやチラ

シ等）を見ての来場も１５％前後あり、独自の宣伝効

果が一定の役割を果たしたことが窺える。一方、新

聞・テレビあるいは‘情報誌などの既存マスメディアか

ら、さらにはインターネットからの'情報入手によるも

のも少なくない。ただしそれでも、６割弱がその他と

回答しており、埋蔵文化財調査室の展示を意図せずに

来場した場合が多く、会場が主たる人の動線から外れ

ていなければ、さらに多くの来場があったとも推測さ

れる。限られた人数の来場に留まったとは言え、偶然

に立ち寄る機会を得たような来場者にこそ、新たに考

古学に親しんでもらえたのなら、今回の企画は成功で

あったと言えよう。

アンケートにおいては、「設問１今回の展示・講

演で、何に一番興味をもたれましたか？」を設け、別

記のような意見が寄せられている。総じて、土器作り

のビデオや土器の復元コーナーの評判が良かったよ

うである。特に復元コーナーを始め、土器の重きを実

感したり、ケズリやミガキといった土器作りの技法復

元など、直接土器に触れることができたことへの感動

が、回答の約４割で触れられている。また、この感想

は、年齢差に関係ないことも特徴的である。

さらに、「設問２その他、今回の展示・講演につ

いて、ご意見･感想などありましたら、お書き下さい｡」

についても、先の回答と同じように、実体験型の展示

と丁寧な説明に対して、かなり好評を得たと判断でき

る。資料の羅列に終始する旧来型展示への不満と表裏

をなすとも言えよう。ただし一方で、一過性の展示で

あることへの惜しみが、常設的な展示施設要望として

も表現されており、大学へ対する社会の期待は小さく

ない。さらには、大学外への出張講義などの活動も希

望されているところである。

⑥成果と展望

今回の展示会・講演会は、土器という、考古資料の

中でも最も普遍的なものであり、どちらかと言えば、

一般にはなかなか注目を浴びることのない資料を扱っ

た。そのような資料でありながら、来場者には和実物

に触れるという直接体験によって、通常の展示で目

にする以上の学習効果をあげることができたようで

ある。もちろん、その理解を助けるための、マンツー

マンに近い解説などもあってのことではあるが、アン

ケートでも顕著に見られたように、実物資料の直接体

験に勝るものはない。しかし、それも今回の展示の規

模において可能であったことも認めなければならな

い。一方で、直接体験を避けざるを得ないような資料

も存在し、そのような資料展示においての工夫は、ま

た別途考えねばなるまい。

アンケート回答での要望として散見された、恒常的

展示施設の設置に対して、施設というハード面整備の

一方で、今回の展示会・講演会の試みを通じて得られ

た、展示・解説方法に関するソフト面の成果を、さら

に追究していくことが課題であろう。

なお最後に、展示会・講演会を開催するにあたり、

多くの方々にご協力をいただいた。展示会にあたり、

会場設営のため、講義教室の移動をお願いした井藤正

信氏、高橋弘臣氏、田村憲治氏、長井偉訓氏、山口和

子氏、横山信二氏。教室変更や什器類の使用・借用に

ご配慮いただいた法文学部学務係・総務係、田中久美

子氏、保健管理センター、地域共同研究センター、教

育学部附属養護学校。また展示用に一部資料を借用さ

せていただいた松山市教育委員会．（財）松山市埋蔵

文化財センター。そして、全般的にご支援いただいた

法文学部考古学研究室、以上の各位・各機関に改めて

御礼申し上げる次第である。（吉田）

(3)調査室・調査室資料の活用状況

2003年度には、学内外から５８件の出土品・調査記

録の利用を依頼され、適宜対応した（表５)。その内

訳をみると、学内からは、本学教員の実物教育の教材

としての利用等が１３件、大学院生・学部生の修士論

文・卒業論文作成等のための資料調査が５件である。

特にこれらの中でも、法文学部以外の教員・学生の利

用が増えており、少しずつながら、学内的な注目度が

増してきていることの表れと判断できる。一方、学外

からの依頼は４０件に達し、愛媛県立歴史文化博物館

－１２－
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表５２００４年度調査室・調査室資料利用一覧

日付 利 用 者 利用資料 目 的 利用内容
１ 4/１２ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡１０次調査ＳＫ４・ＳＫｌｌ弥生土器 教育 借用
２ 4/1２ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡１０次調査出土遺物 教育 借用
３ 4/2２ 愛媛大学教育学部・教員 文京遺跡出土遺物 教育 借用
４ 4/2７ 愛媛大学教育学部・教員 文京遺跡出土資料および埋蔵文化財調査室 施設見学
５ 5/１３ 松山市埋蔵文化財センター・職員 文京遺跡掘立柱建物 研究 会
６ 5/2８ 広島大学文学研究科・大学院生 樽味遺跡２次・５次調査出土硯 研究 実測･写真撮影
７ 6/２ 松山短期大学・学生 文京遺跡関連文献資料 レポート作成 その他
８ 6/３ 愛媛大学英語教育センター・教員 文京遺跡出土資料および埋蔵文化財調査室 教育 見学
９ 6/７ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡調査スライド１０枚 講演資料 借用
1０ 6/７ 松山市埋蔵文化財センター・職員 文京遺跡出土石鎌（石器類） 研究 熟覧
１１ 6/８ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡２０次調査SC-35出土遺物 教育（教材） 熟覧
１２ 6/１４ 松山短期大学・学生 文京遺跡シンポジウム資料集 レポート作成 その他
１３ 6/2３ 松山市埋蔵文化財センター・職員 文京遺跡１３次調査弥生土器 研究 熟覧･実測
１４ 7/１ 松山市在住個人 文献コピー 研究 送付依頼
1５ 7/１５ 中村市教育委員会・職員 研究 施設見学
１６ 7/2９ 愛媛大学工学部・学生 文京遺跡１３次調査デジタルデータ 研究 借用
１７ 8/４ 岡山理科大学・教員 研究 施設見学
1８ 8/６ 大阪市文化財協会・職員 研究 施設見学
1９ 8/６ 岡山市教育委員会・職員 研究 施設見学
2０ 8/3０ 松山市考古館・学芸員 文京遺跡１０．１２．１４次調査記録写真 展示･印刷物への掲載 熟覧
2１ 8/3１ 愛媛大学工学部・学生 文京遺跡調査区デジタルデータ 研究 借用
2２ 9/１０ 松山市生涯学習振興財団・学芸員 文京遺跡１０．１２．１４次調査記録写真 展示･印刷物への掲載 借用･掲載依頼
2３ 9/１７ 高麗大学・教員 文京遺跡１４次調査出土石器 研究
2４ 9/2１ 愛媛大学理工学研究科・大学院生 施設見学
2５ 9/2４ 松山市生涯学習振興財団・学芸員 展示･印刷物への掲載 借用･掲載依頼
2６ 9/2６ 松山市生涯学習振興財団・学芸員 展示･印刷物への掲載 借用書
2７ 9/2８ 松山市生涯学習振興財団・学芸員 見学依頼
2８ 9/2８ 松山市生涯学習振興財団・学芸員 展示･印刷物への掲載 借用書
2９ 10/1８ 愛媛大学理工学研究科・大学院生 図書 研究 借用
3０ 10/2７ 愛媛大学理工学研究科・大学院生 埋蔵文化財地図データ 研究 熟覧
3１ １１/２ 大阪大学考古学研究室一行（36名） 文京遺跡出土資料および埋蔵文化財調査室 研究･教育 見学･熟覧
3２ １１/４ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡１２次調査炭化米 教育（教材） 借用
3３ １１/1１ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡石器６点 教育（教材） 借用
3４ 11/１６ 愛知県在住個人 『樽味Ⅳ』・『年報1999.2000』 研究 送付依頼
3５ 11/1７ 大阪大学文学部・学生 文京遺跡１３．２５次調査土製支脚 研究（卒業論文作成） 熟覧･実測･撮影
3６ １１/１２ 愛媛県歴史文化博物館・館長事務取扱 文京遺跡２４次調査破鏡 講座資料への掲載 掲載依頼
3７ 11/2５ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡２４．２５次調査土器５点 教育（教材） 借用
3８ 11/2６ 東亜大学・教員 文京遺跡出土遺物 研究 熟覧
3９ 11/2６ 愛媛大学附属小学校・児童２名 教育（小学校授業） 整理体験

(他保護者１名）
4０ １１/2７ 筑波大学・大学院生 研究 熟覧
4１ 11/2７ 早稲田大学・大学院生 研究 熟覧
4２ 11/2７ 北九州市埋蔵文化財調査室・職員 研究 熟覧
4３ 11/2８ 長野市埋蔵文化財センター・職員 研究 熟覧
4４ 11/2８ 宮内庁書陵部・職員 研究 熟覧
4５ 11/2８ 東京国立博物館・職員 研究 熟覧
4６ １１/2９ 鹿児島大学総合博物館・教員 研究 熟覧
4７ 12/１１ 山口県立博物館・学芸員 報告書 研究 熟覧
4８ 12/１２ 広見町教育委員会・職員 報告書 研究 借用
4９ 12/1４ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡土器３点 教育（教材） 借用
5０ 12/１９ 松野町教育委員会・職員 報告書 研究 熟覧
5１ 12/2２ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡弥生土器(蕊） 教育（教材） 借用
5２ １２/2４ 愛媛大学法文学研究科・大学院生 報告書 研究 借用
5３ 1/７ コーポレイトソフトウェア・職員 見学 施設見学
5４ 1/1３ 東京国立博物館・職員 文京遺跡２５次調査硯 研究 熟覧
5５ l/2１ 愛媛大学法文学部・教員 文京遺跡測量基準点データ 研究 測量
5６ 2/2８ 松山市埋蔵文化財センター・職員 文京遺跡測量基準点データ 調査研究 測量
5７ 3/４ 鬼北町教育委員会・職員 樽味遺跡２次調査土師器 研究 熟覧
5８ 3/2５ ＮＨＫ松山放送局・職員 文京遺跡練兵場関連遺物 取材 熟覧
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表６調査室・調査室資料の利用推移と調査・刊行物

外 総数 訓査 刊行物

2５ 2５ 文京１８次．樽味５次 ｢発掘愛媛大学』．『文京シンポ」

2０ 文京二９次．文京２０次

2４ 文京21次 『年報1995.1996年度」

]７ 2２ 文京２３次，文京２４次，樽味６次 『年報1997.1998年度」

2１ 樽味７次．文京25次．文京２６次 『樽味Ⅳ』，『年報1999.2000年度』

2８ 4２ 文京２７次‘文京２８次 T文京Ⅲ』，『年報2001.2002年度』

4０ 5８ ｢文京ⅣJ，「年報2()０３年度』
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図６調査室・調査室資料の利用推移

や松山市考古館からの借用や掲載依頼をはじめ、大学

教員・学生や埋蔵文化財調査機関の調査研究員や担当

者による、研究目的での資料調査依頼が多い。また、

一般市民からの情報提供依頼や、報道関係からの取材

などもある。

なお、調査員の個人研究として、埋蔵文化財調査室

資料の学内外における有効な活用法について、学内関

連分野の教員・学生と研究会を開催してもいる。

資料の利用状況について統計を取り始めた１１資料の利用状況について統計を取り始めた1998年

度からの利用数の推移を示したのが、表６．図６であ

る。２００３年度からの増加が明瞭であり、報告書刊行

やホームページ開設による情報発信が、大きく影響し

ていると言えよう。（吉田）
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１２００４年度の委員会と事業

７愛媛大学保管・所蔵の考古資料について

2004年度埋蔵文化財調査委員会においては、議題

その他として、愛媛大学保管・所蔵の考古資料の取扱

い が 取 上 げられた。（吉田）

（１）資料の現状

愛媛大学内では、埋蔵文化財調査室以外でも、考古

資料を保管・所蔵している場合がある。研究・教育上

の資料として保管・活用している法文学部考古学研究

室はもとより、調査室設置以前の大学構内出土資料

や、考古学研究室設置以前の研究・教育資料、附属小

中学校の教育資料などである。これらについて、忘失

資料の存在や資料の放置状態といった現状が説明され

た。具体的には､附属小学校保管･所蔵所蔵資料(金庫．

３階展示ケース・４階展示ケース)、附属中学校保管・

所蔵資料（社会科資料室・階段展示ケース)、附属図

書館保管・所蔵資料（２階展示資料・３階)、そして

旧愛媛大学歴史学研究会保管資料である。中には、錆

などの腐食が進み、早急に整理する必要のある資料も

存在し、専門的な観点からの保管・管理の必要'性が強

調 された。（吉田）

(2)旧愛媛大学歴史学研究会保管資料の取扱い

特に2003年度末に廃部となった愛媛大学歴史学研

究会保管の資料については、顧問であった川岡教官か

ら埋蔵文化財調査室長宛に、資料の保管・整理と、将

来にわたる保管、あるいは収蔵先の選定が依頼され、

既に埋蔵文化財調査室に資料を移動しており、これに

ついては委員会の席上でも、川岡委員から謝意が表さ

れた。

埋蔵文化財調査委員長からは、旧愛媛大学歴史学研

究会保管資料について、愛媛大学に保管・管理の法的

義務はないが、これまでの経緯から愛媛大学が対応し

なければならないことが表明された。そして、愛媛大

学内に保管されている埋蔵文化財資料については、埋

蔵文化財調査室で対応するという方針と、予算や具体

的な内容については今後の課題とすることが、確認さ

れた。（吉田）

(3)旧愛媛大学歴史学研究会保管資料の整理

埋蔵文化財調査室で整理・保管することとなった、

旧歴史学研究会保管資料については、一通りの整理・

台帳化を行った結果、コンテナ２０箱分に達すること

が判明した。しかし、約半数は出土地不明の遺物であ

る。また、出土地が明らかなものでも、これまで報告

されていない資料がほとんどで、かつて歴史学研究会

において報告されたものでも、当時の刊行物が十分流

布していないのと、今日的な視点から再検討・調査を

要するものが少なくない。

埋蔵文化財調査室では、このような状態の資料につ

いて、実測図作成や写真撮影による資料化を図り、そ

の成果を『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報』におい

て、順次報告していくこととした。さらには旧歴史学

研究会保管資料以外の前記した資料につても、同様に

整理・報告を考えている。

なお、旧歴史学研究会保管資料については、本書Ⅳ

において、全体の概要及び整理状況と、一部資料の詳

細を報告しているので、参照されたい。 （吉田）
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OO401事務局敷地内看板基礎工事に伴う調査

１調査にいたる経緯

放送大学愛媛学習センターの拡充に伴い、同セン

ター案内標識板の設置が順次行われてきた。愛媛大学

正門内部については、昨年度に既に立会調査を行った

が（調査番号：00303)、今回、事務局構内南西隅部に

位置する「愛媛大学正門→」の看板に、放送大学愛媛

学習センター案内を新たに加えることが計画され、放

送大学愛媛学習センター及び経理部管財係と、埋蔵文

化財に対する調整を行うこととなった。

松山市道後樋又'０番１３号

愛媛大学城北団地事務局構内

2.5㎡

2004年７月１５日

立会調査

吉田広・三吉秀充

経理部主計課長発事務連絡

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

(平成16年４月１５日付）

事務局

９９５０２１

ｐ00107-2

Ｉ
、

図７００４０１調査地点位置図及び士層柱状図（縮尺１/1,000,1/50）
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写真５００４０１調査区遠景（北東から）

地盤掘削を伴う工事としては、既存の看板の更新で

あるが、看板自体の大型化により、相応する基礎工事

の更新も必要とされた。具体的には、現地表下120ｃｍ

の掘削深度である。既存の看板設置では、現地表下

80cmまでコン<クリート塊を伴う表土層であることを

確認しており（調査番号:99704)、それ以下について、

立会調査を実施することとした。

２調査の記録（図７、写真５．６）

調査区南部では、掘削を行った現地表下120cmまで

瓦牒を伴ったＩ層が続く。一方、調査区北側は、現地

表下１０５cmで①層、110cmで②層上面を検出した。①

層は灰色砂質シルトで、１mm前後の砂粒を含む。②層

は、にぶい黄燈色シルト。層上面約３cm幅を中心とし

て鉄分の沈着により、明黄褐色を呈する部分が見られ

Ⅱ２００４年度の発掘調査

写真６００４０１調査区西壁±層（北東から）

る。層中には、３mm前後のマンガン粒が多数見られ、

１～３mm大の砂粒・砂喋が多く混じる。

①．②層は、鉄分やマンガンの沈着層やラミナ状堆

積が見られることなどから、調査区が狭いため断定は

できないが、水田層あるいは河川内の堆積層の可能性

が考えられる。①．②層からは中世土師器が１点出土

しているのみで、時期を特定するのは難しい。①層に

関しては、城北団地基本層序のⅡ層（近世～近代の水

田層）である可能性もあるが、現状では、当該期の遺

物などを混入していないことから、異なる堆積層と考

えておきたい。

３調査後の対応

以後の慎重工事を依頼して、調査を終えた。

（吉田三吉）

00402避難標識整備事業関連工事に伴う調査

調 査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学樽味団地

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

2.6㎡

2005年１月２４．２５．３l日

立会調査

吉田広・三吉秀充

財務部企画課資産管理チーム

チームリーダー発事務連絡

（平成16年12月１０日付）

１７

１調査にいたる経緯

愛媛大学では、運動場及び体育館を地震等自然災害

時の一時避難場所・避難所として地域住民が使用でき

るよう、松山市と平成１３年６月１８日付けで覚書を交

わした。これに伴い、災害時避難場所を表示する標識

を新たに設置することとなった。これまでの大学構内

における諸工事同様、埋蔵文化財調査室へ工事内容が

照会されたが、設置場所は大学構内となるものの、松

山市に愛媛大学が土地無償貸し付け契約を行い、工事

については松山市負担の工事となるとのことであっ

た。提示を受けた工事地点は３箇所。うち持田団地に

ついては埋蔵文化財への影響がないと判断できたが、
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図８００４０２調査１トレンチ位置図及び±層柱状図（縮尺１/1,000,1/40）
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〔東壁〕

樽味団地・城北団地については、工事に伴って埋蔵文

化財へ影響が及ぶ可能‘性が高いと判断でき、その旨

を回答した。また、調査は軽微なことが予測されたた

め、松山市発注の工事に伴い、埋蔵文化財調査室にお

いて、立会調査を実施することとした。

１月２４日に樽味団地の調査（ｌトレンチ）を終え、

翌２５日に城北団地学生部建物東側の２トレンチに着

手したが、表土掘削時に東側囲障植栽への井水給水管

が現れ、トレンチ自体を変更せざるを得なくなった。
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図９００４０２調査２トレンチ位置図及び土層柱状図（縮尺１/１，０００，１/40）

周辺に適当な場所がなかったため、大学会館北東部に

設置することが提起きれたが、同地点においても、埋

蔵文化財に影響の及ぶことが予測でき、同様の立会調

査を要する旨を伝えた。ただし、新たな設置場所につ

いて、大学役員会の承認を得る必要があるとともに、

松山市消防局防災対策課でも設置場所の再確認を行う

必要があり、それに時間を要し、再調査に及んだのは

１週間後の１月３１日のことであった。

』Ｈ局【

99602-398601-4

０

一 一一一一



写真７００４０２調査１トレンチ（西から）

２調査の記録

［１トレンチ］（図８，写真７）

附属農業高等学校運動場を災害時避難場所とする標

識設置に伴うトレンチで、附属農業高等学校正門東側

の、北側囲障内側に位置する。調査地点は、囲障に向

かって北側が高く、南側が約３０cm低い。この高い北

側を基準に、現地表下120cmの掘削を行った。結果、

現地表下約１１０ｃｍ・標高約４４．８ｍで、樽味団地基本

層序のⅣ層が現れ、掘削深度内に続く。この地点のⅣ

層は、２mm前後の砂喋がやや混じり、しまり．粘性の

ややある黄褐色砂質シルトである。出土遺物はない。

［２トレンチ］（図９．１０、写真８）

城北団地運動場を案内する標識設置に伴うトレンチ

である。先にも述べたように、当初は学生部東側に設

定されていたが、計画変更により大学会館北西側地点

を調査することとなった。掘削深度はやはり現地表下

l20cmo85cm前後まで重機掘削し、土層に変化が見ら

れた以下を人力により掘削した。なお、２トレンチの

北西側は、99202-1トレンチが一部重複していたよう

であるが、99202-1トレンチの掘削深度は６０cmに留ま

り、今回の調査では表土層の範囲内に収まる。

まず、現地表下120ｃｍ・標高約２９０ｍから１８cmの

厚さで、１mm前後の砂粒が多く混じり、しまりのやや

弱い黄褐色砂質土（①層）があり、粒度の異なる砂質

土が縞状に互層堆積する。流水に伴う堆積土である。

その下は、１０cm前後の厚さに、０．５mm以下の砂粒と炭

化物を少し含み、シルト質がややあり､．しまりもある

黄褐色砂質土（②層）となる。斑状に鉄分が沈着して

いる。そして、掘削範囲内の底面､標高約２８．７ｍでは、

１mm前後の砂粒と炭化物をやや含み、シルト質を②層

よりやや増した黄褐色砂質土（③層）となる。鉄分の

Ⅱ２００４年度の発掘調査

写真８００４０２調査２トレンチ（南西から）

沈着も強く、しまりもある。出土遺物は、①層から１

点土師器坪底部が出土している。やや薄いが、盤状高

台で､回転糸切り等は認められない。１０世紀前後か(図

10)。

以上のような土層は、③層を床土、②層を耕作土、

①層を流水性の覆土とする水田関連土層である可能性

が高い。また①層の出土遺物から、水田の時期が、古

代末中世初め頃にまで遡る可能性も想定できる。た

だし、周辺既往調査との土層の対応をみると、南側の

99911-1調査では、標高約２９．０ｍで城北団地基本層序

のⅡ層、標高約２８．６ｍで城北団地基本層序のⅢ層と

なり、西側の99911-3調査では、Ｉ層直下の標高２８．２

ｍで城北団地基本層序のⅣ層が現れている。つまり、

今回の調査地点で検出した土層は、レベル的に城北団

地基本層序Ⅱ層の範晴に収まる可能性もあるのであ

る。しかし、これまで検出してきたⅡ層との差異もあ

り、下流で１８．２５次調査の谷部に連なる落ち込みと

は別の、微高地を挟んだ北側の谷部に営まれた水田層

の一端が、城北団地北端で見い出された可能性をより

強く想定しておきたい。

３ 調 査 後 の 対 応

いずれのトレンチにおいても、

頼して、調査を終えた。

′ﾉ

Ｌ＝Ｌ=茎グ′ ﾛ

以後の慎重工事を依

（吉田・三吉）

１０cｍ

図１０００４０２調査出土遺物実測図（縮尺１/3）
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OO403工学部講義棟便所改修電気設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

8.7㎡

2005年３月l日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

（平成17年１月１３日）

１調査にいたる経緯

2005年１月１１日に施設基盤部施設整備課から､工

学部講義棟の東西２ヶ所で、電力・‘情報通信外線の電

線地中管路の埋設と、汚水粉の新設と汚水管路の埋設

を行う計画が提示され、埋蔵文化財への影響が問い合

わされた。周辺の調査成果に基づいて既設管路上に埋

設するなど埋蔵文化財への影響がないように回答して

いたが、２月２３．２４日に協議で、汚水析の新設と汚

水管路の埋設については当初計画よりも深く掘削され

ることがわかり、調査費用の一部を埋蔵文化財調査室

運営費で支出して立会調査を実施することとなった。

また、電線地中管路の埋設については、当初、既設管

路の上部に埋設される計画で埋蔵文化財には影響がな

いものと判断していたが、調査当日、建物内への引き

込み部分は設計よりも深く掘削されることになり、急

遼調査を実施した。

２調査の記録

工学部講義棟西側の汚水粉新設と汚水管路埋設部分

をｌトレンチ、東側の電力９情報通信外線の電線路地

中管埋設部分を２トレンチとして調査を進めた（図

１１)。

［１トレンチ］（図１２、写真９～１６）

１トレンチは、工学部講義棟と工学部機械実習工場

の問に位置する（写真９)。周辺では、文京遺跡６次

調査Ⅱ区と99308調査ｌトレンチがある。後者部分は

すべて既往の工事で破壊・撹乱きれていたが、前者で

は小穴（SP－１．２）や土器集積遺構（SX-3）など

が出土している（図12)。

ｌトレンチの大部分が既設の汚水管路や講義棟余

掘り部分で破壊されていたが、地表下２０cmで城北団

地の基本層序である団地造成以前の水田層のⅡ層、３０

cmで弥生時代～中世の遺構と遺物を包含するⅢ層があ

らわれた（写真１０．１１)。Ⅲ層は暗褐色砂質シルトで

ある。Ⅲ層の掘り下げ中に、東西方向の帯状にやや灰

色みをおびた砂篠混じりの暗褐色砂質シルトの広がり

を検出した。東側の講義棟余掘り部分の壁で断面を観

察したところ、断面Ｕ字形の溝であることを確認で

き、ＳＤ‐ｌとした（写真１２～14)。

ＳＤ‐１の大半は調査範囲北側にのび、溝幅は４０～

50ｃｍと推測される。６次調査Ⅱ区でも、これに対応

する幅35cm前後の落ち込みが確認されている。埋土

は、上部の①層、中部の②層、下部の③層に分層でき

る。①層はにぶい褐色砂質土で、ｌ～２ｍの砂喋が多

く混じる。②層は灰黄褐色砂質土で、まれに１ｍ強の

砂粒を含むが、大半は１mm未満の砂粒主体。ラミナが

発達している。③層はにぶい黄褐砂質土で、灰色の粗

砂のラミナが混じる。②．③層は流水による堆積物で

ある。①～③層から弥生土器の胴部破片が点々と出土

している。出土遺物は弥生土器ばかりであるが、埋土

がやや灰色みを帯び、周辺の文京遺跡１３．２０次調査

で同様の埋土をもつ遺構が古代～中世に比定されるこ

とから、ＳＤ‐１も当該段階の水路と考える。

ＳＤｌを完掘した後、溝底から壁面にかかって、

SD-lに切られる柱穴であるＳＰ－２を確認した。砂喋

が多く混じる暗褐色砂質シルトの埋土で、１８×１６cm、

深さ２０cmほどの不整楕円形の立柱痕跡をもつ。掘り

形埋土から弥生土器の胴部細片が出土している。しか

し、周辺の調査では砂喋が混じる暗褐色砂質シルトを

埋土とする遺構が古墳時代後期に比定されることか

ら、当該期の遺構と判断した。

ＳＤ‐１．ＳＰ－２の調査を終わり、城北団地の基本層

Ⅳ層部分の調査を行った。Ⅳ層はトレンチの東西でか

なり違った様相をみせる。トレンチ西半部では、上部

に明黄褐色シルトのⅣ－１層、下部に明黄褐色細砂土

のⅣ-2層が堆積する。Ⅳ－１．２層ともに土質はしまり

があり、ほぼ水平に堆積している（写真15)。これに

対して、トレンチ東半部では、Ⅳ－３～６層が東側に

沈み込むように堆積する。Ⅳ-3層は灰黄褐色砂質土。

２mm以下の砂篠が混じる｡Ⅳ-4層は明黄褐色砂質土で、

１ｍｍ未満の細砂からなる。Ⅳ-5層は灰黄色砂質土で、

－２０－
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写真１１００４０３調査１トレンチ南壁東半±層(北東から） 写真１０００４０３調査１トレンチⅢ層残存状況（東から）

－２３－

写真９００４０３調査１トレンチ位置（南から）

写真１３００４０３調査１トレンチＳＤ１完掘（東から）写真１２００４０３調査１トレンチＳＤ１検出（東から）
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写真１４００４０３調査１トレンチＳＤ－１土層（東から）

写真１５００４０３調査１トレンチ北壁西半士層(南西から）

写真１６００４０３調査１トレンチ北壁東半土層（南から）

１ｍｍ未満の細砂からなる。Ⅳ－６層は黄灰色砂質土で、

１mm～親指先大の円篠が混じる（写真16)。Ⅳ-3～６

層はいずれも粗砂・細砂のラミナが発達している。Ⅳ

-3～６層部分は、Ⅳ－１．２層を切り込む流路堆積物で

ある可能性が高い。ただし、Ⅳ層中からは遺物はまっ

たく出土していない。

ｆ
』蕊鰯壁畠

聖:蕊Ｉ 姉城襲識婁

写真１７００４０３調査２トレンチ位置（東から）

写真１８００４０３調査２トレンチ完掘（東から）

PＦ

写真１９００４０３調査２トレンチ北壁士層（南東から）

魁

［２トレンチ］（図１３．１４、写真１７～２０）

２トレンチは、工学部講義棟東側、電線路管が埋設

される管路部分でももっとも北端の、電線路管が工学

部講義棟に取り込まれる部分に当たる（写真17)。２

トレンチとした範囲以外の管路部分は掘削深度が浅い

ために調査は行っていない。周辺では、99308調査２

トレンチで、Ⅲ層上部から炭化物や弥生土器の細片、

下部から小篠が少量出土している（図１３)。

－２４－
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アスファルト
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分

[99308調査2トレンチ南壁］

Ⅲ層残存部分

－２５－

状況と大きく異なることから、依然として遺構内であ

る可能性は残されている（写真18)。また、Ⅲ層から

は、調査区南壁面で厳石が１点出土しているだけであ

る。敵石は全長159cm、最大幅８４cm、最大厚7.5cm、

重量1365ｇ測る。花尚岩円喋の両端に鼓打痕が残る。

表面は全体に平滑であるが、擦痕は見られない（図

14、写真20)。

北壁土層断面の観察中に、Ⅲ層上面に浅黄色細砂が

堆積していることを確認した。Ｉ層によって多くを削

られているが、中央部分が少し落ち込みレンズ状に堆

蕊
Ｉ

Ｂｌ

ゴ

99308調査2トレンチ ’

図１３００４０３調査２トレンチ及び99308調査２トレンチ実測図（縮尺１/60）

表土層を掘り下げていくと、トレンチ北西部の一角

で、地表下３５～４０cmでⅢ層があらわれた。その他は

既往の調査・工事で破壊されている。Ⅲ層は灰褐色シ

ルトで、全体に均質な土層であるが、下部近くには明

黄褐色シルトの親指先大のブロックが混じる。撹乱部

分の壁面で確認したところ、約３５ｃｍとかなり厚く堆

積しているので、遺構埋土である可能性を考え、５ｃｍ

ごとの人工層位を設定しながら調査を進め、Ⅳ層上面

を精査したが、遺構であることは確認できなかった。

しかし、Ⅲ層が厚く堆積している状況は、周辺地点の

=２軒一一一

２ｍ

＋旦二２９００ｍ

、
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１０cｍ

‐０cｍ

図１４００４０３調査２トレン

ンチ出土遺物実測図
（縮尺１/3）

写真２０００４０３調査２ト

レンチ出土遺物

積する（写真19)。調査区周辺では古代から近世の溝

が多数検出されており、それらの一部と考えられる。

Ⅳ層は明黄褐色シルトで、しまりのある土質であ

る。調査区周辺では、Ⅳ層中で縄文時代後期の土器が

混じる炭化物・焼土塊の集積遺構が発見されており、

当該期の遺構の可能性が考えられている。そこで、そ

うした遺構が営まれていたことを考えて、Ⅳ層上面を

精査した。しかし、炭化物・焼土粒などはまったく見

られなかった。そのためⅣ層以下の調査は行わなかっ

た。

３調査のまとめ

今回の調査で検出した遺構の中で、１トレンチＳＤ‐

１は古代～中世の水路と考えられる。周辺では、２０

次調査で東西方向にのびる当該期の水路群（SD‐ｌ～

３）が出土している（図１１)。また、６次調査Ⅱ区の

北端近くでも、断面だけであるが、瓦を含む粗砂層、

明褐色粘性土や砂ブロックを含む暗褐色粘性土の落ち

込みが確認され、これらも水路と考えられ、古代～中

世に比定される可能性が高い。こうした水路群は、当

該期の水田を含む耕地開発にかかわるものと考えられ

る。

２トレンチでは約３０cmに及ぶⅢ層の堆積が確認さ

れた。工学部講義棟と工学部２学科実習棟間では、東

側は共同溝設置の際に撹乱を受けていると考えられる

が、西側の工学部講義棟寄りには、途切れ途切れでは

あるが、Ⅲ層が残存していることを確認できた。

（田崎三吉）

００４０４給与福利課事務室新営電気。機械設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

3.5㎡

2005年３月２４日～２９日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

（平成17年１月１２日）

１調 査に いたる経緯

２００５年１月１２日に施設基盤部施設整備課から、城

北団地教育学部４号館の東側に給与福利課事務室を新

営する計画が提示された。この計画は、以前から工事

による埋蔵文化財への影響について問い合わせがあっ

たもので、工事範囲に位置する文京遺跡１５次調査３

トレンチの調査成果に基づいて、地表下４０cmまでの

掘削で収めることを申し入れていた。

今回､施設基盤部からは､①事務室建物基礎工事（地

表下４５cmまで掘削)、②電気配管工事（地表下42ｃｍ

まで掘削)、③給水・ガス管埋設工事（地表下42cmま

で掘削)、④汚水管・汚水粉新設工事（地表下45cmま

で掘削）の計画が提示された。そこで、１月１３日に、

施設整備課長と担当課員を含めた協議を行い、以下を

確認し、３月下旬に調査を実施することとした。

①事務室建物基礎工事：掘削の計画深度では、文京

遺跡１５次調査３トレンチの調査成果から、弥生時代

～古墳時代の遺構・遺物が包含される土居の直上面が

現れるので、建物基礎部分の砕石層をできるだけ薄く

することで埋蔵文化財に影響がないようにすること。

②電気配管工事および③給水・ガス管埋設工事：計

－２６－
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図１６００４０４調査１．２トレンチ実測図（縮尺１/60）
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２調査の記録

調査は、工事の進捗状況と天候のため、３月２４日

～２９日の４日間で実施した。汚水管・汚水析が新設

される範囲を東側から調査を開始したが、教育学部４

号館建物建設時の余掘り部分があらわれた。そこで、

余掘り範囲を確実につかむため、教育学部４号館建物

に直交する南北方向の調査区を設定することとした。

そのため、調査区は２ヶ所となり、汚水管・汚水粉新

設部分から教育学部４号館建物の余掘り部分までの調

査区を１トレンチ、余掘り部分を確認する調査区を２

トレンチとした（図15、写真21)。

［１トレンチ］（図１６、写真２２．２３）

給与福利課事務室と教育学部４号館の間に設けた東

西方向のトレンチである。トレンチ西端で教育学部４

号館建物の余掘り部分が確認された。表土にあたる

造成土居のＩ層を掘り下げると、基本層序のⅡ層はな

く、地表下40cmでⅢ層があらわれた（写真22)。Ⅲ

層は砂篠混じりの黒褐色砂質土で、厚さ２０cln前後を

測る。上部のⅢ‐１層には２～５cm大の花尚岩や砂岩

の円喋が多く混じるが、下部のⅢ‐２層では円喋が少

なめである。Ⅲ層中からは点々と弥生土器の細片が出

土している。

Ⅲ層の下層は砂喋層で、地表下1.5ｍまで続き、砂

喋層①～④層に分層できる。砂牒層①層は灰色みを帯

びた暗褐色粗砂層で、Ⅲ層との漸移層である。②層は

トレンチ西半で部分的にみられる明褐灰色の粗砂層。

③層は２～５cm大の花尚岩や砂岩や円喋に灰白色粗

砂が混じる篠層。④層は灰白色砂篠層で、粗砂・細砂

のレンズ状推積が累積し、その中に５cm以上の円篠が

混じる。①～④層はいずれも河川堆積物と考えられる

が、遺物がまったく出土しておらず、時期は確定でき

なかった（写真23)。

、
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教育学部

４号館

余掘り範囲

画された掘削深度では埋蔵文化財には影響がないもの

と判断され、調査の必要がないこと。

④汚水管・汚水粉新設工事：周辺の99902調査９ト

レンチの調査成果から、管路部分の一部と析部で計

画されている掘削深度では、弥生時代～古墳時代の遺

構・遺物が包含される土層が破壊されると判断され

る。そのため、立会調査を実施するが、必要な経費の

一部(作業員賃金）に埋蔵文化財調査室運営費をあて、

重機等については施設基盤部で調整を行うこと。
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Ⅱ２００４年度の発掘調査

写真２１００４０４調査地点遠景（南から）

写真２２００４０４調査１トレンチ（西から）

［２トレンチ］（図１６、写真２４．２５）

教育学部４号館南側に余掘り範囲を確認するために

設けた南北方向のトレンチである（写真24)。教育学

部４号館の壁面から２８５ｍまでの範囲が余掘り部分

である。表土下35～40cmでⅢ層が現れたが、東西方

写真２３００４０４調査１トレンチ北壁土層（南西から）

向にのびる排水管路と建物基礎によって、Ⅲ層は部分

的にしか残存していなかった。Ⅲ層は、１トレンチと

同じく砂喋混じりの黒褐色砂質土で、層厚は２５cm前

後を測る。Ⅲ層の下層には灰色みを帯びた暗褐色粗砂

層が堆積している（写真25)。

－２９－



写真２４００４０４調査２トレンチ（南西から）

３調査のまとめ

今回の調査地点周辺では、東側の文京遺跡１５次調

査３トレンチでは、竪穴式住居２棟（SC－３．４)、

溝２条（SD－１．２、ただし既往報告では自然流路

ＳＲ１．２と報告）や小穴３基（SP-5～７)、00305調

査３トレンチでは土壌１基（SK-1）が発見され、南

側の99902調査９トレンチでは土壌１基（SK-l）と

小穴１基（SP-2）が出土している。これらの遺構は

いずれもⅢ層中位から掘り込まれ、弥生時代～古墳時

代に比定され、当該期の集落遺跡が展開していること

が明らかにされている（図15)。しかし、今回の調査

地点では、少量の弥生土器片が出土をみたものの、遺

構は検出できなかった。

写真２５００４０４調査２トレンチ西壁十層（南東から）

また、今回の調査では、こうした遺構が包含され

るⅢ層の下層に砂牒層が堆積していることを確認でき

た。同様な堆積状況は南側の99902調査９トレンチで

も観察でき、弥生時代以前に自然流路が流れていたこ

とを明らかにできた。しかし、自然流路の時期につい

ては、層序関係から弥生時代以前と判断できるが、詳

細な時期は出土遺物がなく不明である。今後の周辺の

調査では、その確認が必要である。

４調査後の対応

以上、施設基盤部と工事業者に調査状況を説明し、

工事で埋蔵文化財に影響が生じないように依頼し、調

査 を 完 了 し た 。 （ 田 崎）

00405御幸寮寄付物件取付工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

松山市御幸町２丁目３番15号

愛媛大学御幸団地

２２㎡

2005年２月２３日

立会調査

調査担当

依頼文書

－３０－

吉田広・三吉秀充

教育学生支援部学生生活課

学生生活支援担当チーム

チームリーダー発事務連絡

（平成１７年２月１日付）
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Ⅱ-②

－３１－

[1トレンチ］［2トレンチ］［3トレンチ］［4トレンチ〕［5トレンチ］［6ﾄﾚﾝﾁ］
２１．００ｍ

Ⅱ-④

ク１．００ｍ

掘削を伴う御幸寮西側駐輪場新設と、現地表下３０ｃｍ

の掘削による御幸寮西側駐輪場南側のゴミ集積場新設

については、掘削深度で埋蔵文化財に影響がないと判

断できたが、現地表下50cmの掘削を伴う御幸寮男子

宿舎南側の防球ネット取設工事については、00008調

査地点から離れ、埋蔵文化財への影響を図りかねる状

況であり、工事に際して立会調査が必要と判断され

た。その旨を回答し、工事予定との調整を図り、２月

２３日に立会調査を実施した。

Ｉ
Ｉ

Ｉ Ｉ

１調査にいたる経緯

御幸男子寮自治会から、‘駐輪場、ゴミ集積場、防球

ネットを御幸寮への寄付が申し入れられ、大学はこの

寄付を受け入れることとした。ただし、いずれも掘削

を伴う設置工事を要し、これに伴う埋蔵文化財調査に

ついて、埋蔵文化財調査室へ依頼が提出された。御幸

団地においては、００００８調査において中-世に遡る水田

層が確認されており、その検出深度に基づき、各地点

の調査の必要性を判断した。結果、現地表下６８cmの

Ⅱ-①

Ｉ

可
Ⅱ-③

両家
ロ

1ｍ

Ⅱ-⑤

図１７００４０５調査地点位置図及び土層柱状図（縮尺１/1,000,1/40）

Ⅱ-④一垂

Ⅱ-⑥
Ⅱ-③Ⅱ-④Ⅱ-③

捲些００”
０

議謹 麓‘蕊蕊

}罰ｆ忍忌繍｜鍵j鍵蕊擬織議灘

写真２６００４０５調査地点遠景（南から）



写真２７００４０５調査１トレンチ（南西から） 写真２８００４０５調査２トレンチ（北から）

写真２９００４０５調査３トレンチ（北から） 写真３０００４０５調査４トレンチ（北から）

写真３１００４０５調査５トレンチ（北から） 写真３２００４０５調査６トレンチ（北から）

－３２－



２調査の記録

調査地点は、御幸寮男子宿舎南側のグラウンド北

辺、コンクリート側溝の南側。ネット支柱設置６箇所

が東西に等間隔に並ぶ。各掘削範囲は約60cm四方で、

深さ５０cm前後。掘削順に西から東にｌ～６トレンチ

とした。瓦喋や真砂土からなる造成土をＩ層、Ｉ層下

の河川堆積層をⅡ層とし、各トレンチ間で対応する①

～④層に細分した（図１７、写真26)。

［１トレンチ］（図17,写真27）

御幸寮男子宿舎南側、側溝に接したグラウンド北西

隅に設けたトレンチ。現地表下52cmまで掘削を行っ

たが、瓦篠を伴ったＩ層が続く。

［２トレンチ］（図１７，写真28）

現地表下70cmまで掘削を行った。真砂土からなる

Ｉ層は現地表下42cmまで続き、Ｉ層直下でⅡ‐①層

を、現地表下50cmでⅡ‐②層を検出した。Ⅱ‐①層は

灰オリーブ色砂篠で、ｌ～２ｍ大の砂粒を多く含ん

でいる。埋土中には１×２cmの角張った炭化物を含ん

でいる。Ⅱ‐②層は灰オリーブ色シルトで、Ⅱ‐①層

に比べて粘性、しまりが見られる。１mm～親指大の砂

喋・円喋を多く含んでいる。層下部は鉄分の沈着によ

り、赤褐色がかる。明黄褐色シルトの丸いブロックを

含み、ラミナも見られる。

［３トレンチ］（図17,写真29）

現地表下60cmまで掘削を行った。現地表下５０cmま

で真砂土及び瓦喋からなるＩ層が続く。Ｉ層直下でⅡ

-③層を検出した。灰黄色細砂層できめ細かい。なお、

撹乱層から１点の弥生土器片が出土しているが、磨滅

が著しく、詳細は不明である。

［４トレンチ］（図17,写真30）

現地表下68cmまで掘削を行った。瓦喋からなるＩ

層は、現地表下約50cmまで続き、Ｉ層直下で検出し

たⅡ‐③層は、問に５cm程度の厚さのⅡ‐④層を挟ん

で、現地表下68cmまで続く。Ⅱ‐③層は、３トレン

チ・６トレンチで見られるⅡ‐③層と近似した土質で

ある。灰黄色細砂層で、きめが細かい。Ⅱ‐④層は、

５トレンチ・６トレンチで見られるⅡ‐④層と同質の

土層であり、暗灰黄色シルトからなり、１cm四方の角

張った炭化物が見られた。

［５トレンチ］（図17,写真３１）

現地表下70cmまで掘削を行った。瓦篠及び真砂土

からなるＩ層は、５２cmまで続き、Ｉ層直下でⅡ‐④層

を検出した。Ⅱ‐④層は、黄褐色シルトからなり、明

Ⅱ２００４年度の発掘調査

黄褐色シルトの丸いブロックを含んでいる。ｌ～２ｍｍ

大の砂喋を含み、１cm四方の角張った炭化物を含んで

いる。ラミナが見られる。

［６トレンチ］（図１７，写真32）

御幸寮男子宿舎南側、グラウンド北東部に設けたト

レンチ。現地表下７５cmまで掘削を行った。瓦喋及び

真砂士からなるＩ層は、現地表下４８cmまで続き、Ｉ

層直下でⅡ‐③層を、６５cmでⅡ‐④層を検出した。Ⅱ

-③層は灰黄色砂質土。１mm前後の砂粒および小指先

大の円喋を含んでいる。Ⅱ‐④層は暗灰黄色シルト。

明黄褐色シルトの丸いブロックを少量含んでいる。

３調査のまとめ

今回の調査では、西端に位置する１トレンチを除い

て、２～５トレンチでⅡ層を検出できた。Ⅱ層は、主

に灰黄色系の砂喋あるいはシルトからなり、ラミナが

発達している。河川の自然堆積作用によって形成され

た層である。Ⅱ層中から遺物が全く出土しておらず、

時期については不明である。

御幸団地内における調査は、今回で２回目となる。

00008調査では、今回同様に、Ｉ層下で灰黄色系土か

らなるⅡ層を検出し、Ⅱ層を大きく近・現代の陶磁器

が混じる水田層、中世の貿易陶磁器を含む水田層及び

包含層に細分している。今回の調査地点に近接する

00008調査３トレンチでは、標高約20.50ｍでⅡ層を

検出した。Ⅱ⑤層は１～２ｍ大の砂粒を含む暗灰黄

色砂質シルト、Ⅱ‐⑥層は２～３mm大の砂喋を含む暗

灰黄色砂質シルト、Ⅱ‐⑦層は明黄褐色シルト、Ⅱ

⑧層は灰黄褐色シルトのブロックを含んだ灰黄色シル

トである。Ⅱ‐⑥．⑦層については不明であるが、⑤

層は他のトレンチとの対応関係から近・現代の水田層

と考えられ、Ⅱ‐⑧層中から１３世紀代の青磁片が出

土している。

今回検出のⅡ層上面レベルは、いずれも20.50ｍ前

後であり、レベルだけの対応を見ると、近・現代の水

田層である可能性が高い。さらに土層の特徴などか

ら、今回調査のⅡ‐④層が、00008調査のⅡ‐⑤．⑥

層に対応すると考えられる。よって、今回検出したⅡ

層は、近・現代の水田層であると想定されるが、中世

水田層との境は不明瞭であることから、下層の一部は

中世に遡る可能性も否定できない。

以上の結果、グラウンド面から４５cmを超える掘削

の際には､今後も調査が必要である。（吉田･三吉）

－３３－



Ⅲ構内の遺跡

１調査の手続き

埋蔵文化財調査室では、愛媛大学構内における地盤

掘削を伴う工事に際して、規模の大小にかかわらず、

工事内容による埋蔵文化財に対する影響を、周辺の既

往調査等から判断し、それに応じた対応を取っている

(図18)。

まず、工事計画の段階から、埋蔵文化財への影響を

考慮し、工法等の調整を行う。その上で決定した工事

計画に基づき、埋蔵文化財発掘調査の要否及び実施の

依頼を担当部局から受け、埋蔵文化財への影響に応じ

て、調査の要否を埋蔵文化財調査室が判断する。ある

いは、判断材料に乏しい場合は、事前に試掘調査を行

う場合もある。

埋蔵文化財に影響がないと判断された場合（図18‐

①）は、埋蔵文化財調査室から、調査不要として慎重

工事の依頼が担当部局に回答され、施工に及ぶ。

一方、調査必要とされたが、小規模な工事で埋蔵文

化財調査にあまり時間を要さないと判断した場合（図

18-②)、掘削工事に伴って調査を実施する立会調査を

行う。そして立会調査終了後、調査結果の報告が、埋

蔵文化財調査室から先の依頼に対する回答として、担

当部局に提出される。

他方、工事規模が大きく、埋蔵文化財調査にもかな

りの時間を要すると判断された場合（図18-③）は、

工事に先立ち、本格調査を実施することになる。

本格調査にあたっては、具体的発掘調査計画の作

成、それに基づく設計・積算・契約、さらには文化

財保護法に基づいた発掘調査関係書類の関係官庁へ

の届出がなされなければならない。2004年度からは、

愛媛大学が独立法人化したことで、文化財保護法第

九十四条（平成十六年五月改正・旧第五十七条の三）

の「国の機関等が行う発掘に関する特例」が適用され

なくなり、第九十三条（旧第五十七条の二）による通

知と、第九十二条（旧第五十七条の一）による発掘届

となった。また、調査終了後には、埋蔵文化財発見届

を警察署に、埋蔵文化財保管証を教育委員会に提出

し、発掘調査の実績報告が教育委員会に提出されなけ

ればならない。そして、調査依頼を受けた担当部局に

対しても、立会調査同様、調査終了後に、調査結果の

概要報告が、埋蔵文化財調査室から先の依頼に対する

回答として、提出されることになる。

これまで、出土資料は、遺失物法に基づき、発見届

提出後一定期間を経て、国の機関としての愛媛大学に

帰属してきた。独法化後も、これら出土資料はそのま

ま独立大学法人愛媛大学に継承されている。一方で、

独法化後の出土資料は、愛媛県に帰属することとなっ

ているが、調査主体者として、出土資料の整理･報告、

さらにはその後の保管・活用は、愛媛大学に課せられ

ている。

したがって、これらの出土資料の整理・報告が、埋

蔵文化財調査室の業務として継続される。記録保存と

しての発掘調査の終了は、正式報告書の刊行によって

初めて完了するのであり、この作業は研究活動とも不

可分の関係にある。さらには、その後の資料保管、資

料公開・利活用も、それらの研究を通じて、埋蔵文化

財調査室の業務として行われていくこととなる。

（吉田）

２遺跡の把握状況

上記した手続きにより繰り返されてきた愛媛大学構

内における調査は、2005年１２月末時点で、178件を

数える（表７)。これらの結果、愛媛大学構内の遺跡

について、各団地毎にかなり具体的に状況を把握する

ことができるようになってきた。と同時に、先に述べ

た工事における埋蔵文化財への影響を判断する際の有

用なデータとして機能しており、遺跡の現状保存・保

護をはかるグリーンゾーンの設定の根拠ともなってい

る。

各団地毎に､遺跡の把握状況を概述する。（吉田）

－３４－
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(1)城北団地（図２１）

城北団地には、法文学部・教育学部・工学部等が所

在する松山市文京町３番と、理学部他の所在する文京

町２番５号、そして本部他が所在する道後樋又'０番

１３号が含まれ、敷地総面積は152,998㎡に及ぶ。

１９５１年頃から遺物が採集され、文京遺跡として埋

蔵文化財包蔵地とされており、大学構内では１～３．

５～28次にわたる本格･確認調査と試掘･立会調査で、

縄文時代前期から近世に及ぶ集落遺跡・生産遺跡であ

ることが判明している。

とりわけ、文京町３番構内においては、その西南部

を中心に、全国的にも有数の弥生時代中期後葉～後

期中葉の集落が展開し、一部には古墳時代後期の集

落も重なる。またその北側には、古代末から中世（１０

～12世紀）の水田層が確認きれている。この他にも、

縄文時代前～後期の遺跡や、中世（14世紀）の水路、

近世（18世紀）の水路も確認され、さらには戦前の

練兵場時代の遺構も見いだすことができる。他方、理

学部構内においては、弥生時代や古代・中世の遺構も

存在するが、縄文時代晩期から弥生時代前期にかけて

の遺跡が、特徴的に存在する。本部構内については、

これまで数回の調査を行ってきたが、明確な包含層・

遺構は確認していない。

なお、このような展開を見せる文京遺跡のうち、弥

生時代中期後葉～後期中葉の集落の主要部分につい

て、グリーンゾーンとして積極的に活用を図っていく

ことが明らかにされている。具体的には、大型掘立柱

建物群が確認されている、法文学部本館西側駐車場周

辺1,270㎡と、総合情報メディアセンターと工学部１

号館間の旧グラウンド部分5,525㎡である（図１９)。

城北団地の調査にあたっては、独自の区割と基本

層序を設定している。1998年に設定した区割は、日

本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系第Ⅳ系の、

(X=93900,Ｙ=-66800）を基点として、東から西へ向

かって５ｍおきに、ＡＡ・ＡＢ…・・・ＡＹ・ＡＺ・ＢＡ・

ＢＢ…・・ＥＯ・ＥＰ、南から北へ向かって５ｍおきに、

１．２．３．．…１１８．１１９．１２０とし、両者を組み合わせ

た５ｍ方眼の調査区画によるものである。さらに必要

に応じて、この区画内を１ｍ方眼に分け、南東隅から

西に１～５，そして北側列を６～１０と、北西隅に到

る２５区画に細分する。したがって、この１ｍ方眼を

示す場合は、「ＤＣ２７－ｌ４」のように呼称することと

なる（図20)。

城北団地内の基本層序については、上位からＩ～Ｖ

層を設定している。その上で、各調査では大区分を基

本層序に準拠し、それを構成する細かな土層ごとに枝

番号を付けている。基本層序の内容は以下の通り。

Ｉ層：表土層にあたる瓦牒を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～暗褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には篠

が混じる。縄文時代の遺構・遺物が確認され

ている。

Ｖ層：Ⅳ層下の花両岩を主体とする砂篠ないし喋層

である。 （吉田）

(2)樽味団地（図22）

松山市樽味３丁目５番７号の樽味団地には､農学部・

附属高等学校・附属研究施設等が所在する。面積は、

82,090㎡・

団地西部は、樽味遺物包含地として埋蔵文化財包蔵

地とされ、1987年の１次調査以降、樽味遺跡として

団地内は調査・報告されている。以後７次に及ぶ本格

調査と小規模な試掘・立会調査により、弥生前期から

中世に及ぶ集落遺跡であることが判明している。

具体的には、まず団地西半部において中世（１４～

１６世紀）の方形区画を有する集落が面的に広がる。

さらに団地北西部では、弥生前期の集落と古墳時代後

期の集落も確認されており、後者は団地周辺の樽味立

添遺跡や樽味高木遺跡と一連の遺跡の可能性が高い。

一方、団地南部には、古代末から中世（１０～１４世紀）

に埋没する、西流する自然河道が存在する。附属農業

高等学校の所在する団地東部は、必ずしも遺跡の広が

りが明確でないが、４次調査で古代（８世紀）に埋没

する、南流する自然河道や、古代末から中世（１０～

１２世紀）の遺物包含層が存在する。団地西半とは若

干異なる時代の遺跡が展開している可能性が高い。

樽味団地の調査にあたっては、団地全域にわたる独

自の区割設定はしていないが、基本層序は設定してい

る。上位からＩ～Ｖ層で、各調査では大区分を基本層

序に準拠し、それを構成する細かな土層ごとに枝番号

を付けている。基本層状の内容は以下の通り。

Ｉ層：表土層にあたる瓦篠を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：遺物を包含する黒色～黒褐色系の土層。
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Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には篠

が混じる。

Ｖ層：Ⅳ層下の花尚岩を主体とする砂喫層ないし喋

層。 （吉田）

(3)北吉井団地

松山市桑原２丁目９番８号の北吉井団地には、職員

宿舎が所在する。面積は、2,214㎡。

1994年に東長戸他環境整備（駐車場整備･配管設置）

工事による立会調査（調査番号：99401)、1997年に

北吉井宿舎屋外排水管改修工事による本格調査（調査

番号：99710）と北吉井宿舎屋外ガス管改修工事によ

る立会調査（調査番号：99711）が行われている。そ

の結果､古墳時代中～後期（５～７世紀初)、古代（１０

世紀）の集落遺跡が団地全面に展開することが確認さ

れ、上記３次の調査を桑原西稲葉遺跡３～５次調査と

して報告している。なお､北吉井団地内の基本層序は、

北方約１５０ｍに位置する樽味団地の基本層序が適用で

きる。 （吉田）

(4)膳子団地

松山市麿子町40番に所在する膳子団地には、国際

交流会館が所在する。面積は1,340㎡・

’987年にこの国際交流会館建設に先立って、膳子

遺跡１次調査（調査番号：98701）が行われ、弥生時

代中期後葉、古代（７～８世紀)、中世（１３～14世紀）

の遺構・遺物が確認された。この調査によって、団地

内の大半を調査したことになるが、建物周辺には、な

お遺跡の残存することは間違いない。 （吉田）

(5)その他の団地

上記した以外の団地では本格調査が行われてなく、

確認調査や小規模な試掘・立会調査に留まるか、ある

いは全く調査の行われたことのない団地である。

①持田団地

松山市持田町１丁目５番22号にあたり、教育学部

附属中・小・幼・養護学校が所在し、面積は65,933

㎡に及ぶ｡↑

1996年に、団地北東側の隣接した地点で松山市埋

蔵文化財センターが中世（１４世紀前後）の水田跡を

調査している。大学構内でも、その水田層に相当する

土層が持田団地の北半部に広がることが、１９９３年度

の確認調査（調査番号：99309）と1997年度の試掘調

Ⅲ構内の遺跡

査(調査番号:99706）によって確認されている。なお、

団地南半部は石手川氾濫原が及んでいる。

②御幸団地

松山市御幸町２丁目３番１５号、学生寄宿舎が所在

する。敷地面積は、7,502㎡。

2000年度の立会調査（調査番号：00008）で、団地

西半部において、中世（１３～１４世紀前後）の水田層

が広がる可能性の高いことを確認している。

③ 畑 寺 団 地

松山市畑寺町丙47番２に所在し、農学部附属農業

高等学校農場がある。面積は、19,218㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

④ 米 野 団 地

松山市米野町乙184番地１号、農学部附属演習林が

所在する。総面積は、3,836,634㎡に達する。

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑤梅津寺団地

松山市梅津寺1861番地、大学課外活動施設が所在

する。面積は６０１㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑥北持田団地

松山市北持田町128番地１号､職員宿舎が所在する。

面積は、５９２㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑦東長戸団地

松山市東長戸４丁目３番１号､職員宿舎が所在する。

面積は6,099㎡。

1994年度の立会調査（調査番号：99402）によって、

団地東半部を中心として遺跡が営まれている可能性が

指摘できる。

⑧喜与団地

松山市喜与町１丁目８番８号､職員宿舎が所在する。

面積は４２４㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑨ 山 越 団 地

松山市山越４丁目１１番１０号にあたり、大学課外

活動施設の野球場・馬場・サッカーグラウンド等の施

設があり、面積は66,916㎡に及ぶ。

1992年度と2002年度の構内遺跡確認調査（調査番

号：99205.00208）等によって、団地が丘陵部裾から

のびる段丘の落ち際に位置することが明らかとなって

いる。団地北東隅には、弥生時代の遺構が存在する微

高地があり、その南側の旧河道の埋没過程では、縄文
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⑭ 北 条 団 地

松山市（旧北条市）八反地字伊利甲498番地、農学

部附属農場が所在する。面積は187,814㎡に及ぶ。

調査歴はないが、団地の一部は、萩尾古墳群あるい

は八竹山遺跡として埋蔵文化財包蔵地に含まれてい

る。

⑮津田山団地

松山市北斎院町津田山の、教育学部附属養護学校施

設が所在する団地。面積は14,374㎡。

２件の試掘調査（調査番号：99102.99411）を実施

しているが、埋蔵文化財の分布は確認されていない。

⑯伊予団地

伊予市森字下新田729番地、大学課外活動施設が所

在する。面積は３００㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑰大井野団地

松山市大井野町乙145番地２号、農学部附属演習林

が所在する。面積は2,272㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑱ 東 野 団 地

松山市東野４丁目222番地、農学部附属演習林が所

在する。面積は、4,853㎡・

調査はなされていないが、団地および周辺は、東野

古墳群として埋蔵文化財包蔵地とされている。（吉田）

表７愛媛大学埋蔵文化財調査一覧(2005年１２月現在）

－４０－

時代晩期～弥生時代の包含層が堆積し、その上に水田

層が認められる。一方、団地西半部でも、古墳時代に

埋没した自然河道が確認されている。

⑩中島団地

松山市（旧温泉郡中島町）小浜甲1872番２号の、

沿岸環境科学研究センター附属中島マリンステーショ

ンが所在する団地。面積は、2,997㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑪重信団地

東温市（旧温泉郡重信町）志津川の、医学部および

附属病院が所在する団地である。敷地面積は、191,667

㎡に達する。

これまで数回の試掘調査あるいは確認調査を行って

きたが、遺跡の存在は確認されていない。ただし、団

地東北部分には遺跡が残る可能性がある。

⑫ 溝辺団地

松山市溝辺町乙298番地、農学部附属高等学校の校

舎がある。面積は、7,633㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑬横河原団地

東温市（旧温泉郡重信町）横河原、職員宿舎が所在

する。面積は6,693㎡・

現在の重信川の氾濫原上にあり、埋蔵文化財は分布

していない。

調査

番号
団地名 遺跡名

調査

次数

調査

種別
調査原因となった工事名 調査期間

調査面積

(㎡）
報告・備考

97501 城北 文京１次 本格 工学部海洋工学科校舎新営工事 19750801 〆～〆 19750824 750 松山市教委調査。

松山市報1１

98001 城北 文京２次 本格 工学部資源化学科新営工事 19800708 〆～ 19800930 600 松山市教委調査。

松山市報2８

98101 城北 文京３次 本格 法文学部校舎新営工事 19820110 一ー 19820325 800 松山市教委調査。

松山市報2８

98201 文京４次 本格 松山市東中学校校舎建設工事 19820803 戸～ 19820826 750 松山市教委調査。

松山市報3０

98301
ｐ－■ロー＝＝■■■－香■■U

98302

城北
＝■■－－－●‐●■つ

城北

文京 立会

立会

雨水管･汚水管･ガス管埋設

教育学部校舎建設

1,374

98401 城北 文京５次 本格 工学部危険物貯蔵庫新営工事 19841026 ーー 19841028 １８ 松山市教委調査。

松山市報2８
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城北団地基幹整備
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一一■■ロロ■■■■■＝■■■■■■一口－－＝＝｡■－口~■ロー■■むし■■■画一ゆ●●つ｡ロウウ●つ｡●｡●●←●●｡‐｡‐｡･･●今◆●やつら●今●｡｡●●ＣＣｑｃ■‐‐｡■‐■‐■ユニ■■■■■‐■

城北団地基幹整備事業
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連合農学研究科校舎新営計画
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国際交流会館新営計画
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Ⅲ構内の遺跡

調査

番号
団地名 遺跡名

調査

次数

調査

種別
調査原因となった工事名 調査期間

調査面積

(㎡）
報告・備考

98705 城北 文京 試掘 城北団地プール廻り浄化装置増設計画 19871113 ２ 愛大埋文報Ｖ
98706 城北 文京９次 Ｚ軍 各 城北団地プール浄化装置増設工事 19880111 ー～ 19880129 6２ 愛大埋文報Ⅱ
98801 城北 文京１０次 本格 工学部情報工学科校舎新営工事 19880919 一一二 19890303 1,075 愛大埋文報Ⅲ
98802 城北 文京 試掘 城北団地基準点等設置計画 19881013 ５ 愛大埋文報Ｖ
98803 城北 文京 試掘 工学部講義棟高圧ケーブル埋設計画

(その１）

19881208 ２ 愛大埋文報Ｖ

98804 城北 文京 試掘 工学部講義棟高圧ケーブル埋設計画

(その２）

19881212 １ 愛大埋文報Ｖ

98805 城北 文京 立会 工学部情報工学科校舎排水施設取設工事 19890207 ６ 愛大埋文報Ｖ
98806 城北 文京 立会 工学部情報工学科校舎給水施設取設工事 19890209 戸～ 19890210 ３ 愛大埋文報Ｖ
98901

98902

城北

城北

文京１１次

文京

本格

立会

法文学部講義棟身障者用昇高機取設工事

電波障害用の外線工事

19890801 ーー 19890829

19900303

8５

２

愛大埋文報Ⅱ
1つ●句一つ●句句｡■｡｡－■■｡■■■■■ロロロロロロロ■■■■

愛大埋文報Ｖ
99001 城北 文京 試掘 城北団地囲障工事及び教育学部自転車置

場新設計画

19900808 ３ 愛大埋文報Ｖ

99101 樽味 樽味２次 本格 農学部研究実験棟新営工事 19920107 ヘジ 19920228 506 愛大埋文報Ⅳ
99102 津田山 試掘 教育学部附属養護学校日常生活訓練施設

建設計画

19910608 1３ 愛大埋文報Ｖ

99103 城北 文京 試掘 城北団地囲障（Ⅱ期）改修及び外灯改修

計画

19910821 3６ 愛大埋文報Ｖ

99201 樽味 樽味 立会 農学部屋外ガス本管改修工事 19920526 ６ 愛大埋文報Ｖ
99202 城北 文京 試掘 城北団地東側囲障改修計画 19920730 ３ 愛大埋文報Ｖ
99203 樽味 樽味 試掘 附属図書館農学部分館新営工事に伴う電

気工事計画

19920826 １ 愛大埋文報Ｖ

99204 重信 試掘 医学部附属病院病歴室新営計画（その１） 19920826 ３ 愛大埋文報Ｖ
99205 山越 確認 1992年度構内遺跡確認調査（その１） 19920828 5７ 愛大埋文報Ｖ
99206 樽味 樽味 立会 農学部拓翠寮他自転車置場新設工事

(その１）

19920921 ３ 愛大埋文報Ｖ

99207 樽味 樽味 立会 農学部拓翠寮他自転車置場新設工事

(その２）

19920921 ２ 愛大埋文報Ｖ

99208

99209

城北

持田

文京

持田

立会

立会

城北団地外灯設備改修工事
一｡｡②‐今●守一･ロー■＝l■■■■■■■一｡‐｡◆画●勺①■‐むゅＰ■■‐■■■･■■■■■■■‐の●●Ｃ今｡①●画ｐ■｡ご■－ロロロ■■■毎一二｡－Ｇ〒÷÷●＝Ｐ一一■■l■■■■I■。■■一一

教育学部附属小学校給水設備工事

19921026

19921026

２

１１

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
99210 重信 試掘 医学部附属病院駐車場取設計画 19921027 4０ 愛大埋文報Ｖ
99211 重信 確認 1992年度構内遺跡確認調査（その２） 19930120 一一一 19930121 5４ ６ 愛大埋文報Ｖ
99212 城北 文京 立会 城北団地情報通信設備工事 19930308 一、ｰ 19930309 １１ ８ 愛大埋文報Ｖ
99213 重信 試掘 医学部附属病院病歴室新営計画（その２） 19930322 6.8 愛大埋文報Ｖ
99214

99215

樽味

城北

樽味

文京

立会

立会

樽味団地自転車置場取設その他工事
つ●‐マーローロ■■ロー■I■■■ー■一‐争今●①｡＝ゅ守守■■■ロロロロー■‐■■●●①今Ｃ●●●●むつロ■■●ロロ■■■‐■ニロロ●Ｐー‐Ｐｃｂセロロ■■■■■■■■■■■年中ＬＣゅ●旬｡■●寺守一■寺

城北団地交通規制遮断機取設工事

19930323

19930324 ２

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
99301 重信 試掘 医学部看護学科校舎新営計画 19930524 2０ 愛大埋文報Ｖ
99302 樽味 樽味 立会 附属図書館農学部分館新営(樹木移植）

工事

19930624 〆～ 19930625 １４ 愛大埋文報Ｖ

99303 樽味 樽味 試掘 農学部自転車置取設計画 19930627 80.8 愛大埋文報Ｖ
99304 樽味 樽味３次 本格 附属図書館農学部分館新営工事 19930823 一ー 19931006 2５ 愛大埋文報Ⅵ
99305 城北 文京 立会 城北団地大学会館廻り道路整備に伴う

(樹木移植）工事

19931109 ２ 愛大埋文報Ｖ

99306 樽味 樽味 試掘 附属図書館農学部分館新営(外灯設備管

路)計画

19931124 ３ 愛大埋文報Ｖ

99307 樽味 樽味 〈
云

一
坐 城北団地他情報通信電気設備工事

(そのｌ）

19931124 ７ 愛大埋文報Ｖ

99308 城北 文京 立会 城北団地他情報通信電気設備工事

(その２）

19931125 愛大埋文報Ｖ

99309 持田 持田 確認 1993年度構内遺跡確認調査（その１） 19931224 ～ 19931225 3９ 愛大埋文報Ｖ
99310 城北 文京 立会 城北団地情報機器更新電源容量増設工事 19940118 愛大埋文報Ｖ
99311 樽味 樽味 立会 農学部附属図書館新営（配水管埋設）工

事

19940208 一ー 19940215 19.8 愛大埋文報Ｖ

99312 樽味 樽味 立会 農学部自転車置場排水管路工事 19940208 2９ ７ 愛大埋文報Ｖ
99313 城北 文京 試掘 城北団地基幹整備(屋外環境）計画 19940209 へ一 19940216 １４ ８ 愛大埋文報Ｖ
99314 城北 文京 試掘 工学部研究実験棟新営計画 19940329 3７ ９ 愛大埋文報Ｖ
99401 北吉井 桑原３次

西稲葉

立会 東長戸団地他環境整備(駐車場整備、配

管設置)工事（その１）

19940510 ～ 19940518 54.5 愛大埋文報Ⅸ



－４２－

調査

番号
団地名 遺跡名

調査

次数

調査

種別
調査原因となった工事名 調査期間

調査面積

(㎡）
報告・備考

99402

99403

99404

99405

99406

99407

99408

99409

99410

99411

山越

樽味

城北

城北

城北

●●｡◇｡‐●●ＣＣｏ

城北

城北

城北
●の｡●●◆｡●｡●一

城北

津田山

東長戸

樽味

文京

文京

◆一●◆ ●つつ‐●今●写字｡●･

文京

一 ロ ｡ ｡一■Ｃ一一○■■｡■

文京

文京

文京１２次

立会

試掘

Ｐ守一●●つつマーむつ｡ー｡‐■

立会

試掘

立会

試掘

試掘

立会

本格
'｡Ｐ申守●Ｐ●‐●一q

試掘

東長戸団地他環境整備(駐車場整備、配

管設置)工事（その２）

樽味団地環境整備（附属農業高等学校他

自転車置場取設)計画

城北団地他環境整備(単車置場整備)工

事

城北団地他環境整備（自転車置場設置）

計画

城北団地他環境整備（自転車置場・配水

管設置)工事

城北団地他環境整備(排水析及び管路取

設)計画

城北団地他環境整備（電気配管路取設）

計画
■ニーローー■■一｡一一一■－■｡■｡■－画‐－－－●ローーローロー●や｡－ご■ロー●●や②マーー守争◆－｡●ゆむ‐①Ｃ－Ｃｃ●Ｃ一●Ｃ一むつ｡｡‐●寺一●｡ー守●｡÷｡＝画Ｃ中◆■‐■‐②■■■｡｡｡■

工学部岩盤切削試験機設置工事
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エ学部校舎新営（Ｉ期)工事
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教育学部附属養護学校野外施設(東屋）

設置計画
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19940607
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19940610

19940801
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愛大埋文報Ｖ
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愛大埋文報Ｖ
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99506

99507
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99511

99512
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脚
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城北
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山越

城北

樽味

北吉井

城北

城北
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城北

文京
｡◆②●◆一Ｇつ‐‐■争･争一

文京

■
■

鯨
鯨
一
雌

一
一

文京１３次

樽味
●つ●●◆‐つ●◆一●

桑原

西稲葉

文京

文京
＝■Ｃでつつむ◆◆｡｡‐｡←の

文京

文京

立会

試掘

立会

試掘

試掘

本格

立会

立会

立会

立会

立会

立会

教育学部運動場内鉄棒移設工事
■－ママーロ画守マー香一一一｡－寺一●●つヴむつ●凸｡◆◇●ｑの●●ゅ●●●●争宇 幸守◆●●牟卓●の一ＣＣＣ｡一一●一ー■一竿●ニロー■邑○二｡●｡｡ｰロロ■ｰ｡■■｡■■昏一■＝■■‐■■■■I■｡｡⑤●

教養部テニスコー･卜（事務局北側）改修

計画

工学部南側囲障工事
一一●一一一ＣＣＣ－－ＣＣ－●●一一●●‐●一■凸凸■ｰ■■■I■■■■■｡■I■I■ロロ■●■■■■■■‐･■ロー‐ロー■‐ﾛ■‐‐守宇ママーマママ

理学部構内井戸工事計画
中●申←申一●●‐←ロロ･●つ◆つつ◆●→●●◆◇●辛●◆年凸●一■■■■‐■■■■■｡'■‐

山越団地防球ネッ ﾄ取設計画

地域共同研究センター新営工事

公共下水道桝取設工事

北吉井団地公共下水道設置工事

城北団地(北西)通用門改修工事

埋蔵文化財調査室改修工事

城北団地基幹整備(電線管等)工事

城北団地事務局ガス管改修工事

19950411 〆 ～ 〆 19950412

19950801

19950801

19950802

19950802

19951017

19951114

19951115

19951116
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99601

99602

99603

99604

99605

99606

城北

城北

樽味

雛
鰍
紺

文京１４次

文京１５次

樽味

樽味
今◆ＣＧ←の‐●やｃｃ

樽味

持田

本格
ＰＣ‐●ｃ■一●｡●・■

確認

試掘

試掘

試掘

立会

工学部校舎新営（Ⅱ期)工事
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1996年度構内遺跡確認調査
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附属農業高等学校舎新営計画
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附属農業高等学校温室新営計画
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農学部構内光ケーーブル敷設計画
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教育学部附属中学校プール改修その他工

事
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樽味
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立会

立会

試掘
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立会
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立会

工学部校舎新営（Ⅲ期)工事（その１）
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工学部校舎新営（Ⅲ期)工事（その２）

ＡＴＭ－ＬＡＮ整備工事に伴う調査

事務局案内板取設工事に伴う調査

持田団地内構内光ケーブル布設工事
一一吾一一一ロ■＝－Ｌ－－－ｊｌ■,一一一ＩＣつら●●つつＣＣＣ●②●｡●の争牟Ｃｌ■｡■■■■･■■‐■■■ー■｡■‐やＣ●●→●●●●｡●ｰ●●‐●｡‐●●｡‐■凸■■■■ロロロI■■■＝●勺●ゥ●●

持田団地北側囲障改修計画
_刀イ-＝会hqDつ'二三､ｒ一一毛汀一、■■｡'■■ロロロ■■＝■＝‐‐ｰ●｡●凸■ローＣ一●の●･●今･◇｡｡‐｡■I■●■●■■■‐ローマ■●■‐■⑤わ●ー●◆●‐｡‐｡◆｡ー●ー申卓一｡■印｡＆｡■‐

樽味団地（附農高)校舎新営計画
き二二=昔昔今ぞ吾一一一一一一や■｡■－■ロロ｡｡■｡■ロロ■心Ｃ守口ロー■むゆ守①●■Ｃ－ＣＣＣ●■ロー一｡｡‐巳｡■Ｃ■■｡｡‐｡‐‐●●つむ｡一宇＝むつ一●手字今一ロロ画■｡■■■■■ロロ■■ウーロ

樽味団地排水工事
一｡ニニロ■‐■－－－＝＝ﾛ･＝■でむつ●÷●●●｡●◆●｡●｡｡｡‐●■■｡■巳■~■ロロロ■■●■■｡■＝ロロマゥ●今Pやつ●｡●●つ●ー｡ｃい◆

工学部校舎新営電気設備工事
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北吉井団地屋外排水管改修工事

(その２）

北吉井団地屋外ガス管改修工事
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農学部附属農業高等学校校舎新営工事

附属農業高運動場東側防護ネット及び第

３棟東側フェンス増設計画
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Ⅲ構内の遺跡

調査

番号
団地名 遺跡名

調査

次数

調査

種別
調査原因となった工事名 調査期間

調査面積

(㎡）
報告・備考

99715

99716

城北

樽味

文京１７次

樽味

確認

立会

1997年度構内遺跡確認調査

附属農高運動場東側防護ネット及び第３

棟東側フェンス増設工事

19980302 一~〆 19980310

19970311 戸～ジ 19970312

154
ＰＣ●●吟●ＣＣＣ剣

21.2

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ

99717 城北 文京 緊 工学部校舎新営に伴う外表施設整備工事 19980217 愛大埋文報Ⅷ

99801

99802

城北

城北

文京

文京１８次

立会

本格

｢大正天皇お手植えの松」移植工事

総合情報処理センター新営工事

19981108

19981215 一ー 19990802

１

1,192

愛大埋文報Ⅷ
けつの●●句｡●の~●◆｡●｡‐●で●｡●●●■｡●白｡■口■■●’

愛大埋文報Ⅷ

99803 城北 文京 立会 工学部本館等事務室改修機械設備工事 19981214 愛大埋文報Ⅷ
99804 樽味 樽味 試掘 遺伝子実験施設新営その他工事計画 19990128 ーー 19990129 21.8 愛大埋文報Ⅷ
99805 城北 文京 立会 教育学部２号館南消火用水漏れ改修工事 19990311 ３ 愛大埋文報Ⅷ

99806 城北 文京 立会 理学部本館南消火栓管路改修工事 19990316 １ 愛大埋文報Ⅷ
99807

99808

樽味

重信

樽味５次 本格

試掘

遺伝子実験施設新営その他工事

医学部附属病院病棟建設計画

19990316
p■‐■ロロー｡一ロー■ー■‐‐■ロー■■■

19990331

19990721
つのか｡｡●｡｡●｡●司争つ◆一‐●－－画

19990401

979 愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅷ
99809 城北 文京 立会 学生会館ガス管改修工事に伴う調査 19990603 １ 愛大埋文報Ⅷ
99901 城北 文京１９

Ａ次

本格 工学等総合研究実験棟新営電気設備工事

（１期）

19990907 一一~ 19990913 3１ 愛大埋文報Ｘ

99902 城北 文京１９

Ｂ次

本格 工学等総合研究実験棟新営電気設備工事

(２期）

19991201 一 一 一 19991217 4３ 愛大埋文報Ｘ

99903 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営電気．

機械設備工事（１期）

19991006 １．４ 愛大埋文報Ｘ

99904 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営電気．

機械設備工事（２期）

19991025 ～ 19991029 2５ 愛大埋文報Ｘ

99905 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営電気．

機械設備工事（３期）

19991124 毎～ 19991128 3１ 愛大埋文報Ｘ

99906 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営電気．

機械設備工事（４期）

20000128 2.5 愛大埋文報Ｘ

99907 城北

城北

文京

文京

立会

立会

｢大正天皇お手植えの松」移植工事
一二卓｡｡‐●‐つ凸一勺一口守口■■■■‐ロロロ‐■■｡｡■‐■ｑ一＝凸一宇Ｃ心か｡＝｡‐勺宇守宇一一画■■‐■■■■■I■●n--b凸Ｆ一二４－一二-℃Ｌ一当ウニ－J寺1--0■Ｌ－■■－■■ID■ID○Ｆ一■行一

理工学等総合実験棟新営電気設備工事

(その２）

20000125

20000201

2０

８

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

99909 城北 文京 立会 総合情報処理センター新営電気設備工事 20000208 ８ 愛大埋文報Ｘ
99910 城北 文京２０次 本格 サテライト・ベ ンチャー・上゙ ジ ネス・ラボ ラトリー

(Ｓ，Ｖ・ＢＬ.)新営工事

20000214 戸 ～ 〆 20000620 588 愛大埋文報ＸⅣ

99911 城北 文京 試掘 大学会館改修計画 20000216 ９ 愛大埋文報Ｘ
99912

99913

城北
■■旬●｡←一一宇●古

樽味

文京

樽味

立会

確認

城北団地外灯移設工事

農学部生態観察実験のための水田設置工

事

20000216

20000310

１

１

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

99914

99915

城北

城北

文京

文京

立会

立会

埋蔵文化財調査室情報通信設備工事

法文学部講義棟空調電源工事

20000313

20000313

１９

１

愛大埋文報Ｘ
Ｉ■■■■■■■‐■■ゅ年ゅ●●ＰＣ◆◆‐｡●●②●●むっ｡■■●

愛大埋文報Ｘ
99916 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営工事 19990507 愛大埋文報Ｘ
00001 城北 文京 立会 大学会館改修工事 20000829 ー～ 20000830 ９ 愛大埋文報Ｘ
00002 城北 文京 試掘 教育と 全部クレイテニスコート改修計画 20000913 2.2 愛大埋文報Ｘ
00003 城北 文京２１次 本格 基礎１ Ｉ学総合研究棟新営工事（Ｉ期） 20010115 ー ～ ≠ 20010909 1,644 愛大埋文報Ｘ
00004

00005

00006

山越

城北

城北

山越

文京２２次

文京

立会

確認

立会

山越運動場上水管改修工事
ロロ■ロロロロロロ‐ｰ■■今凸や‐÷●ｐ七一争ロロロロ■■■ロロロー■■‐■■●●‐｡●｡■ローーー■毎首I■■■■■ロー‐l■争の■②今｡●全｡●●声■ロロ■■■■11■Ｆ一毛Ｆ一ＴＦ一つ｡､二コ‐亡＝｣ﾛﾛｰｰ

2000年度遺跡範囲確認調査

教育学部クレイテニスコート改修工事

20010115

20010123 へ〆 20010124

20010123 〆～ 20010124

７

3３

１

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ
Ｄ■●ー＝■■■■■■‐■■ー■ー｡‐●◆●◆●争●◆｡｡●●｡■

愛大埋文報Ｘ
00007

00008

城北

御幸

文京 立会

立会

法文学部掲示板設置工事
＝やウゥーー●■■‐■■■■■■■｡■■画韓一■ー●吟●⑤‐■＝■■■l■I■I■ロロ■ロ■ーー‐凸●｡｡‐●●③ロー■■■｡ー■●■■■｡‐●‐●●つ･申●｡‐一一■I■■■■■■■■｡'■■■■･ローＣＣＣ●●

御幸団地外灯設備改修その他工事

20010315

20010316

５

３

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ
OOlOl 城北 文京 同窓会連合会による五葉松移植工事 20010509 ３ 愛大埋文報ＸＩ
00102 樽味 樽味 試掘 農学部寄附建物新営計画 20010607 １６ 愛大埋文報ＸＩ
00103 城北 文京２３次 本格 四国電力による城北団地構内高圧線敷設

工事

20010626 ーー 20010709 17.3 愛大埋文報ＸⅣ

00104 城北 文京 立会 工学部屋外給水管布設替工事 20010801 愛大埋文報ＸＩ
00105 城北 文京２４次 本格 城北団地総合研究棟新営（Ⅱ期）工事 20011001 へ一 20020326 640 愛大埋文報ＸＩ
00106 樽味 樽味６次 本格 農学部寄付建物新営工事 20011115 ＝～ 20020206 1,205 愛大埋文報ＸＩ
00107 城北 文京 立会 事務局構内外灯設備移設工事 20011121 一ー 20011127 ６ 愛大埋文報ＸＩ
00108 城北 文京 〈

云
一
坐 教育学部４号館便所改修電気設備工事 20020326 1.5 愛大埋文報ＸＩ

００２０１ 樽味 樽味７次 本格 農学部２号館改修工事 20020403 一ー 20020523 １７０ 愛大埋文報ＸＩ
00202 城北 文京２５次 本格 情報教育棟新営工事 20020601 〆～ 20021218 1,022 愛大埋文報ＸＩ
00203 城北 文京 立会 情報教育棟用地埋蔵文化財調査に伴う土

木工事

20020515 戸一 20020517 １ 愛大埋文報ＸＩ
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松山市文化財調査報告書11.文京遺跡.l976

松山市文化財調査報告書28.文京遺跡一第２．３．５次調査一.l992

松山市文化財調査報告書30.道後城北遺跡群.1992

愛媛大学埋蔵文化財調査報告１．鷹子･樽味遺跡の調査.1989
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Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

Ｉで触れたように、愛媛大学では埋蔵文化財調査

室･法文学部考古学研究室以外でも、考古資料を保管・

所蔵していることがある。ところが、これらの現状は

必ずしも的確には把握されていない。旧歴史学研究

会保管資料の問題が提起されたことを契機として、調

査室・研究室以外で大学内に保管されている考古資料

について、埋蔵文化財調査室で対応することが、２００４

年度の埋蔵文化財調査委員会で了承された。このう

ち、旧愛媛大学歴史学研究会保管資料は、同会廃部に

伴って埋蔵文化財調査室に移管され、埋蔵文化財調査

室では、まずこの資料の整理を行い、成果を順次公開

していくこととした。以下は、その整理報告の第１段

である。（吉田）

１旧愛媛大学歴史学研究会保管資料

(1)愛媛大学歴史学研究会について

愛媛大学歴史学研究会は1951年に創設され、当初

は歴史学を研究する学生・教員・卒業生で構成された

団体として活動を行ってきた。途中から、学生自治会

のサークルへと位置づけを変えるが、卒業生や教員を

含めた活動が、一つの特徴となっている。週会･例会・

分科会等での日常的な研究活動による成果は、大会発

表や学祭企画などを通じて公表されるとともに、会

誌『愛媛大学歴史学研究月報』が刊行されてきた。活

動の盛衰は何度かあるものの、それでも概ね1970年

代始め頃までは、活発な活動が行われていたようであ

る。『愛媛大学歴史学研究月報』の刊行を年代別にみ

てみると、創立期の1950年代はｌ～３８号、1960年

代に３９～５６号、1970年代に５７～６０号、1980年代

に６１～６８．６９号、1990年代に７０～７３号である。

歴史学研究会における考古学関係の活動について

は、まず1950年代では柴村敬次郎氏による旺盛な活

動が指摘できる。旧北条市の総合調査においても考古

学班を主導し、悉皆調査を実施している。やや空白期

を挟んで1960年代には、今治市相の谷古墳の発見・

調査を契機に、正岡睦夫氏を中心とした活動が活発化

する。1970年代前半には橋本幸男氏・十亀幸雄氏を

中心とした活動に引き継がれ、1973年度からは考古

学分科会が立ち上げられている。とりわけ１９７３年に

は、『愛大考古学研究月報』３冊が矢継ぎ早に敢行ざ

るなど、旺盛な活動が見える。祝谷における資料の採

集はこの頃を中心とするようである。 （吉田）

(2)資料移管の経緯

埋蔵文化財調査室と歴史学研究会の接点は、１９９８

年度に学外から、同研究会刊行文献に関する照会が調

査室になされたことに始まる。調査室では、埋蔵文化

財調査委員会委員で、歴史学研究会顧問であった川岡

勉氏を介して在籍学生に連絡を取った。依頼文献は入

手できたが、既に在籍学生が数名で、同研究会が存亡

の危ぶまれる状態にあった。同時に、採集資料と見ら

れる考古資料が、無造作に部室内に山積していること

を確認した。しかし、容易に手のつけられる量ではな

く、この時点では、同研究会刊行『歴史学研究月報』

について、考古学関係部分の複写を行ったに留まっ

た。顧問の川岡氏からは、同研究会の廃部も視野に入

れて、保管資料の移管先を考慮していることが伝えら

れた。

2003年度末を迎え、ついに歴史学研究会廃部が決

定し、部室の引き渡しが行われることとなった。散逸

のおそれが生じた所蔵資料のうち文献資料に関して

は、同研究会ＯＢが主宰する近代史文庫（松山市紅葉

町）に移管することとなった。他方、土器・石器など

の考古資料については、ほとんど未整理の状態で放置

され、採集場所も明確でないなどもあり、移管先に苦

慮していた。まずは､これら資料の散逸防止を第一に、

大学周辺での活動経緯から大学構内遺跡との関連も想

定され、資料に関する情報を最も蓄積している大学内

の組織として、埋蔵文化財調査室に、資料の移管・整

理と、将来にわたる保管、あるいは収蔵先の選定が、

歴史学研究会顧問から埋蔵文化財調査室長に依頼され

た。これを受けて埋蔵文化財調査室では、まず部室

－４８－



から歴史学研究会保管資料を移管した。そして、２００４

年度埋蔵文化財調査委員会において、同資料の調査室

での整理・保管について承認を得て、具体的な整理作
業を開始した。 （吉田）

(3)資料整理の方法

移管にあたって歴史学研究会部室を訪れた際、資料

は段ボール箱・菓子箱あるいはビニール製ゴミ袋に詰

め込まれて部室片隅に押し込まれ、一部は床にこぼれ

落ちたものもあった。また、資料本体に注記のなされ

たもの､あるいはラベル等により出所を窺えるものも

存在したが、多くは来歴を窺えるような状況になかっ

た。そこで、まずは移管時の収納状態の単位を示す整

理番号を与えることとした。段ボール箱等の大型の収

納単位に親番号を付して調査室に持ち込み、その中で

小分けされた収納毎、あるいは注記により単位を分離

できるものについて、細分番号を与えていった。大別

番号は２桁で０１～３９に及び、細別番号が付される場

合も、０１からの２桁表記とした。これに、愛媛大学

歴史学研究会を表す「ＥＵｒ研」を冠して、「EUl~研

12-03」等と、埋蔵文化財調査室での登録番号を付与

したのである。

長年の放置状態による汚損もあり、登録番号注記の

前に、ほとんどの資料について再洗浄を行わなければ

ならなかった。既に注記がなされている資料について

は、洗浄による注記消失を避けるため、乾いた筆・ブ

ラシ等で軽く挨等を除去し、既注記部分にニスを塗布

してから、洗浄作業を行った。

登録番号は､歴史学研究会による最終的な「整理(保

管）状況」を示すもので、採集単位等を示す可能性は

あるものの、出土・採集地点を直接には示ざない。そ

こで、箱書・ラベル・注記等から、出土・採集地点の

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

わかる資料について、出土・採集地点毎に集め、まず

登録番号内で、そして同一出土・採集地点が想定され

る中で、接合検討を行った。最終的には、出土・採集

地点が明確でない資料との接合検討も行ったが、結果

的には、注記等で判明していた以上に、出土・採集地

点が新たに明らかになった例はほとんどない。また、

歴史学研究会による記録類、あるいは元歴史学研究会

会員からの聞き取り調査においても、出土・採集地点

が新たに判明した事例はほとんどなかった。あるい

は、今後新たに出土・採集地点の判明することもあり

得るが、その可能性は高くないらしい。基本的には現

時点で明らかにできた成果を表８として提示し、これ

を基礎台帳とする。 （吉田）

(4)資料の概要

一通りの整理により台帳化を図った結果、旧愛媛大

学歴史学研究会保管資料は、コンテナ２０箱に達した。

収納時の箱書きあるいはラベルの添付、資料自体への

注記から、採集・出土場所が特定できるのは１２箱で、

残る８箱は出土地に関して詳細不明である。来歴の判

明した遺物は、松山市外採集資料がコンテナ２箱に過

ぎず、ほとんどは松山市内出土・採集資料である。と

くに、祝谷丸山遺跡、祝谷本村遺跡、長谷遺跡など、

祝谷周辺の資料が４箱を数え、まとまった存在となっ

ている。

謝辞；旧歴史学研究会保管資料の移管・整理にあたっ

ては、以下の方々からご協力いただいた。

川岡勉（歴史学研究会顧問)、古谷直康（元歴史学研

究会会員・近代史文庫)、正岡睦夫・十亀幸雄（元歴

史学研究会会員）（吉田）

２１日愛媛大学歴史学研究会保管の祝谷丸山遺跡採集資料（その１）

旧歴史学研究会保管資料中、最もまとまった資料

は、祝谷丸山遺跡（２箱分）と長谷遺跡（ｌ箱分）で

ある。後者は、刊行物が十分流布していないものの、

十亀(1973)によって出土・採集資料の報告が既になさ

れている。一方の前者は、これまで採集資料が公表さ

れてなく、まず祝谷丸山遺跡出土資料から、整理・報

告を行うこととした。ただし、同資料中には比較的多

<のサヌカイトを中心とした打製石器資料がある。十

亀氏によると、打製石錐などの製品は現在も氏の手元

にあるらしい。また、十亀(1978)によってチャート製

細石核、多田(1992)による再検討では模形石器とされ

るチャート製石器関連資料も、採集資料にはある。し

たがって、サヌカイト及びチャート製石器関連資料に

ついては、なお時間をかけて整理し、後日改めて報告
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することしたい。以下では、それ以外の土器・石器資

料の報告 を行 う。 （吉田）

(1)祝谷丸山遺跡の立地と現状（図２３、写真３３．３４）

祝谷丸山遺跡は、道後城北の南に開けた谷である祝

谷のほぼ中位あり、松山市埋蔵文化財包蔵地地図で

は､｢55．北代遺物包含地｣･｢５６緑台遺物包含地｣･｢57．

土居窪遺物包含地」として一括される中に位置する。

祝谷地区は、谷の中心に永谷川（大川）が南流し、

その永谷川にむかって張り出す尾根や、合流する小河

川・開析谷によって、地形的にいくつかのまとまりを

形成している。これらの地形的まとまりと所在遺跡の

範囲については、真鍋編(2002)において既往調査分も

含めて整理されている。それによれば、祝谷丸山遺跡

は、永谷川左岸の丸山川に北を開析された尾根筋に所

在する遺跡である。ただし、南を市の谷川に画された

祝谷大地ヶ谷遺跡とは、大きくは同じ丘陵上に所在

し、その境界は現時点で必ずしも明確でない。また、

丸山川の北西側の永谷川左岸についても、祝谷丸山遺

跡の範晴とされている。

さてそのうち、歴史学研究会において資料を採集し

たのは、丸山川が永谷川に合流する地点より北側の、

東から西へ延びる丘陵上にあたる。1973年の歴史学

研究会による採集時も、また現在においても、その大

半は愛媛県農事試,験場であり、宅地化の進む周辺に

あって、旧地形・遺跡の残存を比較的広く見込むこと

のできる場所となっている。ただしそれでも、南北方

向の主要道路の両側では、宅地開発が進行しており、

1973年段階と現在では、かなり様相を変えている地

点も少 な く な い 。 （ 吉田）

写真３３祝谷丸山遺跡遠景（西から、２００５年８月撮影）

(2)祝谷丸山遣跡周辺の既往調査（図２３）

採集地点周辺では、これまで発掘調査も行われてき

ている。まず、祝谷丸山遺跡としては、永谷川の西岸

で１次調査が行われており、弥生時代中期中葉から後

期中葉の土器と、古墳時代後期の須恵器が出土してい

る（梅木編1989)。また、西を永谷川、東を丸山川に

挟まれた地点が丸山遺跡２次として調査され、中期中

葉を中心に、中期前葉から後葉の遺物を比較的多く出

土している（小林・小原編1990)。祝谷丸山遺跡内の

既往調査は以上であるが、調査原因となった一般県

道「菅沢一松山線」建設は、丸山川東岸の祝谷丸山遺

跡の範囲内にも及んでいる。ただし、その範囲内では

試掘調査により砂層は確認されたものの、遺構・遺物

包含層は検出されず、本調査に到っていない（梅木編

1989)。

祝谷丸山遺跡周辺では、永谷川西岸の祝谷丸山遺跡

最初の調査地点の西側谷部は、松山市教育委員会に

より祝谷六丁場遺跡として面的に調査が行われ、弥生

時代中期中葉の遺物が豊富に出土するとともに、平

形銅剣Ⅱ式１口が埋納土壌から出土している（宮崎編

1991)。そしてさらに上流部では、祝谷六丁目遺跡や

祝谷アイリ遺跡の調査が行われ、後者では弥生時代中

期中葉と後期前葉、そして古墳時代後期の遺構・遺物

が出土している（梅木編1992)。他方、祝谷丸山遺跡

の下流側では、永谷川西岸で祝谷西山遺跡、東岸で祝

谷大地ケ田遺跡がそれぞれ調査されている。前者で

は、弥生時代中期後葉と中世の土壌等が出土してる

(平岡編2002)。後者では、市の谷川と永谷川の合流

部付近で、松山市教育委員会による１次調査により、

弥生時代中期中葉を中心とした遺物が出土している

(梅木編1994)。また、最上流部にあたる２次調査で

写真３４祝谷丸山遺跡近景(南東から､２００５年８月撮影）
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図２３祝谷丸山遺跡位置図（縮尺１/5,000、真鍋編２００２より改変）
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Iま、中期中葉を中心とした遺物・遺構が確認されると

ともに、古墳時代前期遺物の出土も見ている（梅木編

1989)。そして、これらの下流では、祝谷本村遺跡と

祝谷畑中遺跡、土居窪遺跡が愛媛県埋蔵文化財調査セ

ンターにより調査され、特に祝谷畑中遺跡では弥生時

代前期末葉から中期初頭に掘削された大溝と中期中葉

の集落が判明している（真鍋編2002)。（漬田吉田）

(3)祝谷丸山這跡採集資料

（図24～29、写真35～42）

愛媛大学歴史学研究会による祝谷丸山遺跡の調査

は1973年に行われており、確認できる範囲において、

同年６月、１１月、１２月の採集時が、保管ラベル等に

記録されている。採集地点は、先記したように愛媛県

農事試験場を中心とした丘陵先端部にあたるが、農事

試験場内部より、むしろ道路東側からの採集が多い(図

24)。

祝谷丸山遺跡採集と確定できた資料は、量にして．

ンテナ２箱分になる。主体を占めるのは弥生土器で、

他に須恵器、土師器、埴輪、石器などがある。近現代

のものと考えられる資料と打製石器資料を除き、図化

可能な遺物100点について報告する。なお、打製石器

資料に関しては別の機会に報告する予定である。

１～８３は弥生土器で、壷・莞・高坪・鉢・回転台

形土器がある。

１～３１は壷である。１．２は内面に突帯をもつ口

頚部で、ｌは外面にＣ字状と推測される貼付浮文を

有する。３は外面に１条の貼付突帯とへラ描き沈線を

２条以上施す肩部である。ｌ～３は伊予中部Ｉ‐４～

Ⅱ様式（梅木2000）と考えられる。

４～１５は口頚部である。４～６は緩やかに外反す

る頚部から口縁部に到るもので、４．６は頚部と肩

部の境に断面三角形の突帯を１条巡らしている。７

～１５は直立気味または逆ハの字状に伸びる頚部から、

外反して口縁部に到るもので、口縁端部をやや肥厚さ

せる７～１１と、口縁端部を下方に大きく拡張する１２

図２４祝谷丸山遺跡資料採集地点（縮尺１/２，０００，１９７６年編集松山市都市計画図Ｊ５より作成）
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～１５がある。７．９～１１の口縁端部Iまへラ状工具に

よる刻目を施し、７は右上がりの直線文、９．１０は

山形文、１１は格子目文である。１３は内面に円形浮文

を有する。７．１０の頚部と肩部の境には押圧突帯を

巡らす（写真35)。１６～１８は多条の貼付突帯を有す

る頚部である。１６は傾きから多条突帯の最上部と判

断した。１９～２２は肩部で、１９～２１は頚部と肩部の

境に布目痕をもつ押圧突帯を巡らせている。２２は外

面に草本類の茎束による右上がりのナデ調整を施し

た後、クシ描直線文ｌ帯を巡らす（写真36)。４～２２

は伊予中部Ⅲ様式に位置づけられよう。

２３は頚部から緩やかに外反する口縁部で、肩部に

ノの字状の刻目文を施す。２４～２７は拡張した口縁端

部に数条の凹線文を巡らす。２３～２７は伊予中部Ⅳ様

式と考えられる（写真37)。

２８は、やや拡張した端部に沈線化した凹線文を２

条巡らす口縁部、２９は緩やかに屈曲する頚部～肩部

である。３０は天地を逆にしてみた場合、外反する口

縁部である可能性もあるが、胎土から弥生後期と判断

し、複合口縁壷の二次口縁部と考えた。上方Iこへラ描

沈線文を確認できるが、下方は磨滅のため文様の有無

不明である。３１は頚部～肩部で、頚部に直線文を施

した後、縦方向に刺突文を施す。複合口縁壷の口縁部

とも考えられたが、上半部が直線的で、接合部と考え

られる痕跡がない点から頚部～肩部と判断した｡肩部

から頚部に到る屈曲が急である点や文様から複合口縁

壷の可能性がある(写真37)。２８は伊予中部V-l様式、

29～３１は伊予中部Ｖ様式の範晴と考えられる。

３２～４６は婆である（写真38)。３２は小型の婆と考

えられ、逆Ｌ字状に折り曲げる口縁部を有する。外面

は縦方向、内面は横方向のミガキ調整で、外面Iこへラ

描沈線文を施している可能性がある。３３はいわゆる

瀬戸内型尭の一種で、口縁外面に三角形状の粘土帯を

貼り付けて端部を拡張し、その上面にクシ描斜線文を

施す。３２は伊予中部Ｉ‐４様式である可能性が高く、

３３は伊予中部Ⅱ様式と考えられる。

３４～３８は胴部から強く屈曲して外上方または水平

方向にのびる口縁部をもち、屈曲部からやや下がった

位置に突帯を貼り付ける、いわゆるＦ字形口縁の婆で

ある。３４．３５は折り曲げ口縁で、下方に刻目突帯を

もつ。３６は刻みを施さない断面三角形状の突帯、３７

は布目痕を残す押圧突帯を有する。３８は貼付口縁で、

口縁端部を短く屈曲させ、貼付部下端を突帯状の段と

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

する。３４～３８は伊予中部Ⅲ様式と考えられる②

３９．４０は口縁部と胴部の境に押圧突帯を巡らし、

４０は布目痕を残す。伊予中部Ⅳ様式と考えられるが、

３９はＦ字形になり、Ⅲ様式に遡る可能性もある。

４１～４４は<の字状の折り曲げ口縁で、伊予中部Ⅲ

～Ｖ‐ｌ様式と考えられる。

４５は胴部から緩やかに屈曲し口縁部に到り、内外

面にハケ目調整を施すもので、伊予中部Ｖ‐２様式と

考えられる。４６は端部をやや拡張させる比較的長い

口縁部で、外面に縦方向のハケ目調整を施し、伊予中

部Ｖ‐２様式以降に位置づけられる。

４７～７４は底部。うち、４７～５７は壷と考えられ、

５５～５７は大型品である。４７～５２．５５はやや上げ底

状を呈し、以外は平底を呈する。伊予中部地域の壷の

底部は、Ｉ～Ｖ‐ｌ様式まで平底とやや上げ底状が存

在するが、Ｉ～Ⅱ様式では、接地面から一旦垂直方向

に立ち上がってから胴部に到るのに対し、Ⅲ～Ｖ‐ｌ

様式では、そのまま緩やかに外膨らみの胴部へ移る。

口縁部片の時期とあわせて判断するならば、４７は伊

予中部Ⅱ様式の可能性が高く、他はⅢ～Ｖ‐１様式の

時間幅で捉えられよう。

５８～７４は婆と考えられる底部である。５８～６２は

平底、６３～６７は上げ底状、６８～７４は高台状の上げ

底を呈する。７４は底部に焼成前穿孔を施す。髪の底

部は、Ｉ～Ⅱ様式で平底とやや上げ底状があるが、Ⅱ

様式の新しい段階からⅢ様式に、やや上げ底状が顕著

となり、Ⅲ様式の新しい段階からⅣ様式にかけては高

台状と平底になり、前者は口縁部に凹線文をもたない

ものに多い。Ｖ‐ｌ様式では小さくくびれて上げ底を

呈するものと平底のものになる。これらを考慮するな

らば、６３～６５はⅡ～Ⅲ様式、６８～７４はⅢ～Ⅳ様式、

６６．６７はＶ‐１様式の可能性がある。

７５～７８は高坪である（写真39)。７５は坪部で、口

縁部に４条の凹線文を施す。７６．７７は坪部～脚部で、

いずれも外面は縦方向のミガキ調整を施し、接合は円

盤充填による。７６の脚端部はやや拡張きれ、２条の凹

線文を巡らせている。７８は脚裾部で、外面に残存部

で３条の凹線文を巡らせている。７７はⅢ様式の可能

性が高いが、他は伊予中部Ⅳ様式と考えられる。

７９は鉢である。水平方向に屈曲する口縁部と丸み

をもつ胴部をもち、伊予中部Ⅲ様式と考えられる。８０

はジョッキ形土器の把手部分で、伊予中部Ⅲ～Ⅳ様式

に位置づけられる。８１は湾曲からつまみ部と考えら
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図２５祝谷丸山遺跡採集資料(1)（縮尺１/4）
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れるが、器種不明である。８２は外面からの焼成後穿

孔を有する胴部片で、土器片転用の紡錘車の可能性が

ある。孔の直径は約５mmである。外面にミガキ調整、

内面にケズリ調整を施しており、本来は伊予中部Ⅲ～

Ⅳ様式の莞と考えられる（写真40)。８３は回転台形土

器と考えられる。天井部の縁辺部は鍔状に突出し、天

井部上面の縁辺部近くには、わずかに同心円状の窪み

が認められる。なお、天井部と脚部の中心軸には若干

のずれがある（写真41)。

８４～９３は須恵器で、坪蓋・坪身・高坪・壷類・大

尭がある。

８４は坪蓋の口縁部である。天井部と口縁部の境に

凹線状の段を有しており、ＭＴｌ５型式併行と考えら

れる。８５．８６は坪身である。８５は受部から体部にか

けての破片で、受部は短いが体部に深みがあり、受

部のやや下方まで回転へラケズリ調整を施している。

ＴＫ１０型式以前に位置づけられる。８６は一部欠損して

いるものの、全形が復元できる。受部は短く突出する

が、立ち上がりが比較的長いことからＴＫｌＯ型式併行

と考えた。焼きひずみが顕著である（写真42)。

８７～８９は高坪で､８７は坪部､88.89は脚裾部である。

８７は口縁部と底部の境にわずかな段を有することか

らＴＫ４７～ＴＫｌＯ型式併行、８８．８９は端部付近に段

を有することからＴＫ４７～ＭＴｌ５型式併行と考えら

れる。

９０は器種不明であるが、器厚から壷類の口縁部と

考えられる。９１は短頚壷の体部下半の可能性が高い。

底部から全体のｌ／３程度に回転へラケズリ調整を施

している。９２．９３は大尭である。９２は端部を上方に

拡張し、外面に２条の突帯を有し、ＴＫ２３～４７型式

併行と考えられる。９３は口縁部に突帯が見られない

ことから、ＴＫｌＯ～209型式併行と考えられる。

９４は土師器で、甑または莞の把手と考えられる。

磨滅・剥落により本来の外形をほとんど保っていない

が、残存部から上方に向かって緩やかに湾曲する幅広

の形状と推定される。

９５は円筒埴輪の胴部片である。断面台形状の突帯

が１条残存している。磨滅のため調整は不明であるが、

突帯の突出が約６mmと比較的高く、貼り付けも丁寧で

あることから、松山平野北部の中で考えると、５世紀

代に収まると考えられる。

９６は幅広で丸みのある貼付高台を有する瓦器椀の

底部で、１２世紀代と考えられる。

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料
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図２８祝谷丸山遺跡採集資料(4)（縮尺１/4）

９７は石庖丁の刃部片である。結晶片岩製で、錦は

明瞭でないものの偏両刃を呈する（写真43)。９８は砂

岩質の剥片で、節理が発達している。９９．１００はいず

れも加工痕は認められないが、結晶片岩であることか

ら、石器素材である可能性が残る。

このほか図化できなかったものには、弥生土器の小

破片約２６０点、須恵器の小破片約３０点、加工痕のな

い結晶片岩などがある。須恵器片の多くには、内面に

－５７－
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図２９祝谷丸山遺跡採集資料(5)（縮尺１/4）
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図３０祝谷丸山遺跡採集資料(6)（縮尺１/２，１/3）

同心円文のあて具痕が認められ、外面には平行叩き

目、擬格子状叩き目、平行叩き目後カキメ調整などが

残る。他に、底部Iこへラによる切り離しの痕跡を残す

土師器片や土師質鍋の口縁部、瓦器片、備前焼の破片

などが採集されている。

以上、表採遺物を概観すると、その約８割を弥生土

器が占め、次いで須恵器が多く、土師器や瓦器が少量

混じるという状況である。

遺物の表採は、大きくＡ地区、Ｂ地区、Ｃ地区と

いう区分けで行われている。Ａ地区．Ｂ地区は丸山川

左岸にあり、Ａ地区は道路を挟んで西側の県農事試験

場周辺、Ｂ地区は道路を挟んで東側の宅地周辺にあた

る。Ｃ地区は丸山川の右岸にあり､丸山川と永谷川(大

川）の合流地点にあたる（図24)。このうちＢ地区か

ら、全体の６割ほどの量の遺物が表採されている。

丸山地区周辺は北東部に丘陵が位置し、南西側へ向

かって緩やかに傾斜していく地形である。遺物は丸山

川沿いの地区で多く採集されているが、丸山川の開

析は深く、丸山川右岸から遺物が流入した可能性は

低い。したがって、採集資料の大部分は東側から流入

したものと考えられる。表採遺物の大部分を占める弥

牛十器は、全区域から採集されており、時期による分

布の偏りはみられない。一方、須恵器はＡ－５地区、

A-l5地区、Ａ-16地区に比較的集中しており、Ａ地区

の中でも北側に多く分布している。

これら表採遣物から判断するならば、祝谷丸山の弥

生時代遺跡は、弥生時代前期末～後期前半の時間幅を

もち、中心は弥生時代中期中葉と考えられよう。一

方、古墳時代遺跡としては、少量ではあるが須恵器片

から、TK23型式～TK209型式併行という時間幅で

捉えることができる。また、５世紀代と考えられる円

筒埴輪の胴部片も１点、表採されている。紛れ込みで

ある可能性もあるが、東側丘陵部に古墳が存在した可

能性も否定できない。さらに、採集遺物に土師器片や

瓦器片が含まれることから、丸山地区に古墳時代以降

も遺跡が存在していた可能性がある。

（潰田・吉田）
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写真４２祝谷丸山遺跡採集資料(8)

(4)祝谷丸山遺跡をめぐる諸問題

上記してきたように、祝谷丸山遺跡は弥生時代～中

世に位置づけることができ、最も中心となるのは弥生

時代と考えられる。弥生時代においては、丸山遺跡が

所在する祝谷地区には、多くの遺跡が知られており、

これら遺跡群の中で、丸山遺跡がどのような時間的・

空間的位置を占めていたのか、検討する必要がある。

祝谷地区の弥生時代遺跡については、祝谷畑中遺

跡、祝谷六丁場遺跡などで面的な調査がなされ、とり

わけ畑中遺跡では豊富な資料の時期的整理と、それに

基づいた周辺遺跡の消長比較が行われている（真鍋昭

文編2002)。ゆえに、本資料もその分類にしたがって、

周辺遺跡との比較をまず行う。祝谷畑中遺跡において

はＩ～Ⅲ期の区分がされており、先に用いた梅木編年

との対応関係は、畑中１期が梅木編年Ｉ‐４様式～Ⅱ

様式、畑中Ⅱ期が梅木編年Ⅱ様式～Ⅲ様式、畑中Ⅲ期

が梅木編年Ⅲ様式となる。

今回資料化した遺物を祝谷畑中遺跡の形態分類と変

遷に照らしてみると、畑中Ⅲ期に相当するものが主体

を占め、逆Ｌ字状口縁や内面突帯、クシ描直線文と

いった畑中１期～Ⅱ期のものや、畑中Ⅲ期以降にみら

れる凹線文土器なども少量ではあるが確認できる。し

たがって、祝谷丸山遺跡は畑中１期古段階から畑中Ⅲ

期以降まで継続して存在し、特に畑中Ⅲ期を中心とす

ることができる。

畑中遺跡の時期区分に基づいて周辺遺跡の消長を概

観すると、畑中１期～Ⅱ期の段階に、祝谷畑中遺跡を

はじめとして、祝谷六丁場遺跡、祝谷丸山遺跡（丸山

川右岸)(注l)､祝谷丸山遺跡(丸山川左岸)､祝谷大地ヶ

田遺跡が存在する。このうち、住居跡が検出されてい

るのは祝谷畑中遺跡、祝谷六丁場遺跡である。祝谷丸

山遺跡（丸山川右岸･左岸)､祝谷大地ヶ田遺跡は流路・

包含層であり、それぞれ遺跡の東側に集落が展開する

と想定される。祝谷大地ヶ田遺跡に関しては、その東

側に個別に集落があったものか、祝谷丸山遺跡（丸山

霞剰
く時"朱謹､母
町ユヰェ
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写真４３祝谷丸山遺跡採集資料(9)

９

川左岸）の集落と同一の集落なのか、現時点では判断

できない。

続いて畑中Ⅲ期に入ると、これらの遺跡では遺物量

が劇的に増加することとなり、それとともに、祝谷ア

イリ遺跡などの新しい遺跡も出現する。結果、畑中Ⅲ

期の段階で、規模は大きくないながらも、小河川に開

析された間の各微高地上に、遍く集落が展開したかの

ような様子すら窺うことができる。そして、隣接する

集落間は、直線距離にして約２００ｍ～３５０ｍと、互い

を視認できる関係である（図３１)。

ところが、祝谷地区の集落は、中期後葉に入ると規

模が縮小し、祝谷西山遺跡で遺構が確認されるもの

の、祝谷アイリ遺跡、祝谷六丁場遺跡、祝谷畑中遺跡

の集落は一斉に姿を消し、後期になって再び出現する

と考えられる。今回の報告資料の中には、少量ではあ

るが中期後葉の遺物も含まれており、表採資料から判

断するのは早計ではあるが、祝谷丸山遺跡（丸山川左

岸）では、小規模ながら継続して生活が営まれていた

可能性も考えておきたい。ただし、祝谷地区において

各微高地上に展開していた集落が中期後葉の段階で一

旦縮小するという大勢は変わらない。このような中期

後葉における祝谷地区の集落遺跡の退潮と、近傍低地

部における文京遺跡大集落の出現は、その関連性が強

く示唆されるところであろう。

なお、祝谷丸山遺跡（丸山川左岸）採集遺物として

は、以前にもチャートや姫島産黒曜石が紹介されて

いる。チャートに関しては当初、細石刃関連資料と

して報告された（十亀1978）ものであるが、その後、

模形石器であるとの位置づけがなされている（多田

1992)。加えて、今回は未報告であるが、サヌカイト

製の石雛や石鍍未製品、剥片が採集されていることな

どから、祝谷丸山遺跡（丸山川左岸）は、石器生産に

関連する遺跡である可能性が高いと考えられる。

近隣では、祝谷六丁場遺跡（サヌカイト･赤色頁岩・

姫島産黒曜石）や祝谷畑中遺跡（姫島産黒曜石）にお
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図３１弥生時代中期中葉の祝谷における遺跡の展開（縮尺１/5,000、真鍋編２００２より改変）
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いて、弥生時代中期中葉段階の石器製作杜が確認され

ており、当遺跡との関係が注目される。祝谷地区にお

ける石器生産の実態を明らかにする上でも、今後、祝

谷丸山遺跡採集のサヌカイト･資料を整理し、チャー

ト・姫島産黒曜石等の既報告資料も併せて、これらの

遺跡と比較・検討をおこなう必要があろう。

（潰田・吉田）

[注］

１.今回報告している資料の大部分は、これまでに十

亀(1978)によって報告きれている、「祝谷丸山遺跡」

での表採資料であり、これは丸山川左岸に位置する。

一方、祝谷畑中遺跡報告書（真鍋編2002）の冒頭で、

祝谷丸山遺跡２次とされている遺跡は、丸山川右岸に

位置する。これらの遺跡は小字名では同じ「丸山」地

区に含まれるが、丸山川の開析は深く、川を越えて

遺物が大量に流入するという状況は考え難い。そのた

め、丸山川右岸と左岸では異なった生活域を想定せざ

るを得ない。よって今回は便宜上、十亀報告や本報告

で紹介している地点を祝谷丸山遺跡（丸山川左岸)、

祝谷丸山遺跡２次とされる地点を祝谷丸山遺跡（丸山

川右岸）と表記する。
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Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

－６３－

番号 資料内容
歴史学研究会整理

箱書 袋書・ラベル

伏況

注記
接合関係

ｺン

ﾃナ
目ノ01房T苛靭入山IIJ些I刀ロス皇吻､四二Ｌスョ1ZZl

０３ 0３ サヌカイト 82.2.22

長谷遺跡

KB8S １

例
一
Ｗ
一
Ｗ

５
－
５
－
６

０
－
０
－
０

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
垂

一
一

一
一

一
一

函
一

占
必
一
占
ハ
ー

ョ
ロ
ロ
ロ
ロ
一
一
一
‐
｛
、
皿
）
一

一
一

つ
●
●
一
ｍ
酢
’
．
》
、
●
●
一
ｍ
一
‘
．
一

一
■

屋
参
一
《
《
『
．
．
一
・
多
言
釦
『
‐
・
一

江
一
加
如
一
一
一
・
●
一
和
“
一
一
一

ヌ
ー
ヌ
ー

サ
ー
サ
一

サヌカイト１点

■■｡●･ｃｃ■■‐ロロロロ■ローｃｃ｡＝｡＝由■■I■■I■■一言●4-I●1-一
一■■■■■｡｡●●つぐむ｡■■■■■‐‐‐｡◆一ｐ◆●ロロロロ■■■■‐■■今｡⑤ロウロ●■■一口ロロ■Ｃ●｡＝ロ--1■■■■

ー‐ウーＰ‐■■■■■■‐企②むら●＝ご■■■■■■■ロー●口宇●や＝⑤‐■■ロー■■ニニロ宇毎一＝‐吟守■ロー■ｰ｡■一･画一

ＫＢ８

ＫＢ８

ＫＢ８

ニニニ●‐●申Ｃ●＝■■■l■■■ー■●ニー●ＣＣＣ－香■■■■■■■■一二毒｡●吉二

つ画一･■'■■I■I■I■■■ニー句宇●っ●ゥ匂一■■■■I■ー｡‐公一全．っ■，___-1■■

１
匡
１
》
１

０７ ０７ サヌカイト１ 占
ｊｈｂ， ＫＢ８ １

０７ 0８ サヌカイト１ 占
Ｊ、，、｡ ＫＢ８ １

０７ 0９ サヌカイト１ 占
Ｊ０，、 ＫＢ８ １

０７

０７

０７

１０

１１

１２

サヌカイト１，’
●●●●■■■■■■‐‐●Ｃ●‐｡｡■■ロロ■ロロ■－‐Ｃつ◆｡●｡■

サヌカイト
由■■■■■写●●●●｡｡｡●＝■■■■■‐－●｡｡●●

サヌカイト

１
口■■■■

１

■
●
■
●

占
無
占
州
一
占
価

ロロー･●●●｡＝■I■■■■■■■■■｡●●ゅ｡②■l■■■■■‐■■●‐●一｡⑤｡'■■■■＝■■■｡●●--●｡■■■■一一二一
ＫＢ８

KB8

ＫＢ８

１

１

１

０７ 1３ サヌカイト１ 占
ｊ、，、 ＫＢ８ １

0７ 1４ サヌカイト１点 ＫＢ８ １

０７ １５ サヌカイト１点 ＫＢ８ １

０７ 1６ サヌカイト１ 占
Ｊ０，、 ＫＢ８ １

0７ １７ サヌカイト１点 ＫＢ９ １

1５ 0５ サヌカイト１１点 ＫＢ８Ｓ １

１５ 0６ サヌカイト４点 ＫＢ２Ｗ １

１５

１５

１５

７
－
８

０
》
０

0９

サヌカイト３点

サヌカイト１点
や●し｡＝■＝■■ロロロロの●Ｐ●‐の③｡⑤■■■‐■■■ー ｡‐｡●②｡●Ｏ●や■■ロー■‐■■ー ■一◆‐~＝むつ●■■－ﾛﾛﾛー ｰー のー－●－－守守一一■■■‐■－■争色｡●一●●ロロ■■■■■■■■■■●●

サヌカイト１点

ＫＢｌ

ＫＢ２Ｔ

ＫＢ７

１

１

１

１９

１９

０１

0２

サヌカイト１１点
■■■■■字｡Ｃ●●●●守つむ■■■■■■■■ー●Ｑ今｡●ゆゆか‐■■■■■■■■■■卓＝｡■｡サー●■‐‐■■■‐■■‐｡｡●●申凸口■■■■ロロロロ■■■牢●●の｡｡●■■－■＝■■■■－■一年◆●－■ロ色

サヌカイト２点

ＫＢ７

ＫＢ８

１

１

3８ 5５ サヌカイト１点 土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

ＫＢ７ １

后Iﾌ1-1県信毛巾栢毛只琢仕iエメ亘物

0５ ０７ 縄文３点，二枚貝６点 ＳＵＫＵＭＯＥ・Ｗ ２

１２ 0８ 縄文３点 ＳＵＫＵＭＯＥ・Ｗ ２

lム島県僧山巾早Ｆ１十軒j亘跡世i土遺物

3８

3８

5３

5４

中世土師器４点

須恵器(壷・喪)各１点，土師質土器１点

土器類未整理

Ｈ・’０．３/１

歴研草戸千軒

歴研草戸千軒

草戸千軒

02-01,12-01

２

２

|口小出１１１｣小仕l深山孫集配Ｉ

１２

3５

０７

3６

チャート石塊

チャート石塊 丸山対岸

小田深山74.8.1
■争口●ｑ●●◆や●＝｡古‐■■■■■■ロロ■■■■■■－■■｡■旬･◆●句｡＝＝●＝ローーー

小田深山74.8.1

２

２

|目里信111｣辻i土遺物

2１ ０１ 弥生中期（壷・婆）３点 重信町下林見舞野 ２

2１

2１

0２

0３

弥生１点

土器小片

重信町八幡神社裏山

標高230ｍ山頂地図番号（Ｂ）
｡｡‐●･◆●｡●●＝＝■｡■■■ロロロ‐■■‐■の●◆●‐●‐◆｡●●●●わ■ロロ■■■■■■■■■■■■■｡｡●ゆ･－句宇一｡｡｡■

重信町南側丘陵部

重信町八幡神社裏山 ２

２

3９ 4５ 須恵器(婆）１点 土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

重信町西岡姥ケ谷池西方

73.12.18

２

|日中局111｣出土遺物

3９ 4４ 土師器，須恵器，中世土師器 土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

中島．三島神社境内 三島神社 ２

Ｉ目北条而耕城３号墳出土遺物

3９ 4２ 埴輪（円筒）３点 土器類未整理

Ｈ・’０．３/１

新城３号墳 新城３号墳下 ２

伊ア巾各池古墳出土遺物

3９ 4３ 埴輪（円筒・朝顔） 土器類未整理

Ｈ・’０．３/１

客池古墳840617 840617客池古墳 ２



－６４－

番 号 資料内容
箱 書

歴史学研究会整理状況

〒一…一………一一一一…~『~………荏一記…~……
接 合 関 係

ｺン

ﾃナ

鯉i１１市押公力｣11滑跡串十潰物

祝谷lOl64丸山

Ｋ氏宅地出土弥生'7３．１１

祝谷1016 ３

祝谷10164(丸山）

Ｋ氏宅地出土弥生７３．１１
一一一一畠■dpL－．－－．－J＝ここI凸Ｆ－１ａＦ－●Ｆ－→■■■■‐‐＝や字画ナゆつ一●一一Ｃ●ロロ｡■■■‐‐Ｃ一つ一一－一二一●一｡■

祝谷1016-4

Ｋ氏宅地出土弥生土器

祝谷1016-4(丸山）

Ｋ氏宅地出土弥生1７３．１１

祝谷1016-4

Ｋ氏宅地出土弥生

祝谷lO164丸山Ｋ氏宅地

出土弥生･須恵７３．１１

祝谷1016

祝谷lOl6

祝谷1016

(祝谷1061含）

祝谷1０１６

祝谷1016

0１－０４．０６

0１－０３．０６

、01-04.03

17-01

３

３

３

３

３

祝谷10164丸山

Ｋ氏宅地出土弥生1７３．１１

祝谷1016-4(丸山）

Ｋ氏宅地出土弥生７３．１１

二一二二÷一一｡◆垣全今=②｡ニーーー■■一一I■■■■｡■■●むつ‐●や｡●●一今の‐ーＣ一‐｡｡■ロロ■‐＝＝春‐こつ◆ママ◆｡●

祝谷丸山（６丁目)1045の３

Ｋ氏宅地炉祉部出土遺物

祝谷丸山Ｎ氏所有みかん畑

(農事シケン場東）

73.616採集
＝ ● 一 ・ 一 ＝ ‐ ＝ Ｃ ＝ 一 一 二 口 一 ■ ■ ■ ｡ ｰ ■ ■ ■ ■ ■ ｡ ● ■ ■ 春 一 宇 昏 宇 申 一 宇 ‐ ｡ ← 守 一 ｡ ÷ ＝ 画 一 ニ ー ニ ロ ニ ｡ ｡ ■ ■ ‐ ご ● ■ － ご － ＝ － 屯 一 旬

祝［谷丸山Ｎ氏所］有

みかん畑

祝谷1016

ﾄ･◆●●｡一｡一■■■■■＝■■＝‐｡＝ご

祝谷1016

丸山Ｎｏｌ４

３

３

３

４

４

４

４

丸山遺跡1974.1.31.採集

石錐ｌ尖頭器（？）ｌ剥片

２

祝谷丸山農事試験場Ｎｏｌｌ

73.613土器4O須恵１石錐１

はく片2２

丸山農事試験場Ｎｏｌ２

73.6.13

祝谷丸山Ｃ区１

丸山142祝谷

730613丸山

730613丸山

４

４

４

４

祝谷丸山６月１４

石器類：石錐２その他多数

丸山１４ ４

松山市祝谷丸山１９７３６１６

⑱石器類

丸山（松山市祝谷）

１９７６６１６（土）

丸山ＮＯ２

730616丸山

730616丸山

丸山

４

４

４

25
,■■香■＝

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

3９

3９

3９

3９

3９

７
〈
１

０
－
０

0２

0３

０４

0５

0６

0７

2１

2２

2３

2４

2５

弥生・須恵器，片岩
p 句 画 Ｐ Ｃ － Ｐ Ｃ ◆ ゆ Ｃ Ｃ － ･ ◆ 写 ｡ 一 一 一 ‐●凸今●‐凸●凸のｅ一｡‐二一■■ｰ■■■‐■■■■■ロ■■ロロロ■■‐■香一＝ママロロ寺宇守●ー‐ご②や●●●◆●＝●ー一つ｡←●争手一色むつ心｡一一凸＝~△手心●一

土器小片

弥生中期 ・ 須 恵 器 ′

弥生小片

須恵器，サヌカイト剥片，片岩剥片
、ロロローウウｂ‐つ●●◆寺●寺◆●●巳つ●◆むつＣ一句ひ一二一つ一ニーローロ■ローヰニ■■■■■■■■■ロ■＝ウー香■■＝●｡□●●◆ーむせ●一一つや◆｡一ＣＧＣ｡‐●‐凸‐◆ニーーニーー。｡‐卓ロロ■｡■■

弥生・須恵器，サヌカイト剥片

須恵器，サヌカイト剥片

土器小片，サヌカイト原石・剥片，磨石

弥生

弥生(把手・妻）２点
｡｡？●●｡■●■つら◆●●●●｡ー｡●｡‐●■ー‐＆｡‐巳一一一■■ロロロロロー■‐■ロロ■ロロローウ●

弥生，近現代陶器
一二壱一壱二ニニーニニー一一一一一一一一 一一ロー■‐■■｡＝■‐■｡■■~■■＝｡■‐ウマ寺春●－●ー申Ｃ＝‐ｰ｡｡◆一勺③一一凸字一らロー●ニニー｡｡■｡‐●■■｡■‐＝｡‐Ｃ‐●マーーー●◆~申令一一一つや

サヌカイト剥片，片岩剥片１点，

他剥片１点

サヌカイト石核１点

土器類未整理

Ｈ，１０．３/１

丸山Ｎｏ５

祝谷丸山Ｎo１３７３．６．１３

土師器１０片

祝谷丸山Ｎo1373.6.13
の 一 や ‐ － 句 ⑪ ● － － ｐ ■ ■ ■ － 口 ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ロ 守 口 ● － － － ＝ ‐ 寺 ● ゆ む ロ ー ゆ や ｡ － ｡ ◆ ● 一 ｡ ÷ ‐ ｃ ● ● ● 申 ● － ● ー ● や 中 ● ● ■

祝谷丸山Ｎo1373.6.13

弥生土器片１６片

祝谷丸山Ｎo１３７３．６．１３
●ゥ｡｡●一・つ‐■●ｐＣＣｐ｡‐●句｡｡■■●巳‐■■－－－ロー■■ロー■＝＝■＝②－－－つ＝つ●●ＣＣＣＣｏ－｡｡●･■●●－凸｡●

祝谷丸山農事試験場Ｎｏｌ５

73.613弥生ｌ須恵１石錐１

半製品lはく片1０

松山市祝谷丸山

１９７３６１６(土）１６石器類

松山市祝谷丸山

１９７３．６１６１７石器類

丸山遺跡

丸山； 貴跡

丸山 貴跡

丸山遺跡

丸山遺跡

丸山

祝谷丸山

祝谷丸山

丸山

(祝谷)丸山

祝谷丸山１４区

４

４

４
－
４

４
－
４

４

４

４

４
－
４

４

４



－６５－

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

番号 資料内容 歴史学研究会整理

箱書 袋書・ラ ベル

伏況

注記
接合関係

ｺン

ﾃナ
3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

サヌカイト剥片

サヌカイト剥片１点

弥生１点，サヌカイト剥片４点，
石庖丁片１点

弥生・瓦器４点

サヌカイト剥片３点
■■■‐‐■●●●■●｡‐■■■■■■ロー■牛｡●⑤＝■■■■■■■｡■凸●申け②ご■■■■■■‐凸

弥生・須恵器５点

，チャート剥片２点
｡‐ロー■‐■■ｰ■■二○●●一句｡■■■■■■■■‐‐①｡●守口ロ■■ロロ■｡‐凸｡ー●Ｐ■■－口■■ロー■

サヌカイト剥片１点
■■■■■｡‐●缶申一ウロ■■■■■■｡■の●つむ■■■■ロロロ｡●■Ｃ守一むむ■■■■■■■凸今つ凸守再ロー■■■ー■｡■‐今Ｃ●むご■■■■■■■●｡●角｡‐中■ロロロロロロ■■｡‐ＣＣＣ守一■■■■○二■

サヌカイト剥片１点

土器類未整理

Ｈ，１０．３/１

丸山遺跡１４区

丸山１４区４

丸山遺跡２３区

丸山 貴跡Ｅ区

丸山 貴跡Ｅ区

丸山 貴跡Ｇ区

丸山Ｇ区

丸山Ｇ区

丸山１４区

1４４

丸山２３区

丸山Ｅ

丸山Ｅ区

丸山Ｇ区

丸山Ｇ区

丸山Ｇ区

４

４

４

４

４

４

４

４

'1ム山１１｣Ｔルィゴ.あご1ゴュＥＩＩ'’１，山エス皇ｨ勿

0３

0３

０１

0２

弥生中～後期(壷・蕊）

弥生小片，中世土師器

82222

長谷遺跡 82.2.22長谷遺跡

長谷 ５

５
１４ ０１ 弥生中～後期（壷・尭)，土師器(高坪)，

須恵器(坪・婆）

長谷遺跡 長谷 、14-02,17-07

24-01

５

１４ 0２ 弥生中～後期（壷・蕊)，

須恵器(坪・喪・ハソウ）

長谷遺跡 長谷 14-01,17-07

24-01

、 ５

１４ 0３ 弥生，須恵器(坪・高坪・婆） 長谷 貴跡 長谷 ５
１４ ０４ 弥生中～後期（壷・婆） 長谷 貴跡ｌ区 長谷ｌ区 ５
１４ 0５ 弥生(壷底部）１，鳶 長谷 貴跡ｌ区 長谷１区 ５
１４ 0６ 弥生(壷・喪)，須惹器(坪・髪） 長谷： 貴跡ｌ区 長谷ｌ区 ５
１４ ０７ 弥生中～後期(壷・妻・高坪)，

須恵器(坪・尭）

長谷遺跡２区 長谷２区． ５

１４ 0８ 弥生中～後期（壷･蕊･高杯)，土師器(蕊） 長谷遺跡３区 長谷遺跡３区 ５
1４ 0９ 弥生，須恵器(壷） 長谷遺跡５区 長谷５区 ５
１４ １０ 弥生(壷・蕊・高坪） 長谷遺跡６区 長谷６区 02-01,39-01.

3７，２４０１．０２．

0３

５

１４ 1１ 弥生（要底部）１ 占
ｊｎｂ， 長谷 貴跡９区 長谷９区 ５

１４ １２ 弥生・須恵器小片 長谷 貴跡１２区 長谷１２区 ５

1４ １３ 弥生（壷底部）１ 占
Ｊ０，、 長谷 貴跡１３区 長谷遺跡１３区 ５

１４ １４ 石鍍先端１点 山田池東岸(長谷）

集落杜Ｎｏ６７区

607長谷 ５

1７ 0７ 土師器，鉄器？ 不詳
、14-01.02

24-01

５

2４

2４

2４

2４

2４

０１

0２

0３

0４

0５

弥生(壷・蕊・高坪・器台）

弥生，須恵器

弥生(壷・妻）

サヌカイト剥片５点

円柱状？片刃石斧１点

長谷 長谷遺跡

長谷遺跡

長谷遺跡

長谷遺跡

長谷遺跡（山田池東岸住居杜）

Ｎｏ６－１区、２区、４区

長谷

長谷

長谷

長谷

長谷

0２－０１，１４０１．

０２．１０，１７－０７

2４－０２．０３

３９－０１．３７

、

、

02-01,1410、

2４－０１．０３

３９－０１．３７
、
、

02-01,1410、

2４－０１．０２

３９－０１．３７

、

５

５

５

５

５

3２ 0３ 弥生・土師器 祝谷長谷遺跡 ５

3９ ７ 弥生・土師器 土器類未整理

Ｈ・’０．３/１

|田池東岸集落杜７区

1年９月採集

|田池東岸 2４０１．０２．０３ ５



－６６－

番号 資 料 内 容
歴 史 学 研 究 会 整 理 状 況

｡②写■‐■‐●｡●、｡■■■■』■ロロロ■■ご＝＝で●ゥつゃ字っ●①一｡‐一勺ﾛ■■ロー■つつ｡●‐●･ｃｃ今｡ゅ‐■■■ロロ■■■むむ‐｡‐●‐｡｡の●｡■

箱 書Ｉ袋書・ラ ベル

由むつ●Ｃ●

●

、

つ◆●●●ゆ早守一■－－１■l■■■－ウロＣＣＣ◆｡｡｡｡｡■ロー－画■■‐■＝ロー告●●

注 記
接合関係

ｺン

テナ

鯉111帝押公七111糟跡針崖？串十ﾔ皆物

丸山対岸

丸山対岸

------1口ご'二宇筈全一君ニーーロ■■■■■■■－香一寺●●･●‐･争牟■｡■二－1■■■ロー■＝●○つ申ｃ｡●ｏ争巳‐■■■■■

二言=ＩＣ●Ｆ〒一一一面11-＝■ｰ＝■画中中ＣＣｍゆ｡‐ユ争■‐』■■‐ロー守口■●一一やＣ一＆一■‐■■I■ロローローロ‐‐ｰ‐つら◆●

吾=Ｔｄ宇一やＦ－ＴＦ－■■‐■■■ロー●●｡一由‐｡｡●｡■■■●I■■吟■■‐●一つ･勺一午･つ●ニーロ｡一■ー彦＝ご＝Ｃ‐●つ旬

■■■■■■■'---1巳与幸二==◆‐凸一一○■■■■｡｡■－■●●や申一●●●一●のー■ロロロ●■●昏一●●今◆◆一つ一ニロコーニ■I■■

----1年二二壱＝うの■Ｆ一一,■■■＝■■■■■Ｃ●■｡◆●Ｃｅ◆●一年■■■｡■■■‐■わ●‐●●つつ●◆凸■■■ニニー■ロロ■守口矧

吾一=々一七I,－－，■一一■ロー'一一二,ＣＧＣ●っ＝争争｡■■二口■ロー●－･ひ寺◆■◆一●一Ｇ年‐■■ロロ｡‐■■｡‐‐●●つつ●●ｑ

－－－ＩＴ－－－－■■■Ｌ__●●こ手=●｡＝亡一一､｡ｰＦ一一■I■‐■‐ローロマつ◆己争ゆ◇●一｡一｡'■ー‐■■■‐‐＝勺●｡①｡~‐●｡

一一畠■｡,l■＝,一一三,ゆゆ●今｡‐②｡‐■■■－■■■■I■■■－－守寺一●一②●◆‐●一争凸‐■■■■■■‐■＝中一ＣＣＣ●争＝｡

今ﾆｰｰ勺一℃,－１■■■－＝ロロむつ埠申●Ｃ●守つ~＝Ｃ●ロロ■■■■■‐■＝わ‐●←●●●やつ←●の凸凸｡ｅ■｡｡●■‐‐■ーー●四

－一一三口■■－－－－ターニー｡●』÷言昔一二凸'一一一､‐■骨一一■■｡■ロー守口で一宇Ｃ＝ー苧一一■ニニロニー■■‐‐＝寺Ｃ‐③｡●寺字句

一一_ＩＣ｡こーーョ●‐｡■■■－■■I■■■■■■ロ■●つむの‐●●●●■｡■ロロ■■睡一＝＝＝＊＝っ●つつ◆ｏＣＣ●●■■｡■■■■■l■

=か●ひつ｡‐■凸,－－，Ｆ一■■I■■■■‐■寺一春寺‐●一｡■｡■Ｐ心つＬＰ■一○一■■‐｡■｡■‐ローーーー●‐‐●今＝◆Ｐ二二一巳一｡

__､◆吉･△1｡｡－－１｡■ら｡'■■』■ロロロ｡‐＝‐＝づつ寺｡●●中｡ＣＣ－の一｡■＝■■●■｡■●‐‐●‐寺●や由一ウー｡一の｡画一今凸二一■

こ寺幸二全=わ●ニーヨー｡｡■■■■■■■I■■■■口一口⑥●●◆‐｡一◆今一争｡‐｡｡‐●■｡●■I■■■■■●‐＝マウむつ●◆缶■

Ｃ３．６

Ｃ８Ｎ

松山市祝谷出土遺物

妬
一
価
一
価
一
肥

0２

５
－
８

０
－
０

須恵器(ハソウ略完形）１ 占
Ｊ､,、

弥生(壷）
Ｃｏｏ●●●｡■宇守◆◆一●●‐●■凸ｐニニユニニー』■｡■ロロロ■＝l■■ロー－画■■ロ■■●－◆‐●句●｡■ロロ■⑤■●･や←●今◆｡＝‐‐●ニーニニニー■二一口ロロロ‐●‐ー■‐』■＝ロロローご‐●●守一｡●

須恵器(高坪）１点
■■■■－■－口｡■●－－Ｆで■一宇守●つ● ‐ 一 一 一 今 ‐ わ ｡ 凸 ▲ ‐ 一 一 二 一 ■ ■ ■ ■ ロ ロ ■ ■ ー ｡ ■ ■ ■ ■ ｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ■ ー ■ ‐ ｡ ＝ や 字 ■ や ‐ 中 し 申 一 一 色 ロ ｡ ① 一 一 Ｃ － Ｃ Ｃ － 中 ‐ ｡ ‐ ● ｡ ■ ‐ ‐ ‐ 一 ■ ■ ■ ｡ ■ ロ

弥生(壷・妻・高坪)，土師器(婆） 裕谷歴研所有

祝谷ＮＣ ８遺跡

祝谷No.８遺跡

松山御幸山麓

祝谷Ｎｏｌ７

８
－
８
－
８

８

２
－
２
－
５

１
－
１
－
１

1６

班
一
助
一
助
一
助

2２

0６

５
－
１

１
－
０

0５

0６

０７

0８

0９

須恵器(蕊）１点

弥生中期（高坪）１点

弥生中～後期(壷・妻・鉢・高坪)，

土師器，須恵器(坪・尭・脚)，布目瓦，

土師質土器（三足羽釜)，片岩

土器小片，石

弥生中期（壷・蕊）２点
■■‐■香＝＝■■画昏●｡●ご●むつ｡◆つ②●－◆つつ◇｡■｡‐‐ロー■■ー■■■■｡■■唾一■‐■■■ロ｡｡ＰＰー

須恵器，サヌカイト剥片他

弥生，サヌカイト剥片他

弥生，須恵器，サヌカイト剥片，石核，

磨石２点
●ロー●つむ二二二二=言告一吉一一一一一一一一一一一一一一℃■｡■■■■■ローローーーーーウーゆ◆■●‐●凸の牢●｡‐｡一｡｡｡｡‐｡｡■‐ご■＝守口ロ■寺＝●Ｐむつ一つつ｡一や凸今＆ー二一凸公凸｡■■■■■■

須恵器(ハソウ）１ 占
ＪＱ，、

弥生土器（中期口定）出土．

祝谷５丁目Ｎｏｌｌ地点

弥生土器土師器須恵器出土

地.祝谷６丁目Ｎｏｌｌ地点

祝谷［本村柿谷］

｢古墳調査票」伴一

写一一吾寺＝ぞ一一一一一弓■■‐ロロ■■■』■■I■■■■■－－＝ひ－－つ●●｡●｡ｃ＝ー今･●ロ■‐巳一■‐■■■一色一＝一宇＝ウー③｡｡

Ｎｏ３
いー◆●●｡■‐争一印■I■■■■ロ■■■■■■ロ｡■ロローマ｡＝ＰＣつ今◆－｡｡●－今■ーニーー■｡‐■■■■■■＝－■＝むゆ■寺句つ旬

Ｎｏ５剥片９

Ｎｏ８

Ｎｏ９

祝谷２号墳

祝谷

祝谷山田池南岸

８

８

８

８

８

８

８

８

８



－６７－

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

番 号 資料内容
歴史学研究会整理

箱書 袋書 ・ラベル

伏況

注記
接合関係

ｺン

テナ
2３ １２ 須恵器(坪）１点 山田池西岸 山田池西岸 ８
2３ １３ 須恵器片 出土地不明スエ器 ８
2５

犯
一
詑
一
弱
一
釣
一
羽

3９

3９

3９

3９

0８

１
－
２
－
５
－
４
－
５

０
－
０
－
３
－
３
－
３

3６

3８

5２

5３

須恵器１点

弥生
●｡●｡●②I■■■■■■Ｃ●●ゅ｡●口■■■■■■■■-つ●勺｡｡｡■■ロロ■二二●今っっ●■■■■■■■■■｡●｡｡●ゅ■－－■■‐■●‐今●◆今｡■■■■■■■‐■●●●●●■ロロロロロ■■年凸｡｡●｡■l■

弥生・土師器・須恵器
ローーー■■‐■■■｡●①寺■ロー■■I■l■■｡‐いむ｡ー●■‐＝■■■I■■凸⑤‐○口やー■■■■■■■今の●･マーロ■I■■■■■■凸｡｡ご守画■■■ロロ■■ローーＣ守守守一ロ■■－－－邑争｡◆●＝■－■I■■■■

弥生（壷）１点
■■■-口●の｡｡●●■■■■＝I■■‐｡‐●｡●毎l■■■■■I■ニロゥ｡｡‐■■■■■■■ー■●口守●｡■ロロ■■■■■■｡①●●し■■■■■－■ゅ｡●●●‐｡＝■■■I■■■I■‐●令●むつロ■■■I■■■■■｡‐●

弥生，須恵器，瓦，土師質土器
■●の｡■■ロ■■■I■一■｡●｡●●ー■■■■■ロー■●■●‐｡｡●■＝■ロー■■句旬一句中守■■■■■l■■■Ｐ●ー●つつ＝■■I■■■■■■字年一●‐ロ■■ロロロヰーニ●●●●＝＝＝■■‐■‐■一●っ｡①｡■■

弥生，土師器，須恵器
石雛

蒜聖.r煮…………………………………………………
申一二●●◆●｡■ロー■■■■｡‐●‐◇ロロロ｡■‐■■‐■■‐｡‐ロ｡●■■‐■‐■■■一二・●●●■■■■■■■■写ＣｃＣ－＝■■■■■■■■ニニー一一｡●守口■■■■■｡●●●｡｡●■■■■■■■‐－｡‐

弥生，近現代陶器

弥生１点

■■‐■‐‐■●●●●‐‐■I■■■■I■一・｡｡●画一■■■ロー■■－■碇吾弓

一口‐●●口で■■■■■■■写｡●｡ー守寺■■■■■■｡■一全つ●●一宇ロ■

丸山対岸
ロロ■■■■■■年●年ＣＣＣ②＝■■■■■■■｡｡●守●やロ■■■■ｐｑ

土器類未整理

Ｈ・’０．３/１

Ｎｏｌ８古墳

祝谷一山田池底遺跡１０/2４
●｡■■■■■■■凸争｡●｡●つむローI■■■■■■■写凸●●心毎つ｡■－－■■■■‐●一句◆｡－むむ－口■■■■■ら‐●争●ＣｐＣ－■■

祝谷山田池南岸

ＰＣの寺ロロロ■■■■■■■‐ら●◆｡←■●ロロ■■■■■■写字｡‐●｡■■－■－■■■‐－－｡Ｐ凸●●●○一■■■■■■■■■●●■■

(祝Ａ）

山田 也840523

山田 也840523

常信寺裏

(祝Ｂ）

Ｎｏ８

祝Ａ

840523山田 也

840523山田 也

常信寺裏

祝Ｂ

況谷五丁目

凸●や~ウーー■I■ロロ■争二②②勾缶■●●●■■■I■I■I■■■戸=亭｡●こーゴロ■

■■■■■■車一●｡●●守口●■ロ■■■■■■｡●･●①｡●ロロロ■■■■■申■＝＝

●｡‐凸｡■＝■＝.■■■■■ニー◆申一｡◆句＝■ロ■I■I■■■■一一・｡●ニーマロ

ロロロ■■■■■■●●やロロロ■■■■■■■■■凸●●単●■ロ■凸■■■■ 年号言

８
－
８
－
８
－
８
－
８

８

８

８

８

８

'11ム山ＩＩＪノくぷｽ塁助U,山エス皇１勿

2２ 0５ 弥生１点 愛媛大学理学部 ９
3９ １２ 弥生（高杯）１ 土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

文理部 ９

'1湾山IIJ晒山躯．』肌ｕｌ江Iエス昌物

１５ 0３ 近世平瓦 86.3.21Ｙａｍａｍｕｒａ

ニノ丸中櫓附近Ｉ

９

１５ 0４ 近世平瓦 86.3.21ＹａｍａｍＵｒａ

ニノ丸中櫓附近Ⅱ

９

3９

3９

１０

1１

弥生（器台）１点

弥生１点

土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

40.城山

城２

05-04,39-01 ９

９

稲瓜山叩一~ノ蛎永ロ槙江Iﾕﾆｺ夏物

3８ 5２ 埴輪，土師器，須恵器，瓦器，

サヌカイト剥片，石

土器類未整理

Ｈ・’０．３/１

二つ塚古墳周辺の畑

1９８４４１８

９

1酉山I~1ｺ刀K豚ロム貝江iﾕﾆﾇ夏物

3９

3９

3９

3９

4０

4１

土師器，須恵器

須恵器１点

土師器２点

土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

永塚古墳820606

永塚古墳19840418

永塚古墳84017 840617永塚

９

９

９

幡山巾畑原山の端江i工皇逼物

0５

1２

0３

0２

須恵器(短頚壷半完形）１点

須恵器(完形坪）１ 占
ｊ０，、

7６

姫原山の端

１０

１０

惟山巾古膝局戸氾出土j亘物

3２ 0４ 弥生・須恵器 吉藤町高戸池底遺跡１０．２３ １０

松山巾合''1｣丸山池他出土遺物

2２ ０１ 弥生・土師質土器３点 谷町丸山池北斜面 １０

2２ 0２ 土師器(移動式竃）１点 谷町丸山池東ヨリ北

斜面

１０

2２ 0３ 弥生前期末～中期（壷）１ 占
Ｊ、，、 谷町丸山池東斜面 １０

2５ 0９ 弥生・土師器・須恵器 谷町・丸山池

(北斜面の西側部）

丸山 １０

2７

2７

2７

2７

2７

2７

2７

2７

０１

0２

0３

0４

0５

0６

0７

0８

弥生中～後期・土師器・須恵器（坪・婆）

弥生中期（壷頚部）１ 占
Ｊ０，、

土師器・中世土師器・土師質３点

弥生（脚台)，須恵器(坪・蕊）

弥生後期(蕊),土師器(婆),須恵器(坪･蕊）

弥生(壷・高坪)，土師器(喪)，

須恵器(杯・妻)，土師質，瓦質，片岩
土器小片

弥生・須恵器小片

潮見・谷町

丸山池出土土器

北命}面東丸山 也

北＃ }面東丸山 也

北＃ }面東丸山 也１１/２土師器

北＃ }面

潮見・谷町丸山池東斜面

11/1２

南より東斜面弥生９須恵2４

土師３０石器１

大谷池

Ｏ氏所有畑

谷町丸山池東斜面

１０

1０

1０

１０

１０

１０

1０

１０

松山巾堀X-L辻I土遺物

3３ 0３ 人歯（土ごと） 堀江横穴式石室出土人歯

1968年２月

１０

3７ 0５ 磨製石斧基部１点 堀江権現北百田 1０



－６８－

番号 資料内容
歴史学研究会整理状況

●っ●‐｡｡｡●争●■■画一■■‐＝■■■＝守‐●●－●●●●今◆■＝■ゅ●●＝I■■｡■｡■－－●Ｃ●｡‐ゅ●◆●‐●■-画■■■■■＝心－●■ご●ゅ●｡●申｡つゅ‐■ニーロニー■‐■‐で‐つつ｡‐一ｃｏｏ凸凸■■●■ー■■■‐■■＝●･●‐◆ら●●争一｡ーＣロロ■I■■ロロ■｡‐｡や●●●｡●｡｡一●‐■■I■

箱 書！袋書・ラベルｉ注記
接 合 関 係

ｺン

ﾃナ

秘111市抗米喜;畑潰跡隅十;貴物

１１

１１

'’
一一■■‐

1１

１１
■■■■■

１１

１１

3９

０１

０２

0３

0４

0５

0６

０７

5５

弥生(壷℃喪)，土師器(壷・妻)，

須恵器，布目瓦

弥生，土師器(二重口縁壷有)，

須恵器，布目瓦

弥生後期(壷・尭)，須恵器

須恵器(坪・
■■■■■■■■唾■■画一■ロ●一つ◆一つ｡一 一ー巳一■ロ

妻）
一一一J１－-一-１１÷__寺アーI－１－■■■■－■■I■■｡■ロゥロ■や守Ｃ－Ｃ一宇●●●ロロロー‐ニロロ■■■■｡｡●春っつ●◆◆｡■●｡●◆●●‐a

サヌカイト剥片５点，チャート１‘
●‐■年■■■■■■■■‐■宮■●｡■●･■●●一一●｡一■■ロロ■■‐■－－＝｡ご●●●ゥ●●●｡◆○○句字印画■■■■■＝＝■■‐｡■■●●｡｡－つ‐二一○●一■ーＩ

サヌカイト剥片６点

占

ーニニニーニニニ＝舎吾一一一一一一一一一一一一ロー一宇むつ◆｡◆◆●一｡－｡‐●一■■■■■｡ご■む寺宇●の‐●｡‐●凸凸■■ー■■■■ロー■■■‐■●守宇や＝一一争Ｐ｡｡‐｡｡■ニーロ■②■｡‐守ロー●＝

土器混焼土塊
■｡■句■■■■■■■＝■＝包む｡●■●つい一つ今●■■一■｡｡‐■－－－■■｡や｡や●･◆ＣＣＱ■●●‐■■■■■■■■■■■■■｡●●やつ◆●｡｡｡一■｡■‐●■■■■一口ー‐七●‐●争｡｡‐＝●‐●｡.

陶器１点 土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

高畑遺跡

高畑

一
一
一

一
一
一

つ
●
■

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
審

一
釧
三
州
匡

高畑
Ｂ●＝｡｡●●~号｡､

高畑 貴跡

高畑 宣跡

高畑

高畑

二一弓■■■■■■■■■■●旬勺｡■●今･●●｡■｡■■■■■■■‐■●ＣＣＣ●‐●◆◆●●●

高畑

高畑

高畑

高畑

11-03

一 一 弓 ■ ■ － ■ ■ ■ ＝ ＝ ‐ ◆ ‐ ● ● ● ｡ ■ ｡ ｡ ｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■‐ー●~●‐●

１１－０１

１１

１１

１１

１１

lｌ

ｌｌ

ｌｌ

１１

級111市浬穴．石井．森秘・＃門出十漬物

0２

1２

1８

3７

3９

３９
ＬＣＣ●辛口

3９

３９
P ● 一 ● ● ◆ 1

39

0２

0４

２
－
６

０
－
０

０５

■｡■やロ曲

0６

0７

0８

5４

弥生(壷底部１点）

弥生後期(壷頚部）１点

土師器(高杯）１ 占
』｡、、

■Ｅ一三ー一一1口■Ｉ一二と壱二二二コ,=--舎令÷一一｡■■■■｡｡■l■－－■｡■｡■■●ｂ●‐②｡｡◆｡｡‐｡｡｡■■■■｡■■■■■○つ●寺●｡●‐●‐｡●｡◇●凸■‐｡一｡■■■●■■.■■■②ロロ

安山岩質石鍬？１ 占
ｊｂ，、

Ⅱ■_」■ＩＤ■Ｌ一一q--T哩二辛く含ヨr--も●｡‐一■二二■■＝■■■＝｡■つむ守寺一一○‐｡｡●‐Ｃ●●■巳｡●I■■■‐■ｰ■■●‐■■‐■ロロ■寺一マーーーマーーや●●◆･今●一一一■｡一｡‐■■｡■

砥石１点

_二幸ニーー言う■■一一■ユー一■Ｌ一一壱一一一一一二あＣＣ◆今●今③■‐■■●一■ー■■■■ロロ■■■‐■毎ウーゥら●ゆ｡●‐●今◆‐●今一一■｡●争■‐二一口●ロー‐■‐＝‐●■‐＝｡◆●●●←■

陶器１点
由■●＝ｐＣｃ●◆◆･●■ＣＣｐ一■ー｡■■■

サヌカイト板状剥片１点

弥生１点

須恵器(坪蓋）１点

土器類未整理

Ｈ，１０．３/１

一望＝_少＝'一一』●'三一つ汀一一■缶言や■－耳■■■■‐｡＝■●●←①◆●●勺一◆◆今一一■ー■‐■■■‐･■■‐＝‐‐＝●中中≠｡｡●●~｡

｡●今◆争口｡■‐｡■■■■■■■■■ｂ寺→●●｡Ｃ●‐｡÷●‐●一●■至一■■■■■■－■－むつ由＝●‐●－｡一つつ‐‐■｡一一』■■■

ＮＯ２高坪(弥生式）採集地.浮

穴中学校東昭和27年1０月

ﾆｰ予色ロー■＝弓－１■■■ロー●■ご■I■■｡●●‐や●⑥ＰＣ今町や●◆｡●■■｡■ニーー｡■‐■香■‐＝‐●ウゥ●ー←｡●や今一口ゆーl■

二元■■●●○一やロー■■ロロ‐■‐■＝匂勺幸亨｡‐●ひつ‐●◆●＝●争①己今一｡｡‐｡■･■■ローローI■■■｡｡●つつ｡●~の｡｡｡●｡

浮中

西石井朝生田

浮穴村大字森松御所

之内自宅畑中採岩

昭和二十九年七月

二十日
一 ● ● 守 一 ｡ ‐ ● ‐ ~ Ｃ ｅ ① ｡ ‐ ■ ‐ ａ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ＝ 包 む ① わ ＝ 一 つ の ◆ 今 ● 一 一 凸 ● ● ◆

砥 石北井門□□□

□

石井井門□

西石井

浮中

石井北井門

39-01

3９－０１．０３

岨
一
ｕ
－
ｕ

１２

1２

1２

１２

1２

1２

出土地不詳遺物

0２

陀
一
他
一
冊
一
冊

0５

0６

0７

Ｗ
一
的
一
的

0９

１０

1０

１０

１０

１０

１２

１２

'１２
２
－
２

１
》
１

１２

０１

0３

４
－
１
－
４

０
－
０
－
０

0６

0２

0３

０１

0２

0３

０１

0２

0３

４
－
５

０
－
０

0１

0５

1３

１４

1６

1７

弥生前期末～後期(壷･蕊),土師器(高坪)，

須恵器(壷・髪・提瓶)，中世土師器

＝=．｡｡写｡●迂筈一一一胃■｡－画■■｡■‐■■■■｡■一画＝ご●◆‐●●｡●中｡｡◆一ｃｃ一勺守守｡●ヰー凸凸●つら‐｡｡‐｡■｡■ロロ■｡‐■■■‐■｡｡｡｡｡●ご春包マーーマー●寺一つ●●◆●の⑫◆○つ

弥生小片

■＝一言一一一一■■■■■■■■－■－－口■｡■｡■で一一●‐●＝つむ｡●●●~◆争◆ロロの●●●｡｡●｡Ｃ‐一旬卓■●■■■■ー■‐■■■■●■■■■ロー‐＝I■＝‐＝■｡■■ロマー●●Ｃ●ｐ－ｃＣＣＣ◆◆●｡

近現代陶磁器

弥生(器台）１点
■■◆◆●一｡｡●凸｡●ゆニニユーーロ｡一■｡■‐‐‐■｡■■■昏＝＝■心毎口■｡＝

弥生中～後期(壷・要)，土師器(高坪)，

須恵器(高坪）
＝■香一＝‐｡｡●つや●●●●合のら｡◆｡‐●◆つつ◆一ー●●●｡‐ロ｡■■

弥生前期末(壷 ）１点

弥生１点，須恵器１点，中世土師器１点
●や手●｡｡｡ｰ◆つつ●ＣＣｏＣｐＣ一ゆ■己●の■一｡■ロロ‐■ー■■‐■■■■ロロ｡■■■■■■■■■■ロロ■■■香一■■■＝■＝①｡‐＝｡●‐‐むつ●●守一Ｃｏ－中●■の●の＝●｡‐ＣＣＣ･勺一や①ゆ‐‐■

弥生(喪）１点

弥生（高坪)，須恵器，窯壁状？

安山岩原石？１点

サヌカイト３点
■■の■■牟一■■■＝ロ■■■■●ー宮■■■｡■■｡■‐■‐■‐‐＝＝ロロロー

弥生(壷・妻)， 須恵器(婆)，中世陶器？

ロ ゥ ● ｡ － ● ● ● ゥ ● ● ｡ ● 守 守 ● つ ｡ ‐ ● ● つつ◆一勺Ｃｏｏ●｡●｡●●｡‐のヰーニニー○一■ロー■■■ロロ■■｡■■■■■･■I■■■■■ロロ■‐■l■■春マー●＝‐■‐香＝ママで一屯一・つ｡｡‐②●●つつロ◆‐今●

弥生前期末～（壷)，サヌカイト剥片，

磨石？，須恵器，中世陶器

弥生前期末(壷・婆）

弥生１点
●心●●⑰｡●●■●◆●‐◆●｡‐●らつＣ巳年争二■‐｡ｰ一■■■■■■ロロ■■■■■■■■■■■■■■ロー‐ご寺●●●つむ守ｐ●｡･･●｡◆つつ●･･一●●つい‐●‐●●‐｡‐●■凸｡‐ａ｡■■■■■■■■■

弥生前期末(壷）２点

弥生後期（壷・高坪・支脚)，土師器(壷)，

須恵器(喪・脚)，近現代陶磁器，

サヌカイト

弥生(壷）１点
｡●●｡●Ｃ●Ｃ●●●‐●●っ｡■牢｡｡■ ニローーロ■■■■■■■ロー

弥生(壷・蕊）
④や一つ｡■‐■申■■凸一■■－－－巳一｡●■－｡｡－■■香一毎口ロ｡■－■‐●一心●凸口･●■■●Ｐ◆◆今･口再一口□のら一二句争凸一色｡■■ー■■■■■｡■･ロロ‐で■‐.■‐ごロマロー■‐■マーウーマー●●

弥生，須恵器

弥生・中世土師器小片
=一一■■■■■■ｒ－.一一一口■■■■＝＝＝＝‐＝■■ご●つつ●◆つつ●｡‐･や●●‐◆●●◆｡｡●一●■ゅ■●●‐■■■■■■■■■■■‐■I■■‐‐‐■■ママママー｡‐●●‐●一中むつの■･ＣＣＣ今●つ｡◆｡

弥生・須恵器・瓦・中世土師器小片

床落資料

東2２

辻(西？）

12-01,14-10、

2４０１．０２．０３

35-31,38-54、

39-01

、

3９－０１．１０

39-01

1０－０２．０３．０５

１２－０１．０２．１３

、

1０－０１．０３．０５

１２－０１．１３
F■香■‐■■■■‐｡■■■■■■■‐‐己■

1０－０１．０２

、

、1０－０１．０２

１２－１３

02-01,10-01.

02,35-31

38-54

、

1０－０１．０２．０５

１３

１３

１３

1３

１３

1３

１３

1３

１３

1３

1３

１３

1４

１４

１４
ＰＣ･ＣＣ４

１４

1４

1４

哩
一
必

１４

１４

1４



－６９－

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

番号 資料内容 歴史学研究会整理

箱書 袋書・ラベル

伏況

注記
接合関係

ｺン

ﾃナ
1７ ０１

１７
か ＣＤ●■０

１７

７
－
７
－
７
－
８

１
－
１
》
１
》
１

２０
b‐ゆゆ今①

2１

0２

0３

４
－
５

０
－
０

0６

０１

０１

0６

2１ ０７ 弥生 片岩１点，サヌカイト剥片３点，

片岩製扇平片刃石斧１点．石１点
１５

2１ 0８ 中世土師器，片岩１点，石英１点，

堅果２点
１５

2１ 0９ 近現代磁器(染付） １５
2５ １０ 須恵器・土師器(赤塗） 不明 1５
2６ 0８ 弥生 須恵器，陶器，瓦，

サヌカイト剥片他
1５

2８ 西岡焼焼け損じ品 １５
2９ 弥生 土師器・瓦質 １５

3０

3１

0２

0１

弥生・土師器
●●●｡●■■■I■‐‐｡‐■一ＣＣＰ■‐｡■‐■■ロロロゅ阜一Ｃ●‐●●■句■I■●■■■｡■■ｃｃ‐や｡■■－■■宮■■■午●⑤◆つぐロー■■I■■I■■■■･■●｡■●●●ロロ■■■ロロ■■｡‐●｡■■。－－－画I■

弥生(壷・髪・高坪)，土師器，道具瓦

出不 37-01,39-01

、36-05,37-01

38-02

１５

１５

3３ ０１ 須恵器(大嘉） 1６

3３ 0２ 弥生後期３点 １６

3５ 3１ 弥生(壷)，土師器，須恵器(坪・喪．

東播こね鉢)，サヌカイト剥片２点，

片岩製ノミ状片刃石斧１点

丸山対岸 02-01,12-01 1６

3６ 0８ 弥生(脚台)，中世土師器，

サヌカイト剥片１点

１６

3７ ０１ 弥生（壷･翌･高坪･器台)，土師器，須恵器，
鉄輪１点

、30-02,31-01

39-01

1７

3７ 0２ 安山岩質台石１点 1８

3７ 0３ 砂岩１点 1８

3７ 0４ 石墨片岩製石棒１点 １８

3８

3８

3８

3８

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

3９

0２

0３

0４

5６

０１

0２

0３

0４

0９

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6３

弥生・土師器

弥生１点,片岩１点,サヌカイト剥片１点，

サヌカイト現代剥片１点，

サヌカイト原石１点

近現代陶器１点

元土器圧着土塊

弥生（壷・蕊・高杯・器台)，

土師器(莞・高杯)，須恵器

片岩，サヌカイト剥片３点，

近現代陶器，

サヌカイト現代剥片１点，磨石１点，

砥石１点姫島産黒曜石原石？１ 占
Ｊ０，、

砥石１点

弥生・土師器２点

弥生１点

亀山焼１点

陶器１点

磨石１点，石１点

弥生（壷・尭)，須恵器，片岩

石１点

瓦１ 占
』＆、、

弥生・土師器，片岩１点

弥生後期（壷）

土器類未整理

Ｈ、１０．３/１

洗い不可!！

(東)3６

4８

5１

□口岩田

松村

ｷロロ

31-01,36-05.

02-01,05-04,

09-01,12-04，

1410,18-02、

2４－０１．０２．０３

30-02,37-01、

3９－０３．０４．１０

、

18-02,39-01

39-01

1８

1８

1８

1８

1９

2０

2０

2０

2０

2０

2０

2０

2０

2０

2０

2０

2０
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表９祝谷丸山遺跡採集遺物観察表

１ 023101-06

番号

挿図 実測 整理
採集地点 種別 器種 部位 形状・文様．,調整・色調・胎土・焼成などの特徴

Ｂ区（Ｋ氏宅地） 弥生土器 壷 口頚部

A-2区

Ａ－１２区

弥生土器

弥生土器

壷

壷

口頚部

肩部？

４

５

024

087

053

０１４

033

034

001

065

01-06

39-21

01-09

01-03

01-07

01-07

01-01

22-04

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

守守＝◆｡｡－卓一つ‐■■■ロロ｡■■‐■匂ロー●｡｡●守今宇争●ニーー■■‐■I■

出土地不詳
I■■－－‐‐わ｡‐◆一つ③■■ロロロ■■■‐‐香■■■■●●口わ守一一‐｡Ｃロー■

推Ｂ区（Ｋ氏宅

地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

■色一や◆つやｃＣ－←｡‐｡■■■｡■－●吟一○勺字句一○■■｡ｰ●ｃ一年■一■

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

出土地不詳

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

■｡■＝－－－むや●÷ＰｃｐＣｅ一つの‐ｃ‐ロ

弥生土器

弥生土器

弥生土器

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

口頚部

口縁部

頚部

口頚部

口頚部

口頚部

口頚部

口縁部

１２

1３

１４

１５

1６

1７

1８

066

083

032

086

037

036

035

038

042

043

25-01

26-02

01-07

26-05
B●‐●△ｰ｡｡‐■■■｡q

０１－０７

01-07

01-07

01-07

01-08

01-08

Ａ－ｌｌ区

Ａ－１３区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

A-15区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

p一ニュー｡■■■■ロー●■■■■■■＝■■■ロー●一●‐◆や●つ｡■｡●中凸Ｃ

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

壷

……当E：
亜【

壷

口頚部

口縁部

口頚部

口縁部

頚部

頚部

頚部

頚部～

肩部

頚部～

肩部

頚部～

肩部

内外面磨滅、端部剥落。口縁部外面横ナデ。外面燈色、内面浅黄燈色。２

ｍ以下の石英・長石多く含む。

内面円形浮文。内外面磨滅､外面横ナデか。内外面燈色。２ｍ以下の石英・

長石・赤色粒多く含む。

口縁端部横方向ナデ、内外面ナデか。内外面燈色。５mm以下の石英．石

英多く、0.5mm以下の赤色粒まばらに含む。

内外面磨滅。内外面にぶい燈色。２mm以下の石英・長石多く含む。

断面三角形突帯１条以上。内外面磨滅。内外面にぶい黄燈色、断面灰黄

褐色。２ｍ以下の石英・長石多く、５mm大の石英含む。

断面三角形突帯２条以上。内外面横ナデ、下方にシボリ痕。外面にぶい

燈色～褐色、肩部内面褐灰色。５mm以下(0.5ｍ以下多）の石英・長石やや

多く含む。

断面三角形突帯３条以上。外面横ナデ、内面ナデ。外面燈色～暗赤褐色、

内面にぶい赤褐色。３mm以下の石英・長石多く含む。

頚部布目押圧突帯１条・断面三角形突帯１条。突帯部横ナデ、肩部縦ハ

ケ目、内面横ナデ。外面燈色、内面黄燈色～燈色。３ｍ以下の石英・長

石多く含む。
一一=二二二二＝＝含吉舎吉舎一弓の▲｡‐｡ー｡●一○一句一■｡■■■■■■｡■■■■■‐■＝●｡■●●‐ゆむ●ー●一●‐｡‐●｡●一つー●写一一一一つニニーーニニロ■■■■＝■■ロ■■ロロローロローや寺●‐宇守中一一や●一●‐●●つ一●●争一｡●◇ロ②凸のゆ－口‐巳｡‐一ロニロ｡‐ニニー■■■■■■‐‐■■■＝ローマ字‐ｐ－ＣＣ甲ＣＣ－ｃやつ｡●－≠●◆一一●q

頚部布目押圧突帯１条。内外面横ナデ。内外面燈色。５ｍ以下の石英．

長石多く含む。
－■●－毎宇一むつで●わけ●幸一ママ一●◆守守｡｡●年ｃＣＣａｐｐ■｡■■｡■■●｡■｡■ー＝■■‐｡‐マウーーーＣ≠ｃ‐つ

頚部布目押圧突帯１条。

石多く含む。

=一二一吉一一一=七一一・可｡■■■■■■■■■■＝■■･■－■■I■色ロロロ●‐一コマ中●③■｡●｡－｡◆今◆●‐凸‐･一Ｃ‐■一旬一■■■ロロ■■■■■■■■■■■■■＝‐■●●０つの‐Ｃ◆●‐◆Ｃ◆一つ●●Ｃａ一宇一一●一宇■一■争■一■■

内外面磨滅。内外面燈色。４mm以下の石英・長

2２

2３

2４

2５

2６

025

003

031

092

054

01-06

01-02

|■■■ロー■‐■＝－－－寺由一宇ママ

01-07

39-28

１３

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

トー－●●阜争一｡■■■一二二二口■■■ニロロ■■■ロロ■■■＝●⑪｡‐｡◆●●

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

A-23区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

灰黒土部分

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

圭
亜
塞
亜

壷

壷

碧菖……
軍

上胴部

口頚部

ｈ ● 申 ● ■ 凸 凸 一 一 ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■

口頚部

口縁部

口縁部

幅１２mmのクシ描直線文。外面草本類の茎束による右上がりのナデ、内面

磨滅。外面明赤褐色、内面明黄褐色。３ｍ以下の石英・長石多く含む。
■一二二一■一一｡‐■‐‐■■●ロロ｡‐■‐｡‐守昏マーーロマゆＰ●｡□●つつ｡◇申一一‐■一一●色一●｡｡■‐○一■‐で‐｡‐‐‐③●ー●●｡●･っ一●｡白‐●◆｡●一｡■■■■■■■■■｡■ロロ■■■■■ロー白●‐わ‐申一やＰＣ－Ｃ一‐一●●一｡｡●一｡■■■｡■■■■■■ロー■■■■■Ｃ■＝■●●‐●◆●一一●●一｡－◆一●●－中。■一辛争一一■｡■■■・

肩部短斜線文。内外面磨滅､内面横ミガキか。外面淡黄燈色、内面灰白色、

断面黒化層。５mm以下の石英・長石多く含む。
ーーーーーーー一二二毛ﾆﾆー ﾆﾆー 二一二二舎舎今｡争口⑪■■■■■■■■■ロー■‐■‐●●ｏｏＣＣＣＣ■ー●一つ←●●らＧＣＣ●争一■一｡■＝■■ロ■‐＝｡■ロー寺｡■由●●●■■‐や今一争・｡ー■凸印一｡｡■■■■■■｡■｡‐｡｡‐■｡‐~ー ‐ご一昏守宇一●＝●凸ＣＣ今凸字句◆争ロロー｡■■■｡■‐■｡■■■●－●－－●●●つつ←ｐ‐●‐ＣＣＣ●今｡｡－凸■■

凹線文３条。内外面横ナデ。内外面にぶい燈色、断面褐灰色。２ｍ以下

の石英・長石多く、５mm大の赤色粒まばらに含む。
ー一一一二一一二一一ニニニニーー骨舎~手筈÷~七色●｡■■■○○口■■■■ごローロロ■■レウーゥ●●●つ○｡●一一Ｃ一二一●‐＆＝‐ー●■ロー■‐ローーー‐＝○つ●ＣＣＣ●●●■○つ◆←今一今一｡■■｡■一■■ロロ■｡■ー｡‐‐‐■‐＝‐Ｃ‐●ＣｏＣ◆●･●｡■の｡●‐‐●｡ー‐■■■■■■■‐■■■ロロロ｡●つゅ●◆◆‐●◆●ＯＣＣ●一年ｃ●｡－｡■－－■■

凹線文４条か。内外面磨滅。内外面燈色。３ｍ以下の石英・長石・赤色

粒多く含む。‐
手二手幸二二一吉舎三冒全一一号一一画◆｡｡■■■■●■‐■ロロ●‐香■で一●凸一色●｡｡●①‐一●－ららＧ○一■■｡｡■｡■●■｡■■‐＝｡‐申むつ－●一つ‐｡｡●＝画｡－｡‐■争争一○二■‐■■■｡■●■｡｡●｡◆守口‐●●‐｡一一一◆一口一■●‐■｡｡‐‐‐■｡＝‐■■■■■■■ロロマローロ申画宇凸一つつ●つつ一句一年｡‐‐●‐‐■｡■■■‐●｡■｡●ロー‐

凹線文２条。内外面磨滅。３ｍ以下の石英・長石多く含む。



番号

挿図 実測 整理
採集地点

2７ 052 01-09 推Ｂ区（Ｋ氏宅

地）
2８ 030 01-07 Ｂ区（Ｋ氏宅地）
2９ 088 39-21 出土地不詳

3０ 004 01-02 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

3１ 015 01-03 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

3２ 057 1３ Ｂ区（Ｋ氏宅地）

灰黒土部分

3３ 089 39-22 出土地不詳

3４ 008 01-02 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

3５ 017 01-04 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

3６ 040 01-07 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

3７ OlO 01-02 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

3８ 060 15-02 Ａ－ｌ４区

3９ 064 21-04 Ｃ区

4０ 009 01-02 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

4１ 098 39-31 Ｇ区

4２ 097 39-31 Ｇ区

4３ 039 01-07 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

4４ 058 1３ Ｂ区（Ｋ氏宅地）

灰黒土部分

4５ 018 01-04 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

4６ 059 １３ Ｂ区（Ｋ氏宅地）

灰黒土部分

4７ 016 01-03 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

4８ ０５１ 01-08 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

4９ 005 01-02 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

5０ 045 01-08 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

5１ 4４ 01-08 Ｂ区（Ｋ氏宅地）

種別 器種

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 小型喪

弥生土器 髪

弥生土器 髪

弥生土器 髪

弥生土器 妻

弥生土器 蕊

弥生土器 妻

弥生土器 蕊

弥生土器 髪

弥生土器 婆

弥生土器 喪

弥生土器 喪

弥生土器 鶏

弥生土器 髪

弥生土器 翌

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 壷

弥生土器 壷

部位

口縁部

口頚部

頚部～

肩部

口縁部

頚部～

肩部

口縁部

ロ縁部

口縁部

口縁部

上胴部

上胴部

口縁部

上胴部

上胴部

ロ縁部

口縁部

口縁部

口縁部

上半部

口縁部

底部

底部

底部

底部

底部

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

形状・文様・調整・色調・胎土・焼成などの特徴

凹線文２条｡内外面磨滅｡外面にぶい褐色､内面灰黄褐色。３mm以下の石英．
長石多く含む。

間隔広〈浅い、沈線化した凹線文２条。内外面磨滅。外面横ナデか｡

内外向磨滅。内外面燈色。３mm以下の石英・長石・赤色粒多く、微細な
雲母片含む。

二次口縁接合部で剥離。ヘラ描直線文、磨滅部分にさらに文様ありか。内

外面磨滅。外面褐灰色、内面燈色。４mm以下の石英・長石やや多く、精
製された粘土塊含む。

クシ描直線文、一部縦方向の刺突文。内外面磨滅。内外面燈色、断面暗
灰黄色。３ｍ以下の石英．長石．赤色粒多く含む。

逆Ｌ字状折り曲げ口縁。沈線文１条か。口縁部横ナデ、外面縦ミガキ、内
面横ミガキ。内外面にぶい黄燈色。２mm以下の石英・長石まばらに含itf,、

貼付口縁。クシ描斜線文。外面磨滅、内面横ミガキ。内外面燈色。３mｍ

以下の石英・長石・赤色粒多く含む。

逆Ｌ字状口縁・胴上部刻目突帯。口縁部横ナデ、外面縦ハケ目、突帯部指

頭圧痕、内面横ミガキか。内外面明赤褐色。４mm以下の石英・長石、１
m､以下の赤色粒多く含む。

逆Ｌ字状口縁・胴上部刻目突帯。口縁部横ナデ、外面縦方向板ナデ、口

縁内面ハケ目後一部横ミガキ、内面ナデ後一部縦ミガキ。屈曲部内面指

頭圧痕。内外面にぶい赤褐色。４mm以下の石英･長石多く、６mm大の小喋、

微細な雲母片含む。

逆Ｌ字状口縁か、胴上部断面三角形突帯１条。突帯横ナデ。内外面にぶ

い黄横色。１ｍ以下の石英・長石非常に多く含む。

逆Ｌ字状口縁か、胴上部布目押圧突帯１条。外面横ナデ、内面横ミガキ。

外面にぶい赤褐色、内面にぶい燈色。２mm以下の石英・長石多く、１～
2mm大の赤色粒含む。

逆Ｌ字状口縁・上胴部に段。内外面横ナデか。外面にぶい黄橿色、内面

明褐色、断面黒褐色。２mm以下の石英．長石多く含む。

<の字状口縁か、口縁屈曲部押圧突帯１条。内外面磨滅。内外面燈色。５

､m以下の石英・長石非常に多く含む。

<の字状口縁か、口縁屈曲部布目押圧突帯１条。胴部内面横ミガキ、外面

横ナデか。外面にぶい黄燈色、内面燈色。２mm以下の石英･長石多く含む。

くの字状口縁か。内面磨滅､外面横ナデ。内外面黒褐色。１mm以下の石英．

長石多く含む。

<の字状口縁か。外面横ナデ。内外面にぶい燈色。１mm以下の石英･長石．
赤色粒多く含む。

くの字状口縁。外面横ナデ、内面縦ハケ目後口縁屈曲部横ナデか。内外

面燈色。１mm以下の石英・長石まばらに含む。

<の字状口縁か。内外面磨滅、横ナデか。内外面にぶい燈色。２mm以下

の石英・長石やや多く含む。

口縁部横ナデ、外面左上がりハケ目、内面指頭圧痕、一部斜めケズリ。外

面燈色、内面にぶい燈色、断面にぶい黄檀色。３ｍ以下の石英･長石多く、
微細な雲母片わずかに含む。

外面縦ハケ目、内面・口縁端部横ナデ。外面にぶい赤褐色、内面褐灰色。

2mm以下の石英・長石まばらに含む。

外面横ナデ、内面指頭圧痕・ナデ・縦ハケ目。内外面明赤褐色、外面一

部黒斑。･３mm以下の石英・長石多く含む。

外面横ナデ。外面にぶい燈～にぶい黄燈色、内面にぶい黄燈色。１mm以

下の石英・長石・赤色粒多く含む。

内外面磨滅、外面縦ミガキ、内面ナデ・オサエ。内外面燈色、胴部外面

～底面一部黒斑。４mm以下の石英・長石多く含む。

外面磨滅、内面剥落。外面燈色、内面にぶい燈色。３ｍ以下の石英・長
石多く含む。

外面板オサエ、内面ナデ。内外面褐色、底部黒変。５mm以下（ほとんど１
mm前後）の石英・長石、１mm大の赤色粒まばらに含む。

－７１－
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Ｂ区（Ｋ氏宅地）

●曲一一●つつ一一－－■■■■■■＝■■＝らつ●･の一●ｑ●●●宇車■■■■■■■

Ｂ区（Ｋ氏宅地）
｡

挿図

番号

葵測 整理
採集地点 種別 器種 部位 形状・文様・調整・色調・胎土・焼成などの特徴

弥生土器 壷 底部

弥生土器 壷 底部

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）
ﾄＣ‐‐一｡■■－口■＝■－＝－ロむつ●■■の●●ｃＣＣ争○‐■■■■■■■凸■■

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

灰黒土部分

A-12区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

灰黒土部分

Ｂ区（Ｋ氏宅地）
Ａ－ｌ８区

Ａ－ｌ２区

A-ll区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

弥生土器

弥生土器
､むつ－●◆ウ●●‐●一●●一●■＝ロー巳■■

弥生土器

弥生土器

■■■■一一｡‐‐■－－句守一寺寺守句一の●凸

弥生土器

弥生土器
ﾛ唖●苧●●◆｡●◆◆●●｡｡‐ユーニ■ロロ■

弥生土器

弥生土器

弥生土器
P｡‐の一一●守宇｡●●｡‐｡‐一■一‐■ー■

弥生土器

弥生土器

、■ロー■昏一つ■■＝＝一寺ウウーウつ●争一●

弥生土器

弥生土器

弥生土器

壷

壷

壷

壷

壷

髪

婆

婆

嘉
一
莞

婆

尭
一
喪
一
妻

底部

底部

底部

底部

底部

底部

部
一
部

底
一
底

底部

底部

底部

ロロ｡ごローーーママー

底部

底部

底部

6８

6９

7０

7１

7２

7３

7４

7５

7６

7７

7８

7９

021

048

０１２

０１１

068

020

022

094

０１９

002

095

013

01-05

01-08

01-02

01-02

25-01

01-05

01-05

39-29

01-03

01-04

01-06
b‐ロー■｡■‐ローローー1

01-01

39-29

01-02

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

A-ll区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

ＤＣ◆●●●●●つー◆今●ＣＣＣ●旬｡●｡■｡●●つい‐●ニーニニー■■ロー■

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｅ区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）
B‐＝■＝口ローロローむつ◆●●｡●■●つ●つ◆今●●●●－●凸●ロロ今巳一｡‐

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

Ｅ区

Ｂ区（Ｋ氏宅地）

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

Ｕ－｡‐‐ご＝③｡－●●－つ←■ウーー◆つつ■

弥生土器

弥生土器

弥生土器

ｂ●卓一・一●｡｡｡‐●二一一｡‐｡‐■｡■■

弥生土器

喪

喪

莞

喪

喪

蕊

髪

高坪

高坪

高杯

高坪

鉢

部
一
部

底
一
底

底部

底部

底部

底部

底部

坪部

坪部～

脚部

杯部～

脚部

脚裾部

上半部

外面縦ミガキ、底部付近ナデか。内外面明赤褐色。３mm以下の石英・長

石多く含む。
ﾛ◆ご◆■←｡◆◆巳っ●ｏＣＣＣＣ●つつＣＣＣＣＧ‐●｡■■年

外面縦ナデ、
■■－－■■■■■－口■■■■‐ローロ｡＝－ロゥーマー●①‐寺●●－●●つつ●－句一●｡‐●｡－字のＰゅ一｡‐Ｃ－Ｇ｡■｡■｡■‐■‐■■I■＝■●‐‐■‐‐｡｡｡■‐‐｡■＝ご守口‐ご‐‐守守一‐ママーゥゥ｡｡①■｡一つ色｡｡■●｡｡●●宇申凸凸●｡‐●一争■｡‐●己争一二一■｡』■‐l■‐｡■■｡ｰｰ●

底部付近横ナデ、内面縦ナデ。外面燈色、内面にぶい黄燈色、

底面黒色。３mm以下の石英・長石多く含む。
２＝吾三舎筈舎＝吾筈守一吾午一言一一一一一一一一一■■｡｡一■■■●つ■■‐■■｡■宮■由一■｡｡●ローー守■●一心●幸一●つ｡●｡▲■｡｡●Ｃ－ＣＣー‐｡一｡●●｡●‐＆■■■■■■■■■■■■■ロロ■■■■■■■■宮■‐■＝｡‐■ウーーロロ■■■口｡●｡■ご●■■■●一②■･●や■●ｃＣｐ－Ｇｃｃ－ＣＣｃ｡●｡●一●－句一ロー●一・一一■－－－．一二口■■、

内外面指頭圧痕･ナデ、底部付近横ナデ。外面灰黄褐色、内面にぶい燈色。

３ｍ以下の石英・長石多く、２，大炭化物含む。
＝■■■■ローーーーーー一一一壱一一一一一一一●一宇一｡ー色色●~し●‐●に三舎合圭舎＝=筈吾骨一一一一一一一一一一一一℃二一■ロ■●■‐■■ロロローロロロ●■‐■■＝●■■■－■｡●●むつや＝も一つ一つ←●←●一●←‐今今●－一今申一一｡●ー｡｡●‐ーの一‐一○一‐一■ニニニニーニ｡■■■■■■ロ■■■■ロローロー●●ローローーー■－■●●ウ｡●守むつ●

内外面指頭圧痕･ナデ､底部付近横ナデ。内外面にぶい黄燈色､内底面黒色。

3ｍ以下の石英・長石多く含む

内外面磨滅。外面にぶい燈色、内面灰黄褐色。４ｍ以下の石英・長石、１

、以下の赤色粒多く含む。
＝=孝幸こ邑二ニーーー争争=全音＝吾寺÷一手舎吾一一一一一一一毛■■‐■■■ロロ■■■■■■■■ローロロ●－口－香マーロ｡‐＝画マウウーマウ●◇つつ‐●つつ◆一つ●●一つ●包毎｡■｡｡●｡●｡｡●■｡●●●■｡■■■｡■一■‐■■＝ー｡■■‐■ー■■官■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■●●｡｡｡‐つ●つつつ｡◆●今つ●･ＣＣＣ●●｡●●●

外面横ナデ、内面指ナデ・オサエ・接合痕残。外面燈色、内面黒色。５

、以下の石英・長石多く、１ｍ大の赤色粒わずかに含む。
~一寺一一一一一一一一一一一一一口■■‐■■■■■＝Ｃ句●ロゥー字｡●●ー●一｡ｃｃのゆＣＣＣ◆◆｡●◆ニニロ⑤■●二Ｇ年一一一一ニーローロ■‐■‐‐｡＝■●＝産＝＝‐古＝｡＝｡｡●合●●●●字一つ●｡｡｡●ロー●●今一●今＝▲｡ーロー■年二つｐ■■｡■■ｰ■■■■■■■■■■■■■ロロロロ■ロロ卓■■‐■■■＝｡＝一七●‐毎つ◇◇●Ｃｏｏ●●●－●◆一●｡●

焼成前穿孔。内外面磨滅、外面縦ミガキか。内外面にぶい黄燈色。５ｍ

以下の石英・長石非常に多く含む。
一寺骨一一一午吾一一一一＝一一■●｡■｡■官＝■■■ロー■■■｡■■⑧■■ロー‐●｡‐●の‐●●●一か＝●‐●つつ●－令｡●卓｡●一‐●｡ーロニニー●ニーニニー■■■■ロロ■■■ロロロロロロ■■■■ｰむ■■●ー。‐むわ仁｡③つぃ一●‐●つ一一●一ｓの｡●◆●●ーー･つ今○Ｃの画一一宇一■Ｐ■‐ー‐‐巳ユー■■■‐｡■■ー■■■■‐■■香■｡｡‐‐香マーゥゥーウョ

凹線文４条。外面縦ミガキ、内面横ミガキ。内外面にぶい橿色。３mm以

下の石英・長石、１mm以下の赤色粒、微細な雲母片まばらに含む。
－－－－－－－－一一二一一二二一●－の●｡●●･由｡｡－●●｡●●凸●自今■●｡■■●ニニーー■｡－｡■■－■■■－■＝■－■Ｃ＝｡■－－－■－ご＝香つ●｡＝●○つ●茸｡‐■屯⑤●□‐｡｡｡＝凸今｡‐■字●■ニローニーニー■ー■■■ー■＝＝‐■■ロー■‐■‐■｡‐‐■■■守口ローｰご一■守宇●再●●中宇むむ●ｃｃ●一＝●一一◆つつ一つ今一●今●｡ーー＝印一■■■

O1-p6破片は接合せず。凹線文２条。杯底部は円盤充填。坪部外面縦ミガ

キ、脚裾部外面横ナデ､脚部内面横ケズリ。内外面燈色。２mm以下の石英。

長石多く、１mm以下の赤色粒まばらに含む。
ニニニニニニ幸二号二二=二舎舎圭二合一＝＝一一面■｡■－｡■｡■■■ロロ■■－■｡＝｡■■ウーでウ●~◆ーＣｏＣＣ－－ゆつら◆◆－●◆争◆や凸｡‐■‐■｡■■■■■■■ロロ■■■■■■＝香＝七七＝‐■ー･ゥ句一一●旬一◆◆むつ●｡●｡●●今②｡●‐‐の■一■ら巳一■｡■■■■■■■■■■■‐■■■■■＝■ー■■ロ●｡●つ○●◆｡●申●‐ＣＣＣ●◆●◆●●‐｡剖

坪底部円盤充填。外面縦ミガキ、坪部内面横ミガキ、脚部内面上部にシ

ボリ痕．裾部指頭圧痕。内外面にぶい燈色。３mm以下の石英・長石、微

細な雲母片多く含む。
守寺寺｡■一宇守一ゆ‐●●｡｡●っ●●⑤◆●ー一つ‐ゆ｡‐■｡｡■■。■■｡｡■｡■ー⑤｡■＝ロー＝‐｡‐‐一一一●‐●一らっ●つつ●‐字●‐凸⑪凸一一凸一■凸巳一｡‐■■■‐■■■■■■■■■

凹線文３条。内外面磨滅。外面暗灰色、

長石

｡■■ウマ句っ宇一｡●－つ●っ一つ●一つ●｡‐Ｃ‐中●角凸凸ＣＧ二二●ユーー｡'■｡■I■I■

内面にぶい燈色。

赤色粒多く、微細な雲母片わずかに含む
■一画寺一＝■｡■－－中●●｡｡‐■Ｃ●ＰＣ一｡‐⑧‐◆やニヰーーニニ■｡ー■■■■ロロロー■■■ロー芭春一＝‐わ‐包む■‐~■｡ゆめ■勺宇戸国今凸■■凸一■⑤■■■○一■ー■■■■■■○口■‐■■

1mm以下の石英．

小型。内外面磨滅、内面指頭圧痕。外面明赤褐色・一部黒斑、内面燈色。

3ｍ以下の石英・長石多く含む。



番号

挿図 実測 整理
採集地点

8０ 090 39-22 出土地不詳

8１ 069 25-01 Ａ－ｌｌ区

8２ ０６１ 15-02 Ａ－ｌ４区

8３ 062 20-02 Ｂ区（Ｎ氏所有

みかん畑）
8４ 084 26-02 Ａ－ｌ３区

8５ 099 39-31 Ｇ区

8６ 029 01-06 Ｂ区（Ｋ氏宅地）
17-01 出土地不詳

8７ 079 25-07 A-5区

8８ １００ 39-31 Ｇ区

8９ 076 25-04 A-l8区

9０ 080 25-07 A-5区

9１ 078 25-07 A-5区

9２ 085 26-04 A-l3区

9３ 081 25-07 Ａ－５区

9４ ０７０ 25-01 Ａ－ｌｌ区

9５ 074 25-03 Ａ－１４区

9６ 096 39-29 Ｅ区

9７ 093 39-28 Ａ－２３区

9８ 091 39-24 出土地不詳

9９ 063 20-03 Ｂ区（Ｎ氏所有

みかん畑）
１００ 082 25-07 A-5区

種別

弥生土器

弥生土器

？
■

士製品

弥生土器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

埴輪

瓦器

石器

石器

石材？

石材？

器種

、●

ンヨツ

キ形

不明

紡錘車
？
●

回転台

形

坪蓋

坪身

杯身

高坪

高坪

高坪

不明

短頚壷

蕊

妻

甑か莞

円筒

椀

石庖丁

剥片

部位

把手

把手

天井部

～胴部

口縁部

受部～

体部

全形

坪部

脚裾部

脚裾部

口縁部

体部

ロ縁部

口縁部

把手

胴部

底部

刃部

Ⅳ愛媛大学保管・所蔵の考古資料

形状・文様・調整・色調・胎士・焼成などの特徴

一部黒斑。内外面浅黄燈色。２mm以下の石英．長石・赤色粒多く含む。

I■■■l■■■■■ー●｡一●っ~句●●■‐■■■ご■■■■■■■■ー ■■‐ー■■ー ｡●◆◆÷①中勺＝＝＝■‐■‐■ロー■‐■■■■■■ー ｡■■‐■■ニーー｡一＝ー ＣＣＣ~＝やマーマーローロロー■ロ■■■｡■ロ■■■｡一一●凸今令③－つ一宇ロ｡●‐■ロ守口ロ■■■■I■■I■■■■■■｡－‐ニニー②○一一二○●I一二I｡■Ｌ--,■■Ｌ一一■ロロ■■‐■■－－｡■■,=--

突起状。ナデ・オサエによる成形。全面にぶい燈色。２mm以下の石英．

長石多く含む。

弥生土器婆胴部の転用品。焼成後穿孔。外面ミガキ、内面ケズリ。内外

面にぶい黄燈色。２mm以下の石英・長石多く含む。

外面ナデ､内面ナデ･オサエ。天井部燈色､胴部浅黄燈色。５mm以下の石英．

長石非常に多く含む。

内外面回転ナデ｡内外面自然粕､黒色。３mm以下の石英･長石わずかに含む。

体部外面回転へラケズリ、内面・受部外面回転ナデ。内外面灰色。１ｍｍ

以下の石英・長石わずかに含む。
■‐■■‐■■■■■■■■■ー ｡‐‐や●つ●●●■ロ■■■■ロロ■■■■■■■■■‐凸｡‐｡●｡●●ＰＣの●●■●‐ウー■■■■■■■ー ■ーー ‐■●ＣＱ●●◆‐~つむ一｡＝■‐■■■■■■■■■■■■ロロロロロ●●ゆ●●●｡●●マーロ■■■■■■■■■ロロロニ凸凸凸ＣｃＣｃＤＣ｡●■｡■■■■■■ロロ■ロロロ■■■■■■Ｐ凸●‐Ｐ●◆｡●●句ら－●｡■■■■■■

外面底部回転へラケズ'ﾉ、内外面回転ナデ。外面灰色、内面灰白～灰色、

断面褐灰色。極小の石英・長石ごく少量含む。焼き歪み顕著。

内外面回転ナデ、内外面灰色。0.5mm以下の石英・長石ごくわずかに含む。

内外面回転ナデ。外面黒色・一部自然粕、内面灰色。0.5mm以下の石英．
長石まばらに含む。

外面カキ目、内面横ナデ。外面暗灰色、内面灰色。１mm以下の石英・長
石わずかに含む。

内外面回転ナデ､内外面褐灰色。0.5mm以下の石英･長石ごくわずかに含む。
②｡マロロ■ロロ■ロロ■‐■■○一ロローー■●●マーーーーーー■■■■■■■■ー ■■‐‐｡●－－－－●‐●一寺ローローロ■■ロー■｡●｡■凸凸の全一ロ｡－③守申■ロー－■ロロ■■■■■■■｡‐｡■一一一つ｡←◆や●←●－－■■■■■■■■■■ロー●■凸一一ｃ●－~守⑤＝－＝■■ﾆー ■ー■■■■－■今‐Ｐ②●●－◆｡○寺ウーーセーー■■■■■■■■■■■｡●ＣＣＣ

外面底部約１/３回転へラケズリ、内外面回転ナデ。内外面黄灰色。１ｍ

以下の石英・長石わずかに含む。

突帯２条。内外面回転ナデｄ内外面黄灰色・一部黒色の自然粕。１ｍｍ以

下の石英・長石わずかに含む。

外面に幅広の粘土帯。肩部外面縦平行タタキ目後カキ目、内面青海波文。

口縁部外面カキ目後､内外面横ナデ。口縁部暗灰色の自然粕､胴部灰白色、

断面褐灰色。１mm以下の石英・長石、黒色粒まばらに含む。

磨滅・剥落顕著。全面燈色。２ｍ以下の石英・長石まばらに含む。

断面台形状突帯１条残。内外面燈色。１ｍｍ以下の石英・長石・赤色粒ま
ばらに含む。

幅広で丸みのある貼付高台。内外面磨滅。内外面灰色。0.5ｍ以下の石英．
長石わずかに含む。

偏両刃、鏑不明瞭。結晶片岩製。現重量5.0輿。

表面磨滅。結晶片岩か。重量8.4gｏ

結晶片岩円喋。加工痕・使用痕なし。重量49.2ｇｏ

結晶片岩円喋。破面風化。加工痕・使用痕なし。重量32.6厘。

－７３－
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